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特
集
・
校
内
研
は
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
と
を
使
い
こ
な
す「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
」で
進
め
よ
う

すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！
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教育技術研究所

特集

「ハイブリッド化」で
進めよう

校内研は対面とオンラインとを使いこなす

令和3年4月15日発行（毎月1回15日発行）第533号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育……安原昭博
プロが教える“教室でできる作業療法”……福田恵美子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
酒井式絵画指導

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語　「ともだちのはなし」 算数　「いくつといくつ」
小学2年　国語　「順序がわかる言葉」 算数　「竹尺の読み方」
小学3年　国語　「質問をする力」 算数　「イラストと線分図」
小学4年　国語　「思い出のデザイン」 算数　「整理のしかた」
小学5年　国語　「辞書を引く」 算数　「小数×小数」
小学6年　国語　「5年の漢字の復習」 算数　「分数のかけ算」

中学校の授業実践
数学「『規則性』の問題も  例題→練習問題  で解かせる」
音楽「鑑賞を楽しみに音楽室に飛び込んでくる生徒たち」

オンラインだけじゃなく、
対面だけじゃなく、
新しい学びは「ハイブリッド化」で！

●エネルギー教育シンポジウム
「環境」や「エネルギー」について、子供たちに自ら考え行動できる正しい知識をもって
もらうため、授業を通してエネルギー問題の大切さを教えることを目的としています。
　

・2021年5月2日　東京★
・2021年7月3日　札幌
・2021年8月28日　広島　
・2021年10月2日　福井

●SDGs 教育セミナー
持続可能な社会の実現を目指すSDGs
（Sustainable Development Goals 持続可能な開発目標）を
どのように子供たちに教えるのかを目的としたセミナーです。

・2021年6月27日　大阪

●最新環境・産業教育セミナー
「最新環境教育（CO2等）研究会」、「産業教育研究会」による、
小学校・中学校の先生方の環境教育、
産業教育（金融／流通・貿易）をサポートするセミナーです。

最新環境教育セミナー
・2021年11月7日　名古屋
・2021年12月4日　大阪★

●郵便教育推進セミナー
TOSSと日本郵便が協力して「手紙の書き方体験授業」に取り組んでいます。
手紙・はがきの良さを子供たちに伝えていくことを目的としたセミナーです。

日程：未定　　※全国７カ所の開催を予定

◆2021年度 TOSS社会貢献セミナー開催一覧◆◆2021年度 TOSS社会貢献セミナー開催一覧◆
2021年度も、オンライン・対面・ハイブリッド型のセミナーを開催いたします。

いずれも参加費無料ですので、ご参加お待ちしています！
※★は対面・配信両対応のハイブリッド型開催を予定しています。   
※内容・日程は変更になる場合がございます。予めご了承ください。

・2021年10月30日　長野
・2021年11月6日　熊本
・2021年12月11日　松山
・2022年1月22日　全国大会★

産業・金融教育シンポジウム
・2021年10月9日　盛岡
・2021年11月28日　岡山
・2022年2月12日　静岡

＜掲載セミナーのお申し込み先＞
TOSSセミナー情報HP
https://seminar.toss-online.com/

関
連
HP

2021年度 手紙の書き方体験授業
https://www.schoolpost.jp/

関
連
HP

エネルギー教育全国協議会
http://eneducation.jp/

関
連
HP

最新環境教育（CO2等）研究会
産業教育研究会
http://www.eco-san.jp/

NPO  TOSS
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　コロナ禍、どうしても大人も子供もス
トレスがかかる。
感染予防を意識していても、ついうっか
りということもある。
　気が付くと、叱ってしまうということ
もあるだろう。
　そうならないために、「子供たちが自
然と動けるような仕組み」、「叱らず済む
ような仕組み」を意識している。

子供たちが自然と動ける仕組みを作れば、「叱られ
る教室」ではなく、「褒められる教室」になる

↑コロナ前から、机は一人一人離していた。机が離れて
いると、パーソナルスペースが確保できる。隣の子の机
に侵入したり、腕がぶつかったりということもない。

↑給食のやり方もコロナ禍で随分と変わった。忘
れがちなルールを、当番の確認の際に、自然に目
に入るように掲示している。

↑掲示用のクリアファイルを廊下に設置。自分のファイルに入れる
だけなので、掲示も楽。次々に重ねて入れるので、返却も抜き取る
だけですぐ終わる。 愛知県名古屋市立浮野小学校 堂

どう

前
まえ

 直
なお

人
と

教室の
風景

↑教室に入る前の消毒。一言添えておくだけで、忘れず行え
る。こういう一手間で、褒められる子が増える。

↑救急用品だけでなく、子供用のマスクも教室に常備。
落とした際や汚れた際に、予備がない子に渡す。

タイアップ企画

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。

ジャンボ ホワイト・TOSS 
ノート
スタートキット　6,000円（税込）
追加３枚セット　10,000円（税込）
特典：TOSSメモ赤　プレゼント　 
パスワード：ag3n4z

ソーシャルスキルかるた
スタートキット
3,000円（税込）
特典：送料無料
パスワード：a267jy

教育技術
研究所

『教育トー
ク

ライン』＆

6月号
で紹介！

五色百人一首（クラスセット）
生徒10名用　6,600円（税込）
生徒20名用　12,100円（税込）
生徒30名用　16,500円（税込）
特典：五色百人一首一筆箋プレゼント
パスワード：yxoclw

4月号
で紹介！

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2021年3月15日～6月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

お申込み先

とってもお得な

今月のご紹介教材
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１　

間
違
い
は
大
き
く
×
を
付
け
さ
せ
る

　

算
数
が
苦
手
な
子
供
に
は
、
共
通
点
が
あ
る
。

　

そ
の
一
つ
が
、「
計
算
間
違
い
を
す
る
と
、

す
ぐ
に
消
し
ゴ
ム
で
消
す
」
こ
と
で
あ
る
。

「
大
き
く
×
を
付
け
て
、
も
う
一
度
計
算
し
ま

す
」
と
、
教
師
が
数
回
言
っ
た
だ
け
で
は
、
子

供
は
直
ら
な
い
。

　

学
習
方
法
は
、
す
ぐ
に
は
身
に
付
か
な
い
の

で
あ
る
。

　

上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
、
私
が
子
供
に
趣
意
説

明
を
し
て
い
る
動
画
で
あ
る
。
私
は
よ
く
、
本

を
紹
介
し
な
が
ら
、
趣
意
説
明
を
し
て
い
る
。

『
糸
川
英
夫
の
頭
を
良
く
す
る
法
』（
糸
川
英

夫
著　

Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）

「
こ
の
本
に
『
間
違
え
た
ら
消
し
ゴ
ム
で
消
さ

な
い
で
、
大
き
く
バ
ッ
テ
ン
を
つ
け
な
さ
い
。

そ
う
し
て
お
け
ば
ノ
ー
ト
を
見
る
た
び
に
そ
の

間
違
い
が
わ
か
る
か
ら
、
同
じ
間
違
い
を
二
度

と
し
な
く
て
す
む
ん
だ
よ
』（
一
二
六
ペ
ー
ジ
）

と
書
い
て
あ
り
ま
す
」
と
話
す
。

　

授
業
始
め
に
、
ノ
ー
ト
の
見
返
し
を
さ
せ
る

と
き
も
あ
る
。「
間
違
え
た
と
こ
ろ
だ
け
を
見

返
し
ま
す
。
見
る
だ
け
で
い
い
で
す
」
と
話

す
。
こ
の
指
示
は
、
向
山
型
算
数
セ
ミ
ナ
ー
・

向
山
洋
一
氏
の
講
演
で
学
ん
だ
。

①
×
を
つ
け
さ
せ
る

②
正
し
い
答
え
を
書
か
せ
る

③
見
返
し
を
さ
せ
る

　

こ
の
三
つ
で
、
算
数
が
苦
手
な
子
供
が
得
意

に
な
っ
て
い
く
。

板書術・
ノート術

超凄腕

山
口
県
下
関
市
立
小
月
小
学
校

林は
や
し

健た
け

広ひ
ろ

子供が

変わる
！

授業が
変わる！

本
を
紹
介
し
な
が
ら
趣
意
説
明
を
す
る

間
違
い
を
、
ど
う
し
て
消
し
ゴ
ム
で
消
し
て
は
い
け
な
い
の
か
？

算数が得意になる秘
訣「計算間違いは、
消しゴムで消さない」

਺ࢉɾ̒年ɾؗྛܒ



一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真

2021. 53

２　
「
数
学
的
な
考
え
方
」を
具
体
的
に
教
え
る

　

六
年
生
「
試
合
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
よ

う
」。

「
ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
、
先
生
が
パ
ッ
と

見
て
分
か
る
よ
う
に
、
ノ
ー
ト
に
書
い
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
」
と
指
示
し
た
。

　

左
は
子
供
た
ち
の
ノ
ー
ト
。

　

子
供
た
ち
は
、「
あ
れ
こ
れ
」
工
夫
し
て
い
る
。

　

こ
の
「
あ
れ
こ
れ
」
を
、
教
師
は
う
ん
と
褒

め
る
。「
す
ご
い
な
ぁ
、
線
で
結
ん
で
い
る
ん

だ
ね
」「
す
ご
い
！　

分
か
り
や
す
く
、
赤
で

書
い
た
ん
だ
」「
１
、２
、
と
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
し

た
ん
だ
ね
」「
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
書
き
方
を
工
夫
し
た
ね
」

　

見
付
け
出
し
、
褒
め
て
い
く
。

　

子
供
は
、
本
当
に
う
れ
し
そ
う
な
表
情
を
す

る
。
に
こ
っ
と
す
る
。

　

特
に
褒
め
た
の
は
、「
線
で
結
ん
で
い

る
」
こ
と
で
あ
る
。

　

太
郎
君
（
Ⓐ
Ⓑ
）
は
、
言
葉
で
説
明
し
て
い

る
部
分
を
○
で
囲
み
、
言
葉
と
図
を
結
ん
で
い

る
。
つ
ま
り
、「
図
の
こ
の
部
分
を
説
明
し
て

い
る
」
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
工
夫
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

「
途
中
で
し
ょ
う
が
、
み
ん
な
、
鉛
筆
を
置
き

な
さ
い
。
太
郎
君
の
ノ
ー
ト
で
す
。
言
葉
の
説

明
と
、
図
を
結
ん
で
い
る
の
で
す
。
分
か
り
や

す
い
で
す
ね
。
こ
れ
を
『
数
学
的
な
考
え
方
』

と
言
う
の
で
す
」
と
褒
め
た
。

　
「
線
で
結
ぶ
」
は
、
他
の
単
元
で
も
有
効
で

あ
る
（
下
図
参
照
）。

ⒶⒸ

Ⓓ Ⓑ



大成功の
絵画工作
授業

4

ス
チ
レ
ン
版
画
で
版
画

指
導
の
基
本
を
学
ぼ
う

す
っ
き
り
と
し
た
黒
と
あ
ざ
や
か
な
赤
を
た

っ
ぷ
り
と
体
感
さ
せ
る

酒
井
式
描
画
指
導
法　

酒さ
か

井い 

臣し
ん

吾ご

Ⓐ 

ス
チ
レ
ン
板
（
厚
さ
は
５
ミ
リ
以
内
）
の
上

に
ボ
ー
ル
ペ
ン
（
太
さ
０
・
１
ミ
リ
程
度
）

で
、
筆
圧
を
強
く
し
て
Ａ
図
の
よ
う
に
描

く
。

Ⓑ
カ
ッ
タ
ー
で
切
り
と
る
。

Ⓒ 

黒
い
部
分
と
赤
い
部
分
の
版
は
別
々
に
イ
ン

ク
を
付
け
て
並
べ
、
上
か
ら
奉
書
紙
を
か
ぶ

せ
て
刷
り
上
げ
る
。
コ
ツ
は
イ
ン
ク
は
薄
め

に
そ
し
て
平た
い

ら
に
、
バ
レ
ン
は
強
く
し
っ
か

り
と
圧
力
を
か
け
る
こ
と
。
こ
れ
は
教
師
の

事
前
の
練
習
が
必
要
で
あ
る
。
イ
チ
ゴ
の
ヘ

タ
の
緑
は
、
後
で
絵
の
具
で
描
き
加
え
る
。

Ⓓ 

こ
の
版
画
の
魅
力
は
、
洋
服
や
器
の
模
様
に

も
あ
る
。
ペ
ン
だ
け
で
な
く
、
竹
串
や
ド
ラ

イ
バ
ー
な
ど
で
し
っ
か
り
模
様
を
付
け
る
と

良
い
。
そ
の
場
合
、
は
じ
め
か
ら
自
分
で
考

え
さ
せ
る
よ
り
も
、
多
く
の
例
を
見
せ
て
そ

の
中
か
ら
選
ば
せ
た
り
、
改
良
さ
せ
た
り
す

る
方
が
良
い
。
ま
た
上
半
身
だ
け
の
絵
の
場

合
は
、
絵
に
よ
っ
て
は
左
の
よ
う
に
思
い
切

り
首
を
長
め
に
描
く
と
動
き
が
出
る
。

赤い線の部分は、切れ目を
入れておくこと。

失敗した線は刷ってから修
正できるので、のびやかに
描くこと。

白目の部分が美しいので、目
は大きめに書いておくこと。

子供たちが一番苦労するのは、手の描写である。酒井
式の手の書き方（手のひら、手の甲から指を描く）を
練習しておくと良い。

ＡＢ

Ｃ

Ｄ



一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真

2021. 55

Ⓔ
リ
ン
ゴ
の
ま
る
か
じ
り
の

絵
も
面
白
い
。
こ
の
絵
は

モ
グ
モ
グ
と
口
を
動
か
し

て
い
る
よ
う
す
が
テ
ー
マ

に
な
る
の
で
、
口
と
頬
の

描
写
に
注
意
さ
せ
る
こ

と
。
こ
の
試
作
品
よ
り
、

も
っ
と
お
お
げ
さ
に
口
を

曲
げ
た
り
、
頬
を
ふ
く
ら

ま
せ
た
り
す
る
と
良
い
。

Ⓕ
は
ヤ
ン
チ
ャ
な
教
え
子
を

描
い
て
み
た
。
こ
の
よ
う

に
主
語
を
決
め
て
描
く
と

テ
ー
マ
が
出
て
く
る
。

Ⓖ
の
よ
う
に
ポ
ス
タ
ー
に
す

る
こ
と
も
出
来
る
。
作
品

が
大
き
す
ぎ
た
ら
ト
リ
ミ

ン
グ
し
た
り
縮
小
コ
ピ
ー

し
て
や
っ
た
り
し
て
、
挑

戦
さ
せ
て
み
よ
う
。

　

な
お
、
こ
れ
は
二
色
刷

り
で
あ
る
が
、
三
色
も
四

色
も
可
能
で
あ
る
。
私
の

T
O
S
S

－

S
N
S
ダ
イ

ア
リ
ー
に
多
く
の
作
品
を

ア
ッ
プ
す
る
の
で
、
参
考

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

初
心
者
が
指
導
し
た
版
画
の
作
品
を
見

る
た
び
に
、
強
く
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

﹁
刷
り
﹂
の
未
熟
さ
で
あ
る
。

せ
っ
か
く
苦
労
し
て
作
っ
た
作
品
も
、

刷
り
が
下
手
だ
と
作
品
の
質
が
大
幅
に
下

が
る
。
こ
れ
は
教
え
方
の
問
題
と
い
う
よ

り
も
、
教
師
自
体
が
「
刷
り
」
を
軽
視
し

て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
。

下
絵
は
大
事
に
決
ま
っ
て
い
る
。
彫
り

や
貼
り
も
大
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
刷
り

は
そ
れ
と
同
等
に
、
い
や
、
そ
れ
以
上
に

大
切
だ
と
考
え
た
方
が
い
い
。

刷
り
を
し
っ
か
り
指
導
出
来
な
け
れ

ば
、
版
画
を
指
導
す
る
資
格
は
な
い
と
考

え
よ
う
。
そ
の
資
格
を
得
る
方
法
は
ひ
と

つ
し
か
な
い
。
自
分
自
身
が
美
し
く
刷
れ

る
よ
う
に
練
習
す
る
こ
と
で
あ
る
。

初
心
者
の
た
め
の

　
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

Ｅ

Ｆ

Ｇ



デジタル連動

デジタル・トークライン　http://tBMLMiOF.tos�MBOE.OFt
େ޷ධのʮお೰Έղܾ�ɹ୩ฤू௕の5NJO�アϯαーʯ。ࠓ月のςーϚはʮϋイϒϦッドԽʯです。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。

12

写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

ͳ͍͢͜࢖͸ର໘ͱオϯϥΠϯͱΛݚ಺ߍ

「ハイブリッド化」で進めよう

����
月号5

14　 「対面授業」と「オンライン授業」の良さを生かした 
ベストミックスを目指す  Ԙ୩௚େ

15　発言と書き込みの両方で意見交流が可能になる ాؙٛ໌

16　共有の早さはオンライン。思考はノートが向く ຊխതࢁ 

17　全体を巻き込み、テンポよく進める「ハイブリッド化」算数授業  ৿ຊ࿨അ

18　データの活用を踏まえたハイブリッド討論を目指す  ੕໺༏ࢠ

19　目的と手段を混同しないデジタル教科書活用の仕方 দౡതত

20　「先生に一目で分かるようにして持ってきなさい」がより分かりやすくなる  ฏࢁɹ༃
21　選択させる。そして、達成状況を褒める  ੴࡔɹཅ

22　スタディログ活用　「国語科指導案」試案  ௕୩઒ത೭

23　子ども観光大使のノウハウを生かして交流する  খྛஐࢠ

24　導入としてオンライン英会話も利用できた！  Ճ౻ɹ৺

25　 「手軽で」「簡単！」平時のうちから試せる 
オンライン家庭学習ツールを２つ紹介!! ਫຊ࿨ر

26　生徒に公開する年間指導計画を作成して、ハイブリッド化に備える છ୩޾ೋ

27　不登校の子供と心をつなぐハイブリッド授業 খౢ༔ل

10　オϐχオϯ　ࠓɺ教ҭքͰ͍ͯͬ͜ىΔ͜ͱ
　　 TOSS「オンライン授業技量検定」の創設＝検定項目の発表 ୩ɹ࿨थ

1　教師の微差力　ଜ໺ɹ૱

2　子供が変わる！　授業が変わる！　超凄腕　板書術・ノート術 　ྛɹ݈޿

4　大成功の絵画工作授業 　ञҪਉޗ

"�༸Ұʹฉ͘　教ҭ2ࢁ޲　9
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①本誌の内容の全部または一部を無断でインターネット等で転載することを禁じます。②向山著作をはじめとするTOSS関連論文を追試、その他の名目
でインターネット上で公開することも禁じます。③授業または研究等で必要な場合は、TOSS最高顧問向山洋一までご連絡下さい。④著作権法を無視し
続けた場合には、法的措置を取らせていただきます。

注
意

78 ◆ TOSS最新セミナー情報　ख௩ඒ࿨
78 ◆ 全国のTOSSサークル紹介　ງా࿨लʗߥ઒༞೭
79 ◆ 向山・谷日記　ࢁ޲༸Ұʗ୩ɹ࿨थ
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／編集後記／次号予告

向山型に挑戦！　 
国語・算数の難問良問

48ɹ໦ଜॏ෉

授業が激変！　TOSS教材活用法 
クラス全員が熱中するこの教材！

54ɹ࢘܊ਸਓ
55ɹຊ間ঘࢠ
55ɹࠤ౻༞ࡾ
56ɹ෢Ҫɹ߃

特別支援教育　 
専門家の視点&全国で大人気　 
“特別支援教育の指導システム”

50ɹ҆ݪতത
51ɹখౢ༔ل
52ɹଠా੓உ
53ɹ෱ాܙඒࢠ

働き方改革！　 
教師が「やりがい」と向き合うために

57ɹ๬月ɹ݈
58ɹ࠸๎ాݪ
59ɹখ௩༞࣐
60ɹޙ౻ོҰ
61ɹⲴ�தҪɹޫ

技術向上の法則

62ɹฒ໦༑׮
63ɹ௕୩઒ത೭
64ɹ୩ɹ࿨थ
65ɹ൐ɹҰ޹
66ɹ൘૔޾߂
67ɹⲴ�Ҫ࠭ށ৫

道標：教師としての高みを目指して

68ɹߦࢁ޲༤
70ɹ੢ࡕɹঢ
72ɹՏా޹จ

特
別
連
載

人気女性ライター　 
トークラインだけの裏話

74ɹࢣඌت୅ࢠ
75ɹඒ࡚ᚸٷ

社会貢献活動への 
取り組み

76ɹԘ୩௚େ

国算　現在進行形の教科単元
すぐに追試できる開始15分間の発問

40 理科 4年単元「天気と気温」の 
基礎基本  ӂ੢ɹ޹

41 理科 4年単元「天気と気温」の 
アクティブラーニング  ӂ੢ɹ޹

「基礎・基本の授業例」と 
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

42 道徳 「教科書教材＋動画教材」の合わせ技で 
道徳の学びを深める！ ௡ాହࢸ

43 英語 Unit2の中の「What is your 
treasure?」を授業する ਆ୩༏ඒ

44
プログラ
ミング

５年社会科につながる「ビデオ 
モーションセンサー」の授業  Ԙ୩௚େ

新学習指導要領対応　道徳・英語・ 
プログラミングの授業実践

46 数学 「規則性」の問題も  
例題→練習問題 で解かせる େ৿༤Ұ

47 音楽 鑑賞を楽しみに音楽室に 
飛び込んでくる生徒たち ๛ాխࢠ

中学校でのTOSS実践

28
１
年

国語 ききたいな、ともだちのはなし 
ɹѪߐ҆ 

29 算数
「いくつといくつ」 
 ԼࢁてΔΈ

30
２
年

国語 「順序が分かる言葉」を見付ながら、成長とともに 
変わるたんぽぽのちえを読み取ろう ༐ɹ࿨୅

31 算数
竹尺の読み方は毎日練習  
 Ԟాᅡจ

32 ３
年

国語 「もっと知りたい、友達のこと」  
 Ճ౻ҁ೫

33 算数
イラストと線分図を対応させる 
 ాؙٛ໌

34
４
年

国語 思いやりのデザイン 
࠸๎ాݪ 

35 算数
視覚的な支援と体感の支援 
 ੴࡔɹཅ

36 ５
年

国語 辞書を引く習慣を身に付ける 
 ஛Ԭਖ਼࿨

37 算数
小数×小数  
 ྛɹ݈޿

38 ６
年

国語 漢字の言葉を一つ使えたら10点 
࿨޺Ӝࡾ 

39 算数
分数のかけ算  
 Տ໺݈Ұ



お得が
 いっぱい！

お試し版も
はじめました！

今すぐアクセス！

ID・パスワードなしで見られる
お試しページを開設しました。
周囲の方に、ぜひ、ご紹介ください‼

ͦの΄かの಺༰は Q��0 を͝ཡ͍ͩ͘͞。
谷編集長の濃厚すぎる5分間とてつもなく大好評！ TOSS教師Q&A

ダウンロード
コンテンツも
満載！

ຊࢽ 1%' σーλ΋
μ΢ンϩードͰ͖·͢ʂ

�6 ϖーδͷ࿈ಈاը
Ͱ͸ɺͦͷ··͑࢖
Δࢿ料Λμ΢ンϩー
ドͰ͖·͢ʂ

アクセス方法
1$ɾεϚϗͰαΠτʹΞΫηε �
τοϓϖʔジͷϩάΠϯΛΫリοΫ͠ɺ
*%ͱύεϫʔυΛೖྗ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
※5044�4/4に入ձ͞Εて͍Δํは、�
ɹ4/4かΒアΫηスできます。

今、ここでしか
見られない動画！

͔̏ ݄の
ఆݶؒظ
ެ։ʂ��

トップペー
ジの下に
あるこの
バナーを
クリック！

デジタルトークライン 検索http://talkline.tos-land.net

Digital Talkline

購読者限定WEBサー
ビス

今月のトークラインID・パスワード

z 3w9 h v
（ゼット・さん・ダブリュ・きゅう・エイチ・ブイ）
ID：TL5 ※有効期間：

2021年4月15日～
2021年7月14日

「ハイブリッド化」短時間で達成感が
得られる絵画
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回答：向
㇀㆓う

山
㇄ま

洋
㇈う

一
ㆂㆡ

質問：師
㇂㇍

尾
お

喜
ㆌ

代
㇈

子
㆓

（TOSS最高顧問）

（TOSS中央事務局）

オンラインでの
セミナー・サークルについて

ୈ21ճ

に
遡
り
ま
す
。
私
は
そ
こ
で
多
く
の
友
人
を
得

て
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
多
く
の
実
践
を
残

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
セ
ミ
ナ
ー
や
サ
ー
ク
ル

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
多

く
の
仲
間
た
ち
と
知
り
合
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
と
て
も
大
事
な
こ

と
で
す
。
特
に
、
若
い
時
に
出
会
っ
た
仲
間
た

ち
は
大
切
に
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

教
師
に
は
、
勉
強
の
場
が
二
つ
必
要
で
す
。

一
つ
は
学
校
内
で
の
勉
強
会
、
も
う
一
つ
は
地

域
で
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。
学
校
内
の
仲
間
と
は
、

研
究
授
業
な
ど
で
意
見
交
換
を
す
る
。
地
域
で

の
仲
間
と
は
、
今
は
直
接
飲
み
に
行
っ
た
り
出

来
な
い
の
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
研
究
会
を
す
る
。

仲
間
が
い
て
、
刺
激
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
、

と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
。
ず
っ
と
続
い
て
い

く
仲
間
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

ち
な
み
に
、
私
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
セ
ミ

ナ
ー
や
サ
ー
ク
ル
に
い
ろ
い
ろ
参
加
し
て
き
ま

し
た
が
、
実
は
リ
ア
ル
と
同
じ
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
と
遠
く
の
人
と
も
つ
な

が
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
が
、
私
は
新
卒
の

時
か
ら
、
既
に
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
遠
く
の
人

と
も
研
究
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
。

リ
ア
ル
だ
と
時
間
差
が
一
日
や
二
日
は
あ
る
け

れ
ど
、
そ
の
く
ら
い
の
違
い
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
も

あ
り
、
最
近
は
セ
ミ
ナ
ー
も
サ
ー
ク
ル
も
オ
ン

ラ
イ
ン
が
主
流
で
す
。
こ
の
先
ど
う
し
た
ら
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
の
セ
ミ
ナ
ー
や
サ
ー
ク
ル
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
向
山
先
生
も
た

く
さ
ん
参
加
し
て
い
ま
す
。
リ
ア
ル
と
は
違
う

オ
ン
ラ
イ
ン
の
ツ
ー
ル
を
ど
の
よ
う
に
思
い
ま

す
か
。
ま
た
、
今
後
は
こ
の
よ
う
な
ツ
ー
ル
を

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
も
リ
ア
ル
も
、
実
感
と
し
て
は

あ
ま
り
違
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。
教
育
の
こ
と
を

話
し
合
え
る
仲
間
を
つ
く
り
、
大
切
に
し
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
教
育
技
術
の
法
則
化
運
動
」
と
い
う
形
で
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
が
出
来
上
が
っ
た
の
が
、
今
か
ら
四
十

年
近
く
前
の
話
で
す
。
そ
の
前
身
の
「
京
浜
教

育
サ
ー
ク
ル
」
の
誕
生
は
、
更
に
十
五
年
も
前

向 山 洋 一 に 聞 く Q&Aڭҭ
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本誌編集長

谷
㆟ㆫ

和
ㆉ㆚

樹
ㆌ

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検
定
」
の

創
設
＝
検
定
項
目
の
発
表

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検
定
を
正
式
に
稼
働
し
始
め
た
。
ま
ず
は
、
そ
れ
ら
の
項
目
の
す
べ
て
を
一

覧
で
ご
紹
介
す
る
。
今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
も
整
備
し
な
が
ら
、
各
項
目
の
意
味
や
、
そ
う
し
た
技
量
を
身

に
付
け
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
や
練
習
方
法
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

Ｅ
表

１
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
最
初
の
作
業

指
示

（
合
計
十
点
）

　

①
オ
ン
ラ
イ
ン
に
合
っ
た
作
業

　
　

指
示
で
授
業
を
始
め
て
い
る

四
点

　

②
指
示
が
全
体
に
伝
わ
っ
た
か

　
　

確
認
し
て
い
る

四
点

　

③
そ
の
他

二
点

２
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
子
供
の
指
名
・
対

応

（
合
計
十
点
）

　

①
オ
ン
ラ
イ
ン
で
適
切
に
指
名

　
　

・
対
応
を
し
て
い
る

四
点

　

②
子
供
の
反
応
に
落
ち
着
い
て

　
　

対
応
で
き
て
い
る

四
点

　

③
そ
の
他

二
点

３
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
に
こ
や
か
な
表
情

（
合
計
十
点
）

　
　

見
て
い
る

二
点

　

③
そ
の
他

一
点

２
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
紙
を
見
な
い
で
授

業
が
で
き
る

（
合
計
五
点
）

　

①
目
線
が
不
自
然
に
揺
れ
な
い

　
　
（
文
字
を
読
ん
で
い
る
感
じ
が

　
　

な
い
）

二
点

　

②
発
問
・
指
示
を
円
滑
に
言
え
る

　
　

二
点

　

③
そ
の
他

一
点

３
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
自
然
に
声
が
出
て

い
る

（
合
計
五
点
）

　

①
声
が
明
る
く
、
張
り
が
あ
る

二
点

　

②
は
っ
き
り
と
聞
き
や
す
く
発

　
　

音
し
て
い
る

二
点

　

③
そ
の
他

一
点

一　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検

定
の
創
設

　

二
〇
二
一
年
二
月
二
三
日
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
審
査
員
養
成
セ

ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。

　

そ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
後
半
で
公
式
発
表
し
た
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検
定

　

ま
ず
は
、
審
査
項
目
を
、
一
番
初
級
の
Ｆ

表
か
ら
Ｄ
表
ま
で
、
す
べ
て
紹
介
す
る
。

Ｆ
表

１
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
自
然
に
授
業
が
進

む

（
合
計
五
点
）

　

①
す
ぐ
に
授
業
に
入
る

二
点

　

②
子
供
た
ち
の
様
子
を
画
面
で

オピニオン

教育界で起こっていることࠓ
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し
て
い
る

二
点

　

④
そ
の
他

二
点

５
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
心
地
よ
い
リ
ズ
ム

（
合
計
十
点
）

　

①
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
「
発
問
↓

　
　

指
示
↓
活
動
↓
評
価
評
定
」

　
　

の
流
れ
が
あ
る

三
点

　

②
オ
ン
ラ
イ
ン
の
回
線
ス
ピ
ー

　
　

ド
等
に
配
慮
し
な
が
ら
適
切

　
　

に
指
示
し
て
い
る

三
点

　

③
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ト
ラ
ブ
ル

　
　

に
適
切
に
対
応
し
て
い
る

二
点

　

④
そ
の
他

二
点

　

ま
ず
は
、
こ
れ
ら
の
項
目
を
サ
ー
ク
ル
等

で
研
究
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の

項
目
に
は
、
当
然
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
蓄
積

が
あ
る
。

　

次
号
で
は
、
受
検
規

定
そ
の
他
に
つ
い
て
も

ご
紹
介
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

　
　

い
る

二
点

　

③
全
員
の
作
業
の
様
子
を
確
認

　
　

し
な
が
ら
授
業
を
す
す
め
て
い

　
　

る

二
点

　

④
そ
の
他

二
点

３
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
あ
た
た
か
な
表
情
、

対
応

（
合
計
十
点
）

　

①
最
初
か
ら
最
後
ま
で
に
こ
や

　
　

か
な
笑
顔
で
授
業
し
て
い
る

四
点

　

②
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
参
加

　
　

で
き
る
よ
う
指
名
・
発
表
等

　
　

を
工
夫
し
て
い
る

二
点

　

③
一
人
一
人
の
活
動
に
目
を
配

　
　

り
、
様
々
に
褒
め
た
り
励
ま

　
　

し
た
り
し
て
い
る

二
点

　

④
そ
の
他

二
点

４
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
明
確
な
発
問
、
指

示
と
確
認

（
合
計
十
点
）

　

①
一
時
に
一
事
を
指
示
し
て

　
　

い
る

三
点

　

②
オ
ン
ラ
イ
ン
に
合
っ
た
作
業

　
　

指
示
の
言
葉
を
工
夫
し
て
い
る

　
　

三
点

　

③
子
供
の
作
業
を
確
認
し
、
時

　
　

間
差
に
配
慮
し
た
対
応
を

　

①
教
師
の
笑
顔
が
子
供
た
ち
に

　
　

よ
く
見
え
る
工
夫
を
し
て
い
る

　
　

四
点

　

②
授
業
の
最
初
か
ら
終
わ
り
ま

　
　

で
笑
顔
を
維
持
し
て
い
る

四
点

　

③
そ
の
他

二
点

Ｄ
表

１
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
の
始
ま
り
（
一

五
秒
）
の
つ
か
み

（
合
計
十
点
）

　

①
ク
リ
ア
で
通
る
声
で
授
業
を

　
　

始
め
て
い
る

四
点

　

②
第
一
発
問
・
指
示
で
全
体
を

　
　

動
か
し
て
い
る

二
点

　

③
一
五
秒
以
内
に
子
供
が
学
習

　
　

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

二
点

　

④
そ
の
他

二
点

２
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
子
供
へ
の
目
線
と

基
本
的
な
確
認

（
合
計
十
点
）

　

①
カ
メ
ラ
を
見
る
目
線
や
教
材

　
　

を
見
る
目
線
を
効
果
的
に
使

　
　

い
分
け
て
い
る

四
点

　

②
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
見
え
方
に

　
　

配
慮
し
て
教
材
を
提
示
し
て
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で
進
め
よ
う

Πϥετɿࣲ⃻ণل

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化

2021年
5月号
特集 対

面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
と
を
使
い
こ
な
す

校内研は

そ
も
そ
も
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
う
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
の
学
び
」
っ
て
な
あ
に
？

研
究
授
業
指
導
案
例
そ
の
１　
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
同
時
実
施
す
る

研
究
授
業
指
導
案
例
そ
の
２　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
有
効
活
用
す
る

〝
単
元
の
〞
研
究
授
業
指
導
案
例　
ス
タ
デ
ィ
ロ
グ
を
活
用
す
る

海
外
の
学
校
と
の
交
流
学
習　
こ
の
教
科
で
こ
う
組
み
立
て
る

臨
時
休
業
時
の
オ
ン
ラ
イ
ン
家
庭
学
習
は
こ
う
す
る

不
登
校
の
子
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
指
導　
そ
の
ポ
イ
ン
ト

1234567



対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
と
を
使
い
こ
な
す
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
で
進
め
よ
う

特集

ߍ
಺
ݚ
͸

13  2021. 5

一

全
国
の
学
校
で
は
、
既
に
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
が
動
き
始
め
て
い
る
は
ず
で
す
。
動
き

始
め
て
い
る
は
ず
で
す
が
、
自
治
体
に
よ
っ
て

温
度
差
が
あ
る
よ
う
で
す
。

昨
年
一
二
月
末
ま
で
に
端
末
の
納
品
ま
で
完

了
す
る
予
定
だ
っ
た
自
治
体
は
、
全
体
の
約
三

割
あ
り
ま
す
。
多
く
は
一
〜
三
月
の
納
品
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

本
誌
が
届
い
て
い
る
頃
に
は
、
全
て
の
整
備

が
終
わ
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

諸
外
国
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
遅
れ
て
い
る
、

日
本
の
教
室
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
レ
ベ
ル
。
そ
れ
は
国
の

怠
慢
と
い
う
よ
り
も
、
自
治
体
や
教
育
委
員
会
、

あ
る
い
は
学
校
現
場
の
意
識
の
問
題
の
方
が
大

き
い
と
考
え
ま
す
。

二

本
誌
の
読
者
か
ら
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
し

ま
し
ょ
う
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
と
い
う
の
は
、
特
別
な

研
究
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、「
一

人
一
台
を
日
常
的
に
使
お
う
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
で
す
が
、
使
う
の
に
不
安
を
持
っ
て
い
る

先
生
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　

研
究
授
業
で
ど
ん
ど
ん
使
い
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
、
校
内
研
を
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
」

し
ま
し
ょ
う
。
使
っ
て
い
る
様
子
を
多
く
の
先

生
方
に
見
て
い
た
だ
き
、
議
論
の
俎
上
に
乗
せ

る
の
で
す
。

１　

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
同
時
実
施

今
年
一
月
の
二
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
時
、

一
斉
休
校
は
し
な
い
方
針
で
し
た
が
、
文
部
科

学
大
臣
は
次
の
よ
う
な
意
味
の
こ
と
を
述
べ
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
で
学
校
に
行
く
こ
と
が
不
安
な

子
も
い
る
。
柔
軟
な
対
応
を
し
、
必
要
な

措
置
を
と
る
こ
と
。
ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
端
末
等
で
オ
ン
ラ
イ
ン
の
授
業
な

ど
も
有
効
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。（『
教
育

新
聞
』
二
〇
二
一
年
一
月
六
日
の
記
事
か

ら
谷
が
要
約
）

現
場
は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

普
段
か
ら
、
例
え
て
言
え
ば
「
避
難
訓
練
」

の
よ
う
に
「
一
部
の
児
童
が
オ
ン
ラ
イ
ン
」
に

な
る
こ
と
を
想
定
し
た
授
業
を
、
研
究
的
に
実

施
し
て
い
る
な
ら
、
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

２　

 

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
や
ス
タ
デ
ィ
ロ
グ
を
活

用
し
た
「
個
別
最
適
化
」

個
々
の
子
供
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
算
数
・

数
学
の
授
業
を
自
由
に
進
め
る
よ
う
な
こ
と
は
、

欧
米
で
は
既
に
当
た
り
前
の
よ
う
に
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
子
供
が
ク
ラ
ウ
ド
に
学
習
素
材

や
学
習
履
歴
を
保
存
す
る
。
そ
れ
を
も
と
に
教

師
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
る
。
そ
う
し
た
こ
と

が
簡
単
に
出
来
る
環
境
が
既
に
整
っ
て
い
ま
す
。

先
生
方
が
少
し
勉
強
す
れ
ば
い
い
の
で
す
。

そ
の
他
、
不
登
校
の
子
や
発
達
障
害
の
子
た

ち
に
効
果
的
な
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
活
用
シ
ー
ン

は
ま
だ
ま
だ
あ
り
そ
う
で
す
。

 

（
本
誌
編
集
長　

谷
和
樹
）
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五
年
、
社
会
科
「
米
づ
く
り
」
第
二
時
の
記
録
だ
。
冒

頭
、
い
き
な
り
学
習
動
画
を
再
生
し
た
。

「
塩
谷
先
生
が
出
て
い
る
！
」「
昨
日
、
家
で
見
た

よ
！
」「
先
生
か
ら
も
ら
っ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
再
生
し

た
！
」

　

実
は
前
日
、
宿
題
プ
リ
ン
ト
に
こ
の
動
画
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
付
け
て
い
た
の
だ
。「
見
た
い
人
は
、
お
家
の
人
に

断
っ
て
か
ら
見
て
ね
」
と
伝
え
て
い
た
。
聞
い
て
み
る
と
、

ク
ラ
ス
の
約
三
分
の
二
の
子
が
家
で
見
て
い
た
。
勿
論
、

視
聴
し
て
い
な
く
て
も
構
わ
な
い
。

全
部
で
三
分
ほ
ど
の
動
画
な
の
で
、
集
中
は
途
切
れ
な

い
。
家
庭
で
視
聴
し
た
子
も
、
面
白
い
の
か
ニ
コ
ニ
コ
し

な
が
ら
見
て
い
る
。

　

私
が
編
集
し
た
学
習
動
画
は
、
今
日
扱
う
教
科
書
の
問

題
に
つ
な
が
る
よ
う
に
終
え
て
い
る
。

「
米
の
産
地
の
自
然
条
件
に
は
、
ど
の
よ
う
な
特
色
が
あ

る
の
だ
ろ
う
」

　

板
書
し
、
ノ
ー
ト
に
写
さ
せ
る
。
教
科
書
の
資
料
か
ら

自
然
条
件
に
関
係
の
あ
る
部
分
を
探
さ
せ
、
線
を
引
か
せ

た
り
、
囲
ま
せ
た
り
し
た
。

　

近
く
の
人
と
相
談
さ
せ
た
後
、
見
付
け
た
場
所
を
発
表

さ
せ
る
。
友
達
と
直
に
話
せ
る
の
は
対
面
の
良
さ
だ
。

「
パ
ソ
コ
ン
を
出
し
てGoogle

フ
ォ
ー
ム
を
開
き
な
さ
い
。

開
け
た
ら
自
然
条
件
を
打
ち
込
ん
で
送
信
し
な
さ
い
」

　

次
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
、
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
送
信

さ
せ
た
。
向
山
実
践
の
仮
説
づ
く
り
の
追
試
だ
。

「
米
の
生
産
地
な
ら
ば
◯
◯
だ
」
ま
た
は
「
△
△
な
ら
ば

米
の
生
産
地
に
な
り
や
す
い
」

　

続
々
と
意
見
が
送
信
さ
れ
て
く
る
。
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー

ト
を
共
有
し
て
、
友
達
の
意
見
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
見
え

る
よ
う
に
し
た
。
授
業
終
了
ま
で
に
五
〇
近
い
意
見
が
出

さ
れ
た
。Google

フ
ォ
ー
ム
の
リ
ン
ク
を
共
有
し
て
、
家

か
ら
意
見
を
送
信
し
て
も
良
い
と
伝
え
た
。

　

そ
の
日
の
夕
方
に
早
く
も
一
〇
名
の
子
か
ら
意
見
が
届

い
た
。
自
宅
か
ら
送
信
し
た
の
だ
。
離
れ
て
い
て
も
学
習

に
参
加
で
き
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
良
さ
だ
。
翌
日
、

力
強
く
褒
め
た
。
こ
こ
ま
で
の
授
業
の
流
れ
を
ま
と
め
る
。

①
家
で
も
視
聴
で
き
る
学
習
動
画
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

②
学
習
動
画
か
ら
教
科
書
の
問
題
（
対
面
）

③
教
科
書
の
読
み
取
り
と
交
流
（
対
面
）

④G
oogle

フ
ォ
ー
ム
で
意
見
を
送
信
（
対
面
）

⑤
授
業
と
は
別
な
時
間
に
、
自
宅
な
ど
の
別
の
場
所
か
ら

も
意
見
を
送
信
で
き
る
よ
う
に
す
る
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

　
「
オ
ン
ラ
イ
ン
↓
対
面
授
業
↓
オ
ン
ラ
イ
ン
」
と
い
う

組
み
立
て
に
し
た
。
こ
の
後
は
、
対
面
で
全
員
の
仮
説
を

検
討
す
る
。
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
で
は
な
く
、
両
方
の
良

さ
を
生
か
す
単
元
計
画
を
今
後
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

ʮର໘तۀʯͱʮΦϯϥΠϯतۀʯͷྑ͞
Λੜ͔ͨ͠ϕετϛοΫεΛ໨͢ࢦ
ϋΠϒϦουԽと͸「どち
らかҰํ」だけͰ͸なく、
྆ํを࢖いこな͢ことだ。
意ਤతɾܭըతに「どちら」
を「どͷ৔໘」Ͱ࢖うͷ
かܭըしていくことがඞཁになる。ࢲͷ࣮ફه࿥を঺հ͢る。

ͦ΋ͦ΋対໘と
Φンラインを࢖う

「ϋイϒϦουԽの学び」
ͬてͳ͋にʁ

音声配信QRコード
７分35秒の解説を
聴く事ができます。

北海道斜里町立斜里小学校

塩
㆗お

谷
㇄

直
なお

大
ㆲ㇍



対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
と
を
使
い
こ
な
す
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
で
進
め
よ
う

特集

15 2021. 5

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
授
業
で
は
、
漢
字
や
音
読

の
指
導
の
場
合
、
対
面
児
童
へ
の
支
援
を
し
な

が
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
児
童
の
確
認
を
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
は
じ
め
は
教
師
が
あ
た
ふ
た

し
て
し
ま
う
。
何
度
も
授
業
を
し
て
経
験
値
を

積
む
こ
と
が
必
要
だ
。

討
論
の
よ
う
に
、
発
問
↓
個
人
の
考
え
↓
全

体
で
の
意
見
交
流
↓
個
人
の
考
え
と
い
う
展
開

の
場
合
は
、
フ
ォ
ー
ム
等
を
使
い
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
意
見
を
集
約
す
る
。

初
期
は
、
列
指
名
の
よ
う
に
、
発
言
順
を
決

め
て
意
見
を
発
表
さ
せ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

対
面
も
オ
ン
ラ
イ
ン
も
共
に
混
乱
な
く
、
発
言

を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

意
見
を
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
等
に
書
き
足
し

て
い
け
ば
、
発
言
と
画
面
の
両
方
で
意
見
交
流

が
可
能
に
な
る
。
発
言
が
苦
手
な
子
で
も
意
見

を
表
明
で
き
る
。
ま
た
、
意
見
が
文
字
と
し
て

残
る
こ
と
も
支
援
に
な
る
。
発
言
と
画
面
の
両

方
だ
と
、
情
報
が
錯
綜
し
て
し
ま
う
よ
う
で
あ

れ
ば
「
意
見
を
書
き
込
む
時
間
」「
発
言
を
す

る
時
間
」
の
よ
う
に
分
け
る
こ
と
も
で
き
る
。

授
業
の
最
後
に
、
意
見
を
入
力
し
て
教
師
に

送
信
す
る
。

Έͷ྆ํͰࠐͱॻ͖ݴൃ
ҙ͕ྲྀަݟՄೳʹͳΔ
ද໌がͰ͖るよݟみによって意ࠐがۤखな子Ͱも、ॻ͖ݴൃ
うになる。ॻ͖ࠐΜだ意ݟが࢒るͷͰ、࣍࣌ͷतۀにも׆༻
がͰ͖る。

神奈川県川崎市立小学校 田
㆟

丸
ま㇋

義
㇈㆗

明
ㆀㆌ

ओな学習活動 指導্のཹ意点とධՁ
１　新出漢字の学習を行う。

２　本文の音読をする。
３　本文の読解をする。

本文を　はじめ　中　終わり　に分ける

４　自分の考えをフォームに入力する。
　予想される意見　Ａ：１－３と７－９　
　Ｂ：１－４と８•９
５　考えの根拠をスプレッドシートに書き込む。

６　討論をする。

７　自分の意見を書き込む。

１）オンライン児童には、書けた漢字スキルを
画面で教師に示させる。

２）音読が出来ているか状況を確認するため、
一斉音読だけでなく、対面、オンラインとも
に、１人ずつ短く読ませる。

５）集計結果から、意見が分かれている事柄に
ついて考えの根拠を書き込ませる。

６）スプレッドシートの意見を含めて、発言、
画面入力の両方を行う。

７）授業を通して最終的な自分の意見を書き込
ませる。

評価【思・判・表：スプレッドシートで】

ߍ
಺
ݚ
͸

授業指導Ҋ例ڀݚ
ͦの1

対໘とΦンラインを
ಉ࣌実ࢪする
国語ʢখ学校ʣ
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昨
年
度
、
詩
「
太
陽
」（
八
木
重
吉
）
を
タ
ブ
レ
ッ
ト

Ｐ
Ｃ
とGoogle

フ
ォ
ー
ム
、
Ｔ
Ｖ
を
使
っ
て
授
業
し
た
。

一
人
一
台
端
末
の
教
室
で
あ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
授
業
す

る
。

指
示

自
由
に
読
ん
で
ご
覧
な
さ
い
（
数
名
読
ま
せ
る
）。

指
示

こ
の
詩
を
自
分
で
分
析
し
な
さ
い
。
分
析
を

フ
ォ
ー
ム
に
書
き
込
み
な
さ
い
。

指
示
　
書
き
込
ん
だ
順
に
、
発
表
し
な
さ
い
。

　

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
を
Ｔ
Ｖ
に
映
し
、
書
き
込
ま
れ
た

順
番
に
発
表
さ
せ
る
。
指
名
順
も
決
ま
る
の
で
、
発
表
し

や
す
い
。
全
員
の
分
析
が
す
ぐ
に
集
ま
る
。
自
力
分
析
の

中
か
ら
授
業
を
組
み
立
て
て
も
良
い
。

発
問
「
太
陽
」
は
何
を
表
し
て
い
ま
す
か
。

指
示
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
「
フ
ォ
ー
ム
」
に
書
き

込
み
な
さ
い
。
書
い
た
ら
、
そ
う
考
え
る
理
由
も

「
ノ
ー
ト
」
に
書
き
な
さ
い
。

Google

フ
ォ
ー
ム
を
使
っ

て
い
る
の
で
、
ス
プ
レ
ッ
ド

シ
ー
ト
に
す
ぐ
反
映
さ
れ
る
。

昨
年
（
写
真
）
は
自
力
分
析
な

し
に
フ
リ
ッ
ク
入
力
を
さ
せ
た
。

一
人
一
台
端
末
で
は
キ
ー
ボ
ー

ド
入
力
が
基
本
と
な
る
。
中
学
国
語
の
授
業
で
も
タ
イ
ピ

ン
グ
の
ス
ピ
ー
ド
を
鍛
え
た
い
。
キ
ー
ボ
ー
ド
を
日
頃
か

ら
使
い
た
い
。

指
示

指
名
な
し
で
発
表
し
な
さ
い
。
討
論
し
な
さ
い
。

　

指
名
な
し
発
表
、
討
論
へ
と
続
く
。

指
示
　
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
な
さ
い
。

　

ノ
ー
ト
か
Ｐ
Ｃ
か
、
ど
ち
ら
で
ま
と
め
る
か
は
、
教
室

の
実
態
や
学
校
の
研
究
に
合
わ
せ
る
と
良
い
。

従
来
型
の
ノ
ー
ト
・
板
書
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
使
い
分
け
も

重
要
だ
。
発
言
の
順
番
を
教
え
た
り
、
生
徒
同
士
で
発
言

順
を
身
に
付
け
な
が
ら
進
め
る
の
は
、
従
来
型
が
向
い
て

い
る
だ
ろ
う
。
目
的
を
見
失
わ
ず
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
授
業
が
効

率
化
す
る
の
か
ど
う
か
を
見
極
め
て
活
用
し
た
い
。

　

国
語
授
業
の
全
般
と
し
て
は
、
生
徒
の
思
考
に
は
ノ
ー

ト
が
向
い
て
い
る
だ
ろ
う
。
付
箋
を
使
っ
た
Ｋ
Ｊ
法
※
な

ど
の
手
段
と
の
併
用
も
で
き
る
。
評
論
文
な
ど
の
清
書
に

は
タ
イ
ピ
ン
グ
を
使
う
な
ど
、
使
い

分
け
も
考
え
ら
れ
る
。
情
報
収
集
に

は
、
い
つ
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用

で
き
る
状
態
に
す
る
と
良
い
。

　

休
ん
だ
生
徒
も
自
宅
で
授
業
が
受

け
ら
れ
る
仕
組
み
を
試
行
し
た
。
ま

た
、
私
の
家
族
が
風
邪
を
ひ
き
、
私

が
通
勤
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
は
、

自
宅
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
が
授
業
の
幅
を
広
げ
る
。

༗ͷૣ͞はΦϯϥΠϯɻڞ
͘޲はϊʔτ͕ߟࢥ
ϊʔトɾ൘ॻɾ1$ɾ࣮෺౤Өػɾ57ͷྑ͞を໨తに߹Θ
ͤてۃݟめる。
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全
体
を
巻
き
込
み
、
テ
ン
ポ
よ
く
算
数
授
業
を
進
め
る

に
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
と
「
対
面
」
と
を
つ
な
げ
る
作

業
指
示
が
必
要
で
あ
る
。

「（
オ
ン
ラ
イ
ン
の
）
太
郎
君
の
後
に
つ
い
て
読
み

ま
す
」

太
郎
君
は
ミ
ュ
ー
ト
を
外
し
て
読
み
、「
対
面
」
の
子

供
た
ち
は
太
郎
君
に
続
い
て
読
む
。
つ
な
が
り
を
感
じ
さ

せ
る
こ
と
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
特
有
の
「
不
安
」
を
和
ら
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

「
太
郎
君
、
カ
メ
ラ
に
ノ
ー
ト
を
見
せ
て
」

ノ
ー
ト
を
確
認
し
、
即
座
に
褒
め
る
。
続
け
て
、

「
書
け
た
子
は
太
郎
君
の
ノ
ー
ト
を
読
み
ま
す
」

と
指
示
す
る
。「
対
面
」
の
子
供
の
ノ
ー
ト
を
カ
メ
ラ
に

映
し
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
の
子
供
た
ち
に
読
ま
せ
て
も
良

い
。
つ
な
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
と
と
も
に
、「
時
間
差
」

を
埋
め
る
手
立
て
に
も
な
る
。
算
数
が
苦
手
な
子
に
と
っ

て
の
「
ヒ
ン
ト
」
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

１　

問
題
文
を
音
読
さ
せ
る
時
の
指
示

２　

ノ
ー
ト
に
書
い
た
式
や
答
え
を
確
認
す
る
時
の
指
示

「
オ
ン
ラ
イ
ン
の
皆
が
読
め
る
よ
う
、
大
き
く
書
き

な
さ
い
」

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
黒
板
の
字
が
読
め

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
配
慮
で
あ
る
。

「
オ
ン
ラ
イ
ン
の
皆
、
読
め
ま
す
か
」

と
確
認
す
る
こ
と
も
大
切
だ
。
子
供

た
ち
は
、
自
分
か
ら
「
見
え
な
い
」

「
聞
こ
え
な
い
」
と
は
言
い
に
く
い
も

の
で
あ
る
。

「
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
発
表
し
な
さ
い
」

モ
ニ
タ
ー
の
近
く
に
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
。
こ
れ
で
、
お
互
い
に
見
合
っ

て
い
る
感
覚
で
話
す
こ
と
が
で
き
る
。

「
対
面
」
と
「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
と
で

や
り
取
り
を
す
る
だ
け
で
、
子
供
た

ち
は
笑
顔
に
な
る
。
つ
な
が
り
を
感

じ
さ
せ
る
こ
と
で
、
全
体
を
巻
き
込

ん
で
授
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　

式
や
答
え
を
板
書
さ
せ
る
時
の
指
示

４　

意
見
を
発
表
さ
せ
る
時
の
指
示

શମΛࠐ͖רΈɺςϯϙΑ͘
ਐΊΔʮϋΠϒϦουԽʯࢉ਺तۀ
શମをࠐ͖רみ、ςϯϙよくतۀをਐめるに͸、「ΦϯϥΠϯ」
ͷ子にも「ର໘」ͷ子にも、ۭനͷ࣌ؒをつくって͸いけな
い。ϙΠϯト͸、「ΦϯϥΠϯ」と「ର໘」とを͛ܨるため
ͷࣔࢦۀ࡞にある。
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デ
ー
タ
活
用
の
単
元
で
あ
る
。
小
学
校
で
も
資
料
活
用

の
単
元
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、「
平
均
値
」「
中
央

値
」「
最
頻
値
」
等
の
用
語
に
つ
い
て
は
小
学
校
段
階
で

学
習
を
終
え
て
い
る
。

よ
っ
て
、
中
学
校
で
は
「
そ
れ
ら
の
モ
ノ
サ
シ
を
活
用

し
て
ど
の
よ
う
に
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
か
」
と
い
う
学
習

に
挑
戦
さ
せ
た
い
。
そ
の
際
、
エ
ク
セ
ル
の
活
用
と
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
お
け
る
意
見
交
換
を
行
わ
せ
る
。
本
時
は
一
通

り
教
科
書
の
内
容
が
終
わ
っ
た
状
態
を
想
定
し
て
い
る
。

　

デ
ー
タ
を
も
と
に
、
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
エ
ク

セ
ル
を
活
用
し
て
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
に
ま
と
め
る
。
各
値
を

踏
ま
え
て
そ
の
傾
向
を
分
析
さ
せ
、
討
論
さ
せ
る
。

（
一
）
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
の

結
果
を
ま
と
め
る
（
一
時
間
）

　

各
自
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

エ
ク
セ
ル
を
開
か
せ
る
。

対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
双

方
の
生
徒
に
Ａ
組
と
Ｂ
組

の
五
〇
メ
ー
ト
ル
走
の
結

果
を
配
信
す
る
。

１　

単
元
「
資
料
の
整
理
」（
中
一
）

2　

授
業
の
流
れ

　
「
挿
入
」
タ
ブ
の
「
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
」
を
活
用
し
、
各

自
で
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
を
作
成
。
合
わ
せ
て
、
平
均
値
・
中

央
値
・
最
頻
値
に
つ
い
て
も
数
式
処
理
や
並
び
替
え
な
ど

を
行
っ
て
数
値
を
出
さ
せ
る
。

（
二
）
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
（
〇
・
五
時
間
）

　

ま
と
め
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
分
析
を
行
わ
せ
る
。
市

内
で
採
用
し
て
い
る
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ー

ド
に
考
え
を
記
入
の
上
、
ク
ラ
ウ
ド
上
に
提
出
さ
せ
る
。

「
Ａ
組
は
平
均
値
が
８
・
７
だ
が
、
極
端
に
遅
い
人
が
い

る
の
で
、
実
際
に
は
全
体
は
も
っ
と
速
い
」

「
Ｂ
組
は
平
均
は
８
・
５
だ
が
、
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
で
山
が

二
つ
に
な
っ
て
い
る
。
速
い
人
と
遅
い
人
に
分
か
れ
て
い
る
」

等
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ド
上
に
集
約
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見

を
読
み
比
べ
る
。

（
三
）
討
論
す
る
（
〇
・
五
時
間
）

　

ま
と
め
た
デ
ー
タ
、
各
自
の
分
析
を
踏
ま
え
、「
リ

レ
ー
を
行
う
際
、
ど
ち
ら
の
組
が
速
そ
う
か
？
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
討
論
を
行
う
。
デ
ー
タ
を
も
と
に
意
見
を
主
張

で
き
て
い
れ
ば
、
ど
ん
な
意
見
も
可
と
す
る
。

デ
ー
タ
を
各
自
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
ま
と
め
、
分
析
を
ク

ラ
ウ
ド
上
で
交
流
さ
せ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
教
室
・
オ
ン
ラ

イ
ン
と
も
大
き
な
差
は
な
い
。

最
後
の
討
論
は
、
教
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
中
継
し
て
行

う
予
定
で
あ
る
。

σʔλͷ׆༻Λ౿·͑ͨ
ϋΠϒϦου౼࿦Λ໨͢ࢦ
σʔλ׆༻ͷ୯ݩ͸、খֶߍͷֶशを׆༻し、どͷようにσʔ
λを෼ੳ͢るかに௅ઓͤ͞る。
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デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
使
う
だ
け
で
、
子
供
た
ち
が
意
欲

的
に
授
業
に
取
り
組
ん
だ
り
、
学
力
が
付
い
た
り
す
る
の

か
。
答
え
は
、「
否
」
で
あ
る
。

「
こ
の
授
業
に
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
っ
て
必
要
だ
っ
た
？
」

と
い
う
授
業
に
し
て
は
い
け
な
い
。
I
C
T
活
用
の
授
業

で
I
C
T
を
「
使
う
こ
と
」
が
目
的
と
な
る
こ
と
は
、
あ

り
が
ち
で
あ
る
。
大
切
な
の
は
、

「
何
の
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
が
必
要
な
の
か
」

つ
ま
り
、
使
う
目
的
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
使
う
こ
と
が
目
的
と
な
っ
た
授
業

で
は
、
子
供
に
力
は
付
か
な
い
。
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
使

う
こ
と
で
、
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。
指
導
者
が

き
ち
ん
と
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

国
語
の
授
業
で
の
メ
リ
ッ
ト
を
二
つ
紹
介
す
る
。

研
究
授
業
の
「
手
立
て
」
や
「
指
導
の
留
意
点
」
で
の

文
言
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

１　

読
む
こ
と
が
苦
手
な
子
供
へ
の
個
別
支
援

２　

書
く
こ
と
が
苦
手
な
子
供
へ
の
個
別
支
援

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
で
何
が
で
き
る
か
を
明
確
に
す
る

１

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
使
う
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

２

が
出
来
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
を
踏
ま
え
て
の
、

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
活
用
し
た
指
導
を
提
案
す
る
。

　

指
導
案
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
く
。

（
例
１
）
文
章
を
読
む
こ
と
が
苦
手
な
子
に
、
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
の
読
み
上
げ
機
能
を
使
わ
せ
る
こ
と

で
、
文
章
の
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
例
２
）
文
章
を
書
く
こ
と
が
苦
手
な
子
に
、
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
の
マ
イ
黒
板
機
能
を
使
わ
せ
る
こ
と

で
、
学
習
内
容
を
記
録
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

文
字
を
読
む
こ
と
が
困
難
な
子
は
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

か
ら
流
れ
る
音
声
を
聞
き
な
が
ら
学
習
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
。
イ
ヤ
ホ
ン
を
使
え
ば
、
周
り
の
子
供
に
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
。
一
人
一
台
端
末
を
使
っ
て
、
文
章
を
見

る
か
、
聞
く
か
を
自
分
で
選
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

文
字
を
書
く
こ
と
が
苦
手
な
子
は
、
本
文
や
意
見
を
書

く
こ
と
で
つ
ま
ず
い
て
い
た
。
音
声
入
力
、
も
し
く
は
、

タ
イ
ピ
ン
グ
、
本
文
の
コ
ピ
ー
機
能
を
使
え
ば
、
自
分
の

デ
ジ
タ
ル
ノ
ー
ト
に
記
録
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
文
字
を

書
か
な
く
て
も
、
文
章
を
要
約
し
た
り
、
問
い
と
答
え
を

見
つ
け
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
デ
ジ
タ
ル
の
方
が
分
か
り
に
く
い
と
い
う
子
も

い
る
。
ど
ち
ら
で
も
選
べ
る
よ
う
な
選
択
型
の
授
業
形
態

こ
そ
、
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
個
別
最
適
化
の
授
業
で
あ
る
。

໨తͱखஈΛࠞಉ͠ͳ͍
σδλϧڭՊॻ׆༻ͷํ࢓
σδλϧڭՊॻを「࢖うこと」が໨తになると、
子供たちにྗを付けらΕない。
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４
年
生　

面
積
の
は
か
り
方
と
表
し
方

こ
の
形
の
面
積
を
工
夫
し
て
求
め
る
課

題
で
あ
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
で
は
、
端
末
上
で
次

の
よ
う
な
操
作
が
で
き
る
。

①
動
か
す
：
切
っ
た
図
形
を
移
動
で
き
る

②
ハ
サ
ミ
：
線
を
入
れ
て
切
り
取
る
こ
と
が
で
き
る

③
回
転　

：
回
転
さ
せ
て
、
合
わ
せ
る
こ
と
も
で
き
る

④
コ
ピ
ー
：
二
つ
く
っ
つ
け
て
、
÷
２
な
ど
の
操
作

も
で
き
る

　

課
題
を
読
み
、
こ
の
機
能
を
活
用
し
て
次
の
よ
う
に
授

業
を
す
る
。

　

こ
の
面
積
を
求
め
ま
す
。
先
生
は
み
ん
な
が
ど
う

考
え
た
か
を
知
り
た
い
。
考
え
が
一
目
で
分
か
る
よ

う
に
し
て
、
先
生
の
所
に
持
っ
て
き
な
さ
い
（
端
末

上
で
提
出
し
な
さ
い
）。

　

提
出
し
た
子
供
た
ち
の
考
え
を
、
そ
の
場
で
次
の
よ
う

に
評
定
す
る
。

観
点
１　

式
・
答
え
が
あ
る

三
〇
点

観
点
２　
図
に
情
報
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る

三
〇
点

観
点
３　
文
が
明
確
・
簡
潔
に
書
か
れ
て
い
る

三
〇
点

残
り
一
〇
点
は
調
整
と
し
て
残
し
て
お
き
、
評
定
し
て

い
く
。
子
供
た
ち
は
こ
こ
で
熱
中
す
る
。

九
〇
点
以
上
を
取
れ
た
子
供
に
は
、
あ
と
で
実
際
に
説

明
さ
せ
て
い
く
。
時
間
調
整
も
兼
ね
て
、
更
に
違
う
考
え

方
で
説
明
で
き
る
よ
う
に
、
時
間
い
っ
ぱ
い
使
っ
て
、
他

の
や
り
方
を
、
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
考
え
さ
せ
る
。
で

き
れ
ば
四
種
類
以
上
は
出
さ
せ
た
い
。

時
間
に
な
っ
た
ら
、
九
〇
点
以
上
取
っ
た
子
供
に
説
明

さ
せ
る
。
そ
の
時
、
そ
の
子
の
考
え
に
「
〇
〇
さ
ん
式
」

と
名
前
を
付
け
る
。

「
教
科
書
に
出
て
い
る
考
え
方
は
『
だ
れ
式
』
で
す

か
？
」
こ
の
よ
う
に
問
い
、
教
科
書
の
考
え
を
学
習
し
て

い
く
。

　

そ
し
て
、
最
後
に
練
習
問
題
を
自
分
の
力
で
解
か
せ
て

い
く
の
で
あ
る
。

ʮઌੜʹҰ໨Ͱ෼͔ΔΑ͏ʹͯ͠
͖࣋ͬͯͳ͍͞ʯ͕ΑΓ෼͔Γ΍͘͢ͳΔ

千葉県習志野市立向山小学校

平
ㆲ㇉

山
㇄ま

靖
㇄㆙㆗

ར఺̍ 　֦大ػೳを׆༻͢るこ
とͰ、ࣇಐを՝୊にண໨
ͤ͞、ղ๏ͷ׆࡯ߟ動に
ूதͤ͞ることがͰ͖る。

ར఺̎ 　σδλϧڭՊॻ΁ͷॻ
、༗によりڞみとそͷࠐ͖
౷߹తɾൃలతな׆࡯ߟ
動を࣮ݱͰ͖る。

σδλϧڭՊॻ
࣮ફूྫࣄをݟようʂᶃ

σδλϧڭՊॻ
࣮ફूྫࣄをݟようʂᶄ

授業指導Ҋ例ڀݚ
ͦの̎

σδタϧ教科ॻを
༗ޮ活用する

算数
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高
学
年
の
算
数
を
例
に
話
を
進
め
る
。

練
習
問
題
を
何
問
解
く
か
、
選
択
し
な
さ
い
。。

　

①　

練
習
問
題
一
問
を
解
く
。

　

②　

練
習
問
題
の
半
分
を
解
く
。

　

③　

練
習
問
題
を
全
て
解
く
。

【
予
想
さ
れ
る
児
童
の
反
応
】

　

・
今
日
は
、
練
習
問
題
を
一
問
解
こ
う
。
①
だ
。

　

・
全
て
の
問
題
を
解
き
た
い
か
ら
③
に
し
よ
う
。

【
留
意
点
】

　

・
ど
れ
を
選
択
し
て
も
、
教
師
は
肯
定
的
に
受
け
止
め

る
。

（
※
児
童
は
、
ク
ラ
ウ
ド
上
に
解
答
し
た
デ
ー
タ
を
上
げ

て
く
る
。
ど
の
媒
体
で
上
げ
る
の
か
は
、
各
自
治
体
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
。
教
師
の
働
き
か
け
を
掲
載
す
る
）

　

①　

今
日
の
授
業
の
感
想
を
打
ち
込
み
な
さ
い
。

　

②　

そ
の
後
、
デ
ー
タ
を
ア
ッ
プ
し
な
さ
い
。

自
分
の
め
あ
て
の
選
択

１

授
業
の
終
盤

２

【
予
想
さ
れ
る
児
童
の
反
応
】

　

・
練
習
問
題
一
問
と
い
う
の
は
、
自
分
に
と
っ
て
簡
単

す
ぎ
た
。
も
っ
と
問
題
を
解
き
た
い
。

　

・
今
日
の
授
業
で
、
半
分
の
練
習
問
題
を
全
て
解
く
こ

と
が
出
来
た
。
様
々
な
問
題
に
挑
戦
し
た
い
。

【
留
意
点
】

　

・
指
示
が
二
つ
あ
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
、
①
・
②

と
番
号
を
振
っ
て
お
く
。

【
項
目
か
ら
選
択
す
る
評
価　

※
教
師
が
次
の
三
つ

か
ら
✓
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
】

　

①　

発
展
問
題
ま
で
出
来
て
い
ま
す
。

　

②　

学
習
内
容
の
ゴ
ー
ル
に
充
分
到
達
し
て
い

ま
す
。

　

③　

あ
と
一
歩
で
ゴ
ー
ル
に
到
達
出
来
ま
す
。

【
記
述
す
る
評
価
】

　

・
問
題
を
全
て
解
け
ま
し
た
ね
。
す
ご
い
で
す
。

次
の
問
題
は
解
け
ま
す
か
？
（
※
発
展
問
題
を

掲
載
す
る
）

　

・
例
題
は
解
け
て
い
ま
す
ね
。
基
本
的
な
こ
と
が

し
っ
か
り
と
身
に
付
い
て
い
ま
す
。

児
童
へ
の
評
価

３

બ୒ͤ͞Δɻͦͯ͠ɺ
ୡ੒ঢ়گΛ๙ΊΔ
ҭਤڭʢޫଜ「スΩϧࢉܭあかͶこ」、ผֶशになった࣌にݸ
ॻʣに͓けるコʔスબ୒ͷํ๏΍、؆໌ͷݪଇɾܹྭͷݪଇ
が大͖く໾ཱってくる。

石川県金沢市立千坂小学校 石
ㆂ㆗

坂
㆖ㆉ

陽
ㆀㆌ㇉

ߍ
಺
ݚ
͸

὇単元の὇ڀݚ授業
指導Ҋ例

スタσΟログを
活用する

খ学校
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ス
タ
デ
ィ
ロ
グ
は
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
蓄
積
さ
れ
た
学

習
履
歴
で
あ
る
。
個
人
の
進
級
・
進
学
に
合
わ
せ
て
、
担

当
教
員
間
で
シ
ェ
ア
さ
れ
る
こ
と
で
価
値
が
高
ま
る
。

「
医
療
カ
ル
テ
」
に
た
と
え
る
人
が
い
る
が
、
現
段
階
で

は
、
個
人
の
医
療
カ
ル
テ
は
病
院
間
で
シ
ェ
ア
さ
れ
て
い

な
い
。
よ
っ
て
、
比
喩
と
し
て
は
狭
過
ぎ
る
。
敢
え
て
言

え
ば
、
薬
局
に
提
出
す
る
「
お
薬
手
帳
」
の
方
が
近
い
。

生
後
今
日
に
至
る
ま
で
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
ん
な
薬

を
処
方
さ
れ
た
の
か
が
一
目
瞭
然
で
あ
り
、
次
に
薬
を
選

択
す
る
際
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
も
用
い
ら
れ
る
か
ら
だ
。

学
習
履
歴
と
し
て
蓄
積
さ
れ
る
の
は
、
た
と
え
ば
Ａ
Ｉ
ア

プ
リ
の
取
組
状
況
や
正
答
率
、
定
期
考
査
や
実
力
テ
ス
ト

の
結
果
及
び
誤
答
分
析
、
デ
ジ
タ
ル
ノ
ー
ト
の
書
き
込
み

内
容
、
討
論
等
の
記
録
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
、
シ
ェ
ア
さ
れ
る
こ
と
で

学
習
の
個
別
最
適
化
が
進
む
。
指
導
者
側
か
ら
す
れ
ば

個
々
に
対
す
る
指
導
事
項
が
明
ら
か
に
な
り
、
学
習
者
側

か
ら
す
れ
ば
自
身
の
課
題
と
取
り
組
む
べ
き
学
習
内
容
が

常
に
明
確
に
な
る
。

こ
れ
を
「
研
究
授
業
の
指
導
案
」
に
ど
う
組
み
込
む
か

が
依
頼
テ
ー
マ
で
あ
る
。
難
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
こ

こ
ま
で
書
い
て
き
た
よ
う
な
長
い
ス
パ
ン
で
児
童
生
徒
の

学
習
状
況
を
捉
え
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
ス
タ
デ
ィ
ロ
グ
の

活
用
を
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
敢
え
て
ロ
グ

の
活
用
を
単
元
の
中
に
組
み
入
れ
る
と
し
た
ら
、
た
と
え

ば
次
の
よ
う
に
す
る
だ
ろ
う
。

単
元
名
・
教
材
名
　
考
え
を
共
有
す
る
「
四
季
の
詩
」

検
討
場
面
で
は
、
論
点
に
対
す
る
個
々
人
の
意
見
を
瞬

時
に
共
有
し
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
そ
の
後
の
討
論
を
展

開
す
る
。
発
話
の
量
や
質
ま
で
解
析
さ
れ
、
そ
の
後
の
学

習
の
情
報
が
提
供
さ
れ
る
。

教
材
は
ど
れ
も
短
詩
で
あ
る
か
ら
評
論
文
を
書
く
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
最

適
だ
。
各
々
の
学

習
状
況
を
蓄
積
し

て
お
き
、
の
ち
に

小
説
類
の
評
論
文

を
書
く
際
の
資
料

と
し
て
活
用
さ
せ

る
。
指
導
者
は
ロ

グ
を
踏
ま
え
て

個
々
の
課
題
に
即

応
し
た
指
導
助
言

を
行
う
。

以
上
は
試
案
だ
。

実
践
し
つ
つ
ベ

タ
ー
を
追
求
し
た

い
。

ελσΟϩά׆༻
ʮޠࠃՊࢦಋҊʯࢼҊ

まず、ࢣڭɾࣇಐੜె૒ํͷؒ࣌ۀ࡞がѹ౗తに୹ॖ͞Εる。
࣍に、ࣇಐੜెؒͷ意ڞݟ༗ٴͼަྲྀがָになる。そͷう͑、
౼࿦とධ࿦จͷ࣭がߴまる。そΕらͷ੒Ռをಘるために׆༻
を޻෉͢る。

埼玉県吉見町立吉見中学校 長
ㆯ

谷
㆛

川
ㆋ㇏

博
ㆲ㇍

之
㇆ㆌ

ʠ単元のʡ
授業指導例ڀݚ
スタσΟログを

活用する
中学校
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１　

総
合
的
な
学
習
に
行
う
、
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
交
流

T
O
S
S
は
こ
れ
ま
で
、
観
光
庁
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
全
国
連
合
子
ど
も
観
光
大
使
大
会
※
１
を
開
催
し
て
き
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
二
〇
二
〇
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
し
た
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
生
か
し
、
海
外
の
学
校
と
も
交

流
す
る
。

①　

発
信
内
容
の
決
定

海
外
に
発
信
し
た
い
自
分
の
地
域
の
名
所
、
名
産
物
等

を
決
定
す
る
。

②　

原
稿
作
成
・
英
語
で
の
発
表

高
学
年
で
あ
れ
ば
、
英
語
の
教
科
書
の
既
習
事
項
を
生

か
し
て
、
英
語
で
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③　

コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成

原
稿
に
応
じ
て
、
写
真
や
動
画
を
撮
影
し
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
す
る
。

④　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交
流

作
成
し
た
動
画
や
コ
ン
テ
ン
ツ
を
送
り
、
メ
ー
ル
等
で

や
り
取
り
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
こ
う
い
っ
た
時
に

便
利
な
の
が
、「Flipgrid

」
※
２
と
い
う
ア
プ
リ
で
あ
る
。

⑤　

ア
プ
リ
の
活
用

Flipgrid

を
使
う
と
、
短
い
動
画
を
投
稿
し
た
り
、
投

稿
さ
れ
た
動
画
を
見
た
人
が
、
動
画
で
コ
メ
ン
ト
を
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
登
録
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
し
か
動

画
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
教
師
が
動
画
の
内

容
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
非
公
開
に
設
定
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
交
流
先
の
児
童
に
も
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
入
っ

て
も
ら
え
ば
、
作
成
し
た
動
画
で
交
流
で
き
る
。Google

Classroom

と
も
連
動
し
て
い
る
の
で
お
勧
め
で
あ
る
。

２　

図
工　

絵
手
紙
の
授
業
で
の
交
流

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
や
り
取
り
を
生
か
し
、
手
紙
の
や
り

取
り
を
実
際
に
行
う
こ
と
も
で
き
る
。
手
紙
を
掲
示
す
れ

ば
、
い
つ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

①　

絵
描
き
歌
の
動
画
撮
影

日
本
の
文
化
を
絵
描
き
歌
に
し
た
も
の
が
あ
る
。
群
馬

県
の
関
口
眞
純
氏
の
実
践
が
お
す
す
め
で
あ
る
。
デ
ジ
タ

ル
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
に
デ
ー
タ
を
掲
載
し
た
の
で
、
ご
参
考

い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
を
も
と
に
絵
描
き
歌
を
説
明
す
る

動
画
を
作
成
し
、
交
流
先
の
児
童
に
も
絵
手
紙
を
描
い
て

も
ら
う
。
同
時
に
出
来
れ
ば
良
い
し
、
出
来
な
け
れ
ば
動

画
を
送
り
、
期
限
を
決
め
て
取
り
組
ん
で
も
ら
う
。

②　

文
通
に
よ
る
交
流

作
成
し
た
絵
手
紙
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添

え
て
葉
書
を
送
る
。
英
語
で
の
「
書
く
こ
と
」
の
学
習
の

意
欲
付
け
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

ͷ࢖େޫ؍Ͳ΋ࢠ
ϊ΢ϋ΢Λੜ͔ͯ͠ަྲྀ͢Δ
5044ͷこΕまͰͷ׆動΍શࠃతなऔり組みをੜか͢こと
Ͱ、ւ֎ͷֶߍとͷަྲྀが࣮ݱͰ͖る。

東京都公立小学校 小
㆓

林
ㆰ㇄㆗

智
と㇂

子
㆓

ւ֎の学校との
ަྲྀ学習

この教科で
こう組みཱてる

খ学校
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⓪
一
月
一
二
日
、
本
原
稿
の
依
頼
を
受
け
た
。

①
翌
日
、
一
月
一
三
日
、
勤
務
校
の
姉
妹
校
（
in
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
）
と
のZoom

で
の
交
流
授
業
を
思
い
付

き
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
相
談
し
た
。

　

↓
返
事
は
「
大
賛
成
」
と
の
こ
と
。

②
同
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
の
「N

ative Cam
p

」
さ

ん
に
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
を
し
た
。
内
容
は
、「
講

師
の
先
生
と
加
藤
の
英
語
の
や
り
と
り
を
、
学
校
の
英

語
の
授
業
で
生
徒
に
見
せ
て
も
良
い
で
す
か
？
」

　

↓
返
事
は
「
大
丈
夫
」
と
の
こ
と
。

③
同
日
、
管
理
職
に
も
相
談
し
た
。「
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
通
し
て
、

教
育
委
員
会
の
事
業
と
か
ぶ
ら
な
い
よ
う
に
連
携
し
ま

す
」
と
伝
え
た
。

　

↓
返
事
は
「
大
賛
成
！
」
と
の
こ
と
。

④
翌
日
、
一
月
一
四
日
、
三
学
期
の
初
日
、
英
語
の
授
業

と
道
徳
の
授
業
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
こ
と
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
子
供
た
ち
に
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
「
皆
さ
ん
の
中
の
誰
か
が
、
春
休
み
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
短
期
留
学
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
で
も
、

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
、
昨
年
度
に
続
い
て
今
年
度
も
中
止
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
「N

ative 
Cam

p

」
を
使
い
、
教
室
と
世
界
を
つ
な
げ
ま
す
。
ま
だ
調

整
中
で
す
が
、
行
く
は
ず
だ
っ
た
メ
ル
ロ
ー
ズ
学
校
の
生

徒
た
ち
と
、
一
対
一
で
英
会
話
で
つ
な
が
り
ま
し
ょ
う
！
」

　

そ
し
て
、
私
は
授
業
中
に
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
の

「N
ative Cam

p

」
に
ア
ク
セ
ス
し
た
。
私
と
講
師
の
先

生
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
数
分
間
生
徒
達
に
見
せ
た
。

生
徒
達
は
海
外
と
一
瞬
で
つ
な
が
る
こ
と
に
驚
い
て
い
た
。

勤
務
校
に
は
ま
だ
、
一
人
一
台
端
末
は
届
い
て
い
な
い
。

W
i-Fi

の
工
事
も
現
在
進
行
形
だ
。
未
完
成
。
さ
ら
に

Ａ
Ｌ
Ｔ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
メ
ル
ロ
ー
ズ
学
校
の
先
生

に
メ
ー
ル
を
送
り
、
私
の
こ
と
を
紹
介
し
て
く
れ
た
が
、

ま
だ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
長
期
休
暇
中
だ
と
の
こ
と
。
返

事
が
来
て
い
な
い
。
な
か
な
か
簡
単
に
は
進
ま
な
い
。

端
末
も
無
い
し
、
連
絡
も
無
い
が
、
周
り
に
許
可
が
取

れ
る
と
こ
ろ
は
今
の
内
に
取
っ
て
お
い
た
。

日
本
の
教
室
と
海
外
の
教
室
を
、
デ
ジ
タ
ル
と
英
語
で

気
軽
に
日
常
的
に
つ
な
げ
る
時
代
が
近
づ
い
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
の
「N

ative Cam
p

」
に
ど
の
よ

う
に
許
可
申
請
を
し
た
か
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ

ン
で
写
真
を
公
開
し
て
い
る
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

ಋೖͱͯ͠ΦϯϥΠϯ
ӳձ࿩΋ར༻Ͱ͖ͨʂ
;PPN΍4LZQFなどͰ、自෼ͷࣨڭとւ֎ͷࣨڭを؆୯に
つな͛ることがͰ͖る࣌୅になった。ԿͰもͰ͖るʂ　֤ํ
໘にڐՄਃ੥を๨Εずにʂ

北海道幕別町立忠類中学校 加
ㆉ

藤
とう

心
㆗㇓

ճ数 交流಺༰

一
回
目

自己紹介、好きな
物、生活のルー
ティーン

二
回
目

前回＋（家族紹
介）、昨日したこ
と、今週末するこ
と

三
回
目

前回＋日本紹介、
地域紹介

内容順序は，あくまで例。

ւ֎の学校との
ަྲྀ学習

この教科で
こう組みཱてる

中学校
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去
年
の
今
頃
は
、
一
斉
休
校
期
間
中
だ
っ
た
。

　

学
校
は
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
対
応
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

学
校
の
出
す
家
庭
学
習
は
、「
紙
爆
弾
」
と
揶
揄
さ
れ
た
。

　

今
年
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
元
年
で
あ
る
。
ま

だ
ま
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
に
慣
れ
て
い
な
い
職
員
・
保

護
者
の
方
が
多
い
。
そ
こ
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
家
庭
学
習
と

し
て
取
り
組
み
や
す
い
二
つ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
記
す
。

非
同
期
型
ツ
ー
ル
と
は
、
そ
の
場
に
い
な
く
て
も
オ
ン

ラ
イ
ン
で
や
り
と
り
の
で
き
る
ツ
ー
ル
の
こ
と
。「Google

ク
ラ
ス
ル
ー
ム
」
や
「
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
」
が
有
名
だ
。

　

左
の
写
真
は
、Google

ク
ラ
ス
ル
ー
ム
の
教
師
用
画
面

で
あ
る
。
プ
リ
ン
ト
、

フ
ォ
ー
ム
な
ど
、
様
々
な

も
の
を
課
題
と
し
て
添
付

で
き
る
。
提
出
状
況
を
確

認
し
、
コ
メ
ン
ト
を
返
す

こ
と
も
で
き
る
。

Google
ア
カ
ウ
ン
ト
が

配
付
さ
れ
て
い
る
学
校
な
ら
、

す
ぐ
に
試
す
こ
と
が
で
き
る
。

平
時
か
ら
試
し
て
い
き
た
い
。

1　

非
同
期
型
ツ
ー
ル
を
活
用
す
る

　

昨
年
の
冬
休
み
、
算
数
の
難
問
プ
リ
ン
ト
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
化
し
て
宿
題
に
出
し
た
。

①
算
数
の
難
問
を
写
真
に
撮
る
。

②
ク
ラ
ウ
ド
上
の
フ
ォ
ル
ダ
（
＊
１
）
に
ア
ッ
プ
す
る
。

③
無
料
サ
イ
ト
（
＊
２
）
で
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
化
す
る
。

あ
と
は
、
そ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
画
像
を
プ
リ
ン
ト
に
貼
り

付
け
て
、
印
刷
し
て
、
配
布
す
る
だ
け
。
教
員
は
簡
単
に

作
成
で
き
、
保
護
者
は
ス
マ
ホ
一
台
で
簡
単
に
閲
覧
で
き

る
。
両
者
に
と
っ
て
手
軽
な
の
で
、
平
時
か
ら
試
し
て
い

き
た
い
。
平
時
に
試
す
か
ら
、
い
ざ
と
い
う
時
に
実
行
で

き
る
。

2　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用
す
る

ʮखܰͰʯʮ؆୯ʂʯฏ࣌ͷ
͏͔ͪΒͤࢼΔΦϯϥΠϯ
ՈఉֶशπʔϧΛ̎ͭ঺հ��
らない。いݶこらないともىが、またۀٳ೥ͷようなྟ࣌ڈ
͟という࣌ͷために、ฏ࣌からΦϯϥΠϯをࢼしていく。

神奈川県横浜市立美しが丘西小学校 水
ㆿ㆚
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社会科（歴史的分野）年間指導計画 ＝抜粋＝ 

第 6章 二度の世界大戦と日本 第２節大正デモクラシーの時代 

 

 

 

 

 

                  

 

指  導  目  標 知 識 ・ 技 能 
学習指導要領との関連  

C(1)-ア(オ) 

★我が国の国民の政治的自覚の高まりと文化の大衆

化などを基に、第一次世界大戦前後の国際情勢及

び我が国の動きと、大戦後に国際平和への努力が

なされたことを理解させる。 

 

★世界の動きと我が国との関連などに着目して、事象

を相互に関連付けるなどして、第一次世界大戦前後

の国際情勢と大衆の出現を多面的・多角的に考察

し、表現させる。 

 

★大正デモクラシーの時代について、そこで見られる

課題を主体的に追究しようとする態度を身に付けさ

せる。 

★我が国の国民の政治的自覚の高まりと文化の大衆化などを

基に、第一次世界大戦前後の国際情勢及び我が国の動きと、

大戦後に国際平和への努力がなされたことを理解する。 

我が国の国民の政治的自覚の高まりについ

ては、「大正デモクラシーの時期の政党政治

の発達、民主主義的な思想の普及、社会運動

の展開を取り扱う」ようにし、本格的な政党

内閣による政党政治が展開したこと、普通選

挙制が実現したこと、米騒動をはじめ、労働

運動、農民運動、社会主義運動などの社会運

動が幅広く行われるようになったこと、女性

の社会的進出が進んだことに気付くことが

できるようにする。 

文化の大衆化については、大都市の発達や

都市に住む人々の生活様式や意識の変化、新

聞・雑誌などの普及やラジオ放送の開始など

を扱うようにする。 

思 考 ・ 判 断  ・表 現 

★世界の動きと我が国との関連などに着目して、事象を相互に

関連付けるなどし、第一次世界大戦前後の国際情勢と大衆の

出現を多面的・多角的に考察し、表現する。 

主体的に学習に取り組む態度 

★大正デモクラシーの時代について、そこで見られる課題を主

体的に追究しようとしている。 

学習課題 学習目標 
評価規準 使用する教材・教具 

重要語句 

オンライン

対応 

１ 大正デモクラシーと政党内

閣の成立 （p.216〜217） 

 

《大正時代の社会や政治は、どの

ような特色を持っていたのでし

ょうか。》 

①大正デモクラシーについて、護憲

運動や普通選挙の実現を通して

理解する。 

②政党内閣やデモクラシーの思想

について，現代と比較しながら考

察する。 

①大正デモクラシーについて、運動の

概要を理解している。（知技） 

②大正デモクラシーの主張を現代と比

較して考察し、表現している。 

（思判表） 

復習小テスト 歴史 44-2回目 

授業プリント 歴史 3年-№11 

ＮＨＫビデオ「映像の世紀」 

絵「米騒動絵巻」（教科書） 

《重要語句》 

護憲運動・大戦景気・米騒動・原敬・政

党内閣・大正デモクラシー・民本主義 

▲ 

著作権 

確認 

２ 広がる社会運動と男子普通

選挙の実現 （p.218〜219） 

 

《デモクラシーの風潮は、どのよ

うな運動に展開したのでしょう

か。》 

①デモクラシーの高まりなどの影

響を受け、多くの民衆運動が盛ん

になったことを理解する。 

 

①普通選挙の実現などについて、運動

の概要を理解している。（知技） 

 

復習小テスト 歴史 44-3回目 

授業プリント 歴史 3年-№12 

ＮＨＫビデオ「映像の世紀」 

グラフ「有権者数の増加」（教科書） 

《重要語句》 

労働争議・小作争議・全国水平社・平塚

らいてう・普通選挙法・治安維持法 

▲ 

著作権 

確認 

３ 新しい文化と生活 （p.220〜

221） 

 

《大正時代の文化は、どのような

特色を持っていたのでしょう

か。》 

①大正時代の教育と文化について

理解する。 

②市民生活の変化を通して、文化の

大衆化などに気付く。 

①関東大震災の概要と、大正期の教育

と文化の特徴を理解している。（知

技） 

②文化の大衆化について、自分の意見

や考えを述べている。（思判表） 

③大正時代に日本で民主主義の風潮が

高まった理由を理解している。 

（知技） 

④大正デモクラシーの風潮の中で見ら

れる課題を主体的に追究しようとし

ている。（態度） 

復習小テスト 歴史 45-1回目 

授業プリント 歴史 3年-№13、№14 

実物「森永ミルクキャラメル」「カルピ

ス」「鉱石ラジオ」「蓄音機」「レコ

ード」 

《重要語句》 

ラジオ放送・芥川龍之介 

 

〇 

教科書に掲載されている学習

課題を明示する。生徒自身で

「何を学べばいいのか？」を

把握できる。 

教科書に太字で掲載されてい

る重要語句を明示する。生徒自

身が教科書の本文を使って、そ

の用語の意味をノートにまと

める学習が可能となる。 

学校のホームページから授業

で使用する学習プリントをダ

ウンロードし、家庭学習が可

能となる。。 

26

校
内
の
社
会
科
部
会
で
、
年
間
指
導
計
画
の
中
に
、
教

科
書
に
示
さ
れ
て
い
る
学
習
課
題
、
そ
の
授
業
で
使
用
す

る
教
材
教
具
、
教
え
る
べ
き
重
要
語
句
（
教
科
書
本
文
に

太
字
で
記
載
）
を
盛
り
込
む
こ
と
を
決
め
た
。
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
効
率
よ
く
授
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、「
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
型
」
の
授
業
を
目
指
す
た
め
で
あ
る
。

こ
の
年
間
指
導
計
画
は
、
生
徒
へ
の
公
開
を
前
提
と
し

て
い
る
。
臨
時
休
業
時
の
オ
ン
ラ
イ
ン
家
庭
学
習
の
際
、

こ
の
指
導
計
画
を
見
る
だ
け
で
、
学
習
課
題
や
教
科
書
に

記
載
さ
れ
て
い
る
重
要
語
句
を
確
認
で
き
る
。
普
段
の
授

業
で
「
重
要
語
句
の
意
味
を
本
文
の
言
葉
を
使
っ
て
ま
と

め
な
さ
い
」
と
い
う
学
習
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
リ
ア
ル

授
業
に
則
し
た
家
庭
学
習
が
可
能
と
な
る
。

現
在
、
社
会
科
部
会
で
は
授
業
で
使
用
す
る
プ
リ
ン
ト

の
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
化
を
進
め
、
生
徒
が
自
主
的
に
家
庭

学
習
を
進
め
る
環
境
を
整
え
て
い
る
。
ま
た
、
ド
リ
ル
系

ア
プ
リ
を
年
間
計
画
に
明
記
す
る
予
定
で
あ
る
。
四
七
都

道
府
県
や
重
要
国
名
、
グ
ラ
フ
や
資
料
の
読
解
等
、
個
々

の
学
習
状
況
に
応
じ
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
可
能
と
な
り
、

「
個
別
最
適
な
学
習
」
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

１　

年
間
指
導
計
画
の
充
実
を
図
る

２　

使
用
プ
リ
ン
ト
の
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
化

ੜెʹެ։͢Δ年ؒࢦಋܭըΛ
ʹ੒ͯ͠ɺϋΠϒϦουԽ࡞

උ͑Δ
೥ؒࢦಋܭըに「ֶश՝୊」「ॏཁ۟ޠ」

ること͢هを໌「るֶशϓϦϯト͢༺࢖」
Ͱ、ʬݸผ࠷దなֶशʭがอো͞Εる。

北海道公立中学校 染
㆝㇁

谷
㇄

幸
㆓う

二
㆘

業࣌のٳ࣌ྟ
Φンライン

家ఉ学習͸こうする
中学校

超重要プリント！

（学習日： 月  日）                  【氏名       】

日本の選挙権の推移（歴史３年№12）

                      ①1890年の有権者数と全人口に占める有

権者の割合を書きなさい。

有権者数 （         ）

割 合  （         ）

②1928年の有権者数と全人口に占める有

権者の割合を書きなさい。

有権者数 （         ）

割 合  （         ）

                        ③1890年から1928年にかけて有権者数は

                         何万人増えていますか。

       （       万人）

④1890年から 1928年にかけて有権者数は何倍増えていますか。少数以下を切り捨てし、整数で

答えなさい。                           （     倍）

⑤1920年から 1928年にかけて、有権者数が大きく伸びた理由を簡潔に書きなさい。

⑥1928年から 1946年にかけて、有権者数が大きく伸びた理由を簡潔に書きなさい。

⑦現在の有権者の割合は 83％である。現在の選挙権資格を書きなさい。

1925年 加藤高明内閣による

（                法）の制定

（    額）に関係なく、（   歳）以上の（   子）に選挙権が与えられるよ

うになったから。

（    ）に関係なく、（   歳）以上の男女に選挙権が与えられている。

（    ）に関係なく、（   歳）以上の男女に選挙権が与えられるようになった

から。
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二
〇
二
〇
年
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、
不
登
校
傾
向
の
子
供
に

と
っ
て
も
大
き
な
心
理
的
負
担
と
な
っ
た
。

　

あ
る
不
登
校
傾
向
の
子
供
が
、
ず
っ
と
調
子
が
良
か
っ

た
の
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
再
発
し
て
し
ま
っ
た
。

T
O
S
S
で
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
な
ど
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
を
経
験
し
て
い
た
私
は
、
担
任
と
保
護
者
と
の
支
援
会

議
で
「
家
で
も
授
業
を
受
け
ら
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
」

を
提
案
し
た
。

　

保
護
者
と
本
人
の
希
望
も
あ
り
、
夏
休
み
前
に
実
際
に

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
授
業
を
配
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

結
果
、
そ
の
子
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
通
し
て
授
業

に
参
加
し
、
教
室
に
戻
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
後
は
笑

顔
で
卒
業
を
し
て
い
っ
た
。

　

そ
の
際
に
、
配
慮
し
た
こ
と
を
い
く
つ
か
示
す
。

①　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
導
入
前
に
、
リ
ハ
ー
サ
ル
を
す
る

子
供
は
ま
ず
、
そ
も
そ
も
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
仕
組
み
や
操
作

な
ど
が
分
か
っ
て
い
な
い
。
自
分
自
身
が
ど
う
映
る
の
か
、

友
達
が
ど
の
よ
う
に
映
る
の
か
も
見
通
し
が
つ
か
な
い
。

そ
こ
で
「
誰
も
映
っ
て
い
な
い
状
態
」
で
使
う
リ
ハ
ー

サ
ル
の
時
間
を
設
定
し
た
。

　

自
分
が
ど
う
映
っ
て
い
る
か
な
ど
を
確
認
で
き
、
カ
メ

ラ
操
作
、
ミ
ュ
ー
ト
操
作
な
ど
も
す
ぐ
に
覚
え
る
こ
と
が

で
き
た
。

②　

カ
メ
ラ
の
Ｏ
ｎ
Ｏ
ｆ
ｆ
を
選
べ
る
よ
う
に
す
る

　

自
分
自
身
の
カ
メ
ラ
の
Ｏ
ｎ
Ｏ
ｆ
ｆ
を
選
べ
る
よ
う

に
し
て
お
き
た
い
。

　

自
分
が
映
る
こ
と
に
非
常
に
抵
抗
感
の
大
き
い
子
供
も

多
い
。
カ
メ
ラ
が
Ｏ
ｆ
ｆ
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
、
抵
抗

感
な
く
参
加
で
き
る
子
供
も
い
る
。

③　

Ｐ
Ｃ
の
位
置
を
一
緒
に
考
え
る

配
信
機
材
が
揃
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
一
体

型
Ｐ
Ｃ
で
の
配
信
と
な
る
。

置
く
場
所
も
重
要
だ
。

「
他
の
友
達
が
映
っ
て
い
る
と
、
自
分
が
見
ら
れ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
て
気
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
Ｐ
Ｃ
を
黒

板
の
前
に
置
い
て
先
生
と
黒
板
だ
け
映
し
て
欲
し
い
」

「
他
の
友
達
の
表
情
を
見
て
い
る
と
安
心
で
き
る
の
で
、

Ｐ
Ｃ
を
教
室
の
後
ろ
の
方
に
置
い
て
欲
し
い
」

色
々
な
状
況
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
子
に
合
わ
せ
て
変

更
し
て
欲
し
い
。

④　

バ
ー
チ
ャ
ル
背
景
の
設
定

家
の
中
を
見
ら
れ
た
く
な
い
子
供
も
い
る
。
そ
の
場
合
、

バ
ー
チ
ャ
ル
背
景
を
設
定
す
る
こ
と
で
安
心
で
き
る
。

一
人
一
人
の
状
況
は
違
う
。
気
に
な
る
こ
と
も
違
う
。

一
人
一
人
に
合
わ
せ
る
か
ら
こ
そ
、
不
登
校
の
子
供
と
の

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ෆొ校ͷڙࢠͱ৺Λͭͳ͙
ϋΠϒϦουतۀ
͞ま͟まなࣄ৘とঢ়گに഑ྀしてਐめよう。
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黒
板
に
並
ん
だ
感
想
の
例
を
読
ん

で
い
く
。

　
ま
ず
、
子
供
た
ち
に
声
を
揃
え
て
、

「
ぼ
く
は
、
お
に
ご
っ
こ
が
す
き
だ

よ
。」
と
言
わ
せ
、
教
師
が
感
想
を

一
つ
読
む
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
く
。

こ
の
時
、
教
師
は
楽
し
そ
う
に
、
表

現
豊
か
に
読
ん
で
い
く
。

　
次
は
、
さ
っ
き
の
逆
で
あ
る
。
教

師
が
「
ぼ
く
は
、
お
に
ご
っ
こ
が
す

き
だ
よ
。」
と
言
っ
て
、
子
供
た
ち

が
感
想
を
読
ん
で
い
く
。

　
二
人
の
子
供
を
前
に
出
さ
せ
て
、

こ
の
会
話
を
や
ら
せ
て
み
せ
る
。
黒

板
に
書
い
て
あ
る
感
想
を
選
ん
で
も

良
い
。
書
い
て
い
な
い
新
た
な
感
想

を
言
わ
せ
て
も
良
い
。

　
こ
こ
ま
で
や
っ
て
、
よ
う
や
く

「
隣
の
子
と
や
っ
て
ご
ら
ん
」
と
言

え
る
。

２
み
ん
な
で
感
想
を
読
ま
せ
る

３
み
ん
な
の
前
で
や
ら
せ
て
み
る

　
教
科
書
の
挿
絵
は
、
隣
の
席
の
子

供
と
話
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
実

際
の
授
業
で
は
、
い
き
な
り
二
人
で

話
を
さ
せ
な
い
。

発
問  

「
ぼ
く
は
、
お
に
ご
っ

こ
が
す
き
だ
よ
。」
友
達
に

こ
う
言
わ
れ
た
ら
、
何
て
答

え
ま
す
か
。

指
示  

手
を
挙
げ
て
、
発
表
し

ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
感
想
の
例
を
た
く

さ
ん
出
さ
せ
る
。
一
年
生
の
子
供
が

発
表
し
た
感
想
を
、
ど
れ
も
心
の
底

か
ら
褒
め
て
、
黒
板
に
書
い
て
い
く
。

少
し
く
ら
い
お
か
し
な
感
想
で
も
、

と
に
か
く
書
い
て
い
く
。
発
表
し
た

こ
と
を
褒
め
る
。
他
の
人
と
違
う
感

想
が
言
え
た
こ
と
を
褒
め
る
。
た
と

え
、
他
の
人
と
同
じ
感
想
で
も
褒
め

る
。
と
に
か
く
褒
め
る
。

１
例
を
た
く
さ
ん
出
さ
せ
る

౎市立ਂ૲小学校ژ౎෎ژ

安
㇄㆙

江
え

愛
ㆀㆂ

ききたいな、
ともだちのはなし
感想の例をたくさん示し、それら
を表現豊かに楽しく伝えるお手
本を示す。
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国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問

౦ژ౎େా۠立ઇ୩小学校

下
㆗㇂

山
㇄ま

　てるみ

「いくつといくつ」
具体物を見せ、教科書の問題の
場面を理解させてから、20玉
そろばん（ブロック）を使った
り、丸に色をぬったりする作業
を通して定着させていく。

౦ژॻ੶ɾ̍年্ɾ112�13

1೥

説
明
４
５
は
３
と
２
（
右
手
に
三

個
左
手
に
二
個
持
ち
な
が
ら
言

う
）。

　

児
童
に
真
似
し
て
言
わ
せ
る
。

基
本
型
の
言
い
方
と
型
を
示
す
。

　
「
５
は
３
と
２
」
と
言
い
な
が
ら

書
き
示
す
。

説
明
５
さ
く
ら
ん
ぼ
の
形
に
似
て

い
る
か
ら
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
と
言

い
ま
す
。

操
作
で
確
認
す
る
。

①
そ
ろ
ば
ん
（
ブ
ロ
ッ
ク
）
で
確
認

す
る
。

②
教
科
書
の
さ
く
ら
ん
ぼ
に
数
を
書

か
せ
、
〇
に
色
を
塗
ら
せ
る
。

　

教
科
書
の
他
の
問
題
も
同
じ
よ
う

に
や
っ
て
い
く
。

　

教
科
書
の
場
面
を
提
示
し
、

ク
イ
ズ
形
式
で
確
認
す
る
。

説
明
１
袋
が
あ
り
ま
す
。
青
の
お

は
じ
き
四
個
と
、
赤
の
お
は
じ
き

四
個
入
れ
ま
す
。（
児
童
に
入
れ

さ
せ
る
。）

説
明
２
袋
か
ら
お
は
じ
き
を
五
個

先
生
が
取
り
ま
す
。

発
問
１
先
生
が
取
っ
た
お
は
じ
き

は
、
青
何
個
、
赤
何
個
で
し
ょ
う
。

指
示
３
ノ
ー
ト
に
「
あ
お
〇
こ
、

あ
か
〇
こ
」
と
書
き
ま
し
ょ
う
。

　

書
い
た
後
発
表
さ
せ
る
。
中
に
は

合
計
が
五
個
で
な
い
も
の
を
言
う
子

が
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
「
絶
対
違

う
も
の
を
見
付
け
よ
う
」
と
発
問
し
、

理
由
を
言
わ
せ
、
全
部
で
五
個
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

説
明
３
正
解
は
…
（
と
取
っ
た
も

の
を
見
せ
る
）。

発
問
２

教
科
書
の
誰
と
同
じ
で

し
ょ
う
。

　

児
童
の
他
の
予
想
は
、
誰
と
同
じ

か
を
言
わ
せ
る
。

Mathematics
算数ൃ໰̍�ઌੜ͕औͬͨおは͡きは、

੨Կݸ、੺Կݸでしΐ͏。
͋、�ϊーτにʮ͋おʓ̍ࣔ͜ࢦ
かʓ͜ʯͱॻきましΐ͏。
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「
春
に
」
と
「
春
に
な
る
と
」
の
違

い
は
何
で
し
ょ
う
？

・
春
に
花
が
咲
く
。

・
春
に
な
る
と
花
が
咲
く
。

こ
の
よ
う
に
、
二
文
を
比
較
さ
せ

て
み
る
。

　「
春
に
な
る
と
」
の
「
な
る
」
は

「
新
た
に
現
れ
る
」
と
い
う
意
味
が

あ
る
。
冬
か
ら
春
に
な
っ
た
ら
と
い

う
時
間
の
経
過
が
含
ま
れ
る
。

「
や
が
て
」
も
時
を
表
す
言
葉
で
あ

る
。
子
供
か
ら
出
な
け
れ
ば
、
教
師

が
教
え
る
。

「
や
が
て
」
も
時
を
表
す
言
葉

で
す
。
あ
ま
り
日
が
経
た
な
い

う
ち
に
と
い
う
意
味
で
す
。

こ
の
あ
と
、「
や
が
て
」
を
使
っ

た
短
文
作
り
を
さ
せ
る
と
、
言
葉
の

定
着
が
で
き
る
。

３
更
に
応
用
編
の
「
時
を
表
す

言
葉
」
を
教
え
る

「
時
間
」
は
目
に
見
え
な
い
。
だ
か

ら
、
ま
ず
「
時
を
表
す
言
葉
」
の
例

示
が
必
要
だ
。

　
あ
な
た
の
誕
生
日
は
い
つ
で

す
か
？

自
分
の
誕
生
日
は
、
ど
の
子
も
言

え
る
。
指
名
し
、
答
え
さ
せ
る
。

　
何
月
何
日
と
い
う
よ
う
な
、

「
日
」
が
付
く
言
葉
は
、
時
を

表
す
言
葉
で
す
。

ま
ず
は
、
一
番
分
か
り
や
す
い

「
時
を
表
す
言
葉
」
を
知
ら
せ
る
。

　
今
の
季
節
は
何
で
す
か
？

　「
春
」
な
ど
の
季
節
を
表
す

言
葉
も
、
時
を
表
す
言
葉
で
す
。

１
「
時
を
表
す
言
葉
」
を
知
る

２
「
日
」
以
外
の
「
時
を
表
す

言
葉
」
を
知
る

େࡕ෎ઘࠤ野市立ୈೋ小学校

勇
ㆂ㆕ㆿ

和
ㆉ㆚

代
㇈

「順序が分かる言葉」
を見付けながら、成長
とともに変わるたんぽ
ぽのちえを読み取ろう
分からない言葉は教え、語彙数
を増やしていく。
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【
答
え
】

①
春
に
な
る
と

②
二
、
三
日
た
つ
と

②
や
が
て

③
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と

⑤
よ
く
晴
れ
て
風
の
あ
る
日
に
は

⑥
し
め
り
気
の
多
い
日
や
、
雨
ふ

り
の
日
に
は
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国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問

読
み
方
の
練
習
↓
単
位
変
換

「
何
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
？
」

「
何
セ
ン
チ
何
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
？
」

を
様
々
な
長
さ
で
繰
り
返
し
て
い
く

（
コ
ン
テ
ン
ツ
は
デ
ジ
タ
ル
ト
ー
ク

ラ
イ
ン
に
掲
載
）。

実
測
↓
発
表

読
み
方
の
練
習
後
、
教
室
に
あ
る

竹
尺
で
計
測
で
き
る
も
の
を
測
り
、

「
黒
板
消
し
は
18
㎝
８
㎜
で
す
」

「
筆
箱
は
23
㎝
２
㎜
で
す
」

と
発
表
さ
せ
て
い
く
。

　

本
単
元
の
間
、
毎
日
十
分
間
こ
の

学
習
を
繰
り
返
す
。

　

二
年
生
の
子
供
は
竹
尺
を
読
め
な

い
。
少
し
教
え
た
ぐ
ら
い
で
は
、
ほ

ぼ
壊
滅
的
な
結
果
と
な
る
。

　

こ
の
単
元
の
間
に
読
め
る
よ
う
に

し
、
単
元
テ
ス
ト
で
平
均
点
が
九
割

を
超
え
た
方
法
を
紹
介
す
る
。

　

習
熟
の
た
め
に
は
、
少
し
ず
つ
、

し
か
し
毎
日
繰
り
返
す
必
要
が
あ
る
。

　
「
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
の
練
習
を

し
た
ら
、
次
に
「
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
」

の
練
習
を
す
る
。
指
で
は
で
き
な
い

の
で
、
鉛
筆
の
芯
で
指
さ
せ
る
。

県पೆ市立ࣛ野小学校ޱࢁ

奥
おㆎ

田
ㆠ

嚴
㇈㆗

文
ㆵㆿ

竹尺の読み方は
毎日練習
竹尺を使いこなせるようになる
ためには、毎日少しずつ楽しく
練習する。
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か
？

　

子
供
た
ち
か
ら
、
次
々
と
質
問
が

出
る
。「
こ
の
よ
う
に
、
知
り
た
い

こ
と
を
考
え
て
、
質
問
を
す
る
と
い

う
勉
強
で
す
」
と
例
示
を
す
る
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
そ
の
単
元
で
ど
ん

な
こ
と
を
す
る
の
か
見
通
し
が
も
て

る
。

　

た
く
さ
ん
の
質
問
が
出
て
き
た
と

こ
ろ
で
、
子
供
た
ち
と
一
緒
に
質
問

を
い
く
つ
か
に
分
類
す
る
。

Ａ　

い
つ

（
時
間
に
関
す
る
質
問
）

Ｂ　

ど
こ
で
（
場
所
）

Ｃ　

誰
が
・
誰
と
（
人
）

Ｄ　

ど
の
よ
う
に

（
詳
し
い
様
子
）

Ｅ　

な
ぜ
（
理
由
）

な
ど

　

質
問
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
自
分

が
知
ら
せ
た
い
こ
と
を
決
め
る
際
に

も
、
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
単
元

全
体
を
見
通
し
て
、
学
習
を
組
み
立

て
た
い
。

　

教
科
書
（
学
習
の
す
す
め
方
）
に

は
、
ま
ず
、「
友
だ
ち
に
知
ら
せ
た

い
こ
と
を
決
め
る
。」
と
あ
る
。
こ

れ
を
い
き
な
り
活
動
さ
せ
る
と
、
学

習
の
見
通
し
が
も
て
ず
、
何
を
書
い

た
ら
良
い
の
か
分
か
り
に
く
い
。
こ

の
単
元
で
付
け
た
い
の
は
、「
質
問

を
す
る
力
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、

教
師
が
例
示
を
す
る
。

　

先
生
が
、
簡
単
な
ス
ピ
ー
チ

を
し
ま
す
。
み
ん
な
は
、
先
生

に
対
す
る
質
問
を
考
え
な
が
ら

聞
き
ま
す
。

　

教
師
は
、
多
様
な
質
問
が
出
て
く

る
よ
う
に
、
敢
え
て
簡
単
に
ス
ピ
ー

チ
を
す
る
。
例
え
ば
、「
先
生
は
犬

を
飼
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
よ
う
な

ス
ピ
ー
チ
で
あ
る
。
実
際
に
教
室
で

出
て
き
た
質
問
は
以
下
で
あ
る
。

①
い
つ
か
ら
飼
っ
て
い
ま
す
か
？

②
ど
こ
で
生
ま
れ
ま
し
た
か
？

③
ど
ん
な
名
前
で
す
か
？

④
何
を
食
べ
て
い
る
の
で
す
か
？

⑤
な
ぜ
そ
の
名
前
に
し
た
の
で
す

෋ࢁ県෋ࢁ市立਑ݪ小学校

加
ㆉ

藤
とう

綾
ㆀ㇄

乃
ㆮ

「もっと知りたい、
友達のこと」
例示をすることで、付けたい力を
明確にし、単元のはじめに見通し
をもたせる。

ޫଜਤॻɾ3年্ɾQ40�43

3೥
Japanese
国語̍ࣔࢦ�ઌੜ͕、؆୯ͳスϐーνを

します。ΈΜͳは、ઌੜにରすΔ
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ൃ໰�ͲΜͳ࣭໰を͑ߟましͨかʁ
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できΔ͚ͩͨ͘
͞ΜՕ৚ॻきし
ます。
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発
問
２  

線
分
図
、
３
１
８
枚
は
ど

　
こ
の
会
で
す
か
。

　
青
空
子
ど
も
会
で
す
ね
。

指
示
４  

線
分
図
の
「
３
１
８
ま

い
」
の
下
に
青
空
会
と
書
き
ま
す
。

発
問
３  

「
２
２
５
ま
い
」
の
下
に

は
何
と
書
き
ま
す
か
。
ど
ん
ぐ
り

会
と
書
き
ま
す
ね
。

発
問
４  

３
１
８
と
２
２
５
の

間
に
何
と
い
う
記
号
を
書
き

ま
す
か
。

　
＋
で
す
ね
。

指
示
５  

式
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

　
３
１
８
＋
２
２
５
で
す
ね
。

指
示
６  

３
１
８
＋
２
２
５
は
ど
う

や
っ
て
計
算
し
た
ら
良
い
の
か
、

計
算
の
仕
方
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

解
説　

問
題
文
・
イ
ラ
ス
ト
・
線
分

図
・
式
は
全
て
同
じ
こ
と
を
表
現
し

て
い
る
。
問
題
文
↓
線
分
図
で
は
分

か
ら
な
い
子
に
と
っ
て
、
問
題
文
↓

イ
ラ
ス
ト
↓
線
分
図
と
す
る
こ
と
で
、

ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
に
な
る
。

問
題  

牛
に
ゅ
う
パ
ッ
ク
を
青

空
会
は
３
１
８
ま
い
、
ど
ん

ぐ
り
会
で
は
２
２
５
ま
い
集

め
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
何
ま

い
集
め
た
で
し
ょ
う
か
。

指
示
１  

イ
ラ
ス
ト
を
見
ま
す
。

　
青
空
子
ど
も
会
、
３
１
８
枚
。

　
ど
ん
ぐ
り
子
ど
も
会
２
２
５
枚
。

指
示
２  

二
つ
の
会
の
数
を
あ

わ
せ
た
の
で
、
イ
ラ
ス
ト
の

上
に
「
あ
わ
せ
て
□
ま
い
」

と
書
き
込
み
ま
す
。

発
問
１  

二
つ
の
会
の
間
に
記

号
を
書
き
ま
す
。
何
と
い
う

記
号
で
す
か
。

　
＋
で
す
ね
。

指
示
３  

イ
ラ
ス
ト
に
＋
を
書

き
加
え
ま
す
。

説
明
１  

イ
ラ
ス
ト
が
線
分
図

に
変
身
し
ま
し
た
。

ਆಸ઒県઒࡚市立小学校

田
㆟

丸
ま㇋

義
㇈㆗

明
ㆀㆌ

イラストと線分図を
対応させる
文章問題はイメージ化させるこ
とが有効である。

ҭग़൛ɾ3年্ɾ135ڭ
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Mathematics
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指
示
⑤
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
の
文
に

線
を
引
き
な
さ
い
。

相
手
の
立
場
か
ら
考
え
る
（
二
）。

見
る
人
の
立
場
に
立
っ
て
作
る
、

思
い
や
り
の
デ
ザ
イ
ン
（
五
）。

発
問
⑤
三
段
落
と
四
段
落
は
事
例

で
す
。
一
言
で
言
う
と
、
何
の
事
例

で
す
か
。

（
案
内
図
の
事
例
）　

指
示
⑥
（
発
展
）「
筆
者
は
、
〇
〇

（
事
例
）
を
事
例
に
挙
げ
て
、
□
□

（
主
張
）
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た

か
っ
た
。」
と
い
う
型
に
合
わ
せ
て

要
旨
を
ま
と
め
ま
す
。
要
旨
と
は
、

文
章
内
容
の
中
心
と
な
る
事
柄
や
書

き
手
の
考
え
の
中
心
と
な
る
事
柄
の

こ
と
で
す
。

（
例
・
筆
者
は
、
案
内
図
を
事
例
に

挙
げ
て
、
相
手
の
立
場
か
ら
考
え
、

見
る
人
の
立
場
に
立
っ
て
作
る
の
が

思
い
や
り
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
。）

範
読
。
追
い
読
み
、
個
別
読
み
な

ど
変
化
を
付
け
、
褒
め
な
が
ら
、

徐
々
に
負
荷
を
か
け
る
。
個
々
に
ス

ラ
ス
ラ
読
め
る
よ
う
に
さ
せ
た
後
、

小
刻
み
に
確
認
し
て
い
く
。

始
め
に
、
説
明
文
の
基
本
を
押
さ

え
て
か
ら
、
筆
者
の
考
え
の
読
み
取

り
へ
と
つ
な
げ
る
。

発
問
①
説
明
文
と
は
何
で
す
か
。

ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

難
語
句
は
、
始
め
に
確
認
す
る
。

発
問
②
イ
ン
フ
ォ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ス
と
は
、
何
で
す
か
。
書
き
な
さ
い
。

（
伝
え
た
い
こ
と
を
、
絵
や
図
、
文

字
を
組
み
合
わ
せ
て
見
え
る
形
に
し

た
も
の
）

発
問
③
何
段
落
に
分
か
れ
て
い
ま

す
か
。

（
五
段
落
）

発
問
④
筆
者
の
考
え
は
、
何
段
落

に
書
か
れ
て
い
ま
す
か
。

（
二
段
落
と
五
段
落
）

େࡕ෎஑ా市立ਇ野小学校

原
ㆯ㇉

田
ㆠ

朋
と㇂

哉
㇄

「思いやりのデザイン」
説明文を学習する。基本を押さ
えてから、筆者の考えの読み取
りへとつなげていく。

ޫଜਤॻɾ4年্ɾ14��4�
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算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問

週
も
今
週
も
借

り
た
人
」
が
答

え
と
な
る
。
こ

の
後
、
別
の
一

部
分
を
指
定
し

て
、
次
々
と
何

を
表
し
て
い
る

か
問
う
て
い
く
。

こ
の
部
分
の
人
数
を
書
き
込

み
ま
す
。
書
き
込
ん
だ
ら
教
科

書
を
持
っ
て
き
な
さ
い
。

　

上
記
の
よ
う

に
、
合
計
以
外

の
個
所
を
指
定

し
て
、
教
科
書

の
表
に
数
字
を

書
き
込
ま
せ
る
。

　

上
記
の
部
分

が
正
答
し
な
い

と
、
合
計
の
部
分
も
正
答
し
な
い
か

ら
で
あ
る
。
エ
ラ
ー
レ
ス
で
進
め
る
。

※
説
明
の
た
め
、
教
科
書
の
表
を
も

と
に
自
作
し
て
い
る
。

　

教
科
書
に
は
、「
先
週
」
の
部
分

が
赤
で
、「
今
週
」
の
部
分
が
「
青
」

で
書
か
れ
て
い
る
表
が
あ
る
。
次
の

指
示
を
出
す
。

　

赤
鉛
筆
・
青
鉛
筆
で
、
〇
×

を
書
き
な
さ
い
。　

上
記
の
よ
う

に
な
る
。
こ
の

時
、「
〇
は
借

り
た
・
×
は
借

り
な
い
を
表
し

て
い
ま
す
」
と

補
足
説
明
を
す

る
と
良
い
。

こ
の
部
分
は
何
を
表
し
て
い

ま
す
か
？　
「
本
を
」「
人
」
と

い
う
言
葉
を
使
っ
て
言
い
ま
す
。

　
「
右
下
」
と
い
う
よ
う
に
、
あ
る
一

部
分
を
指
定
し
て
、
何
を
表
し
て
い

る
か
考
え
さ
せ
る
。こ
の
時
、「
本
を
」

「
人
」
と
い
う
よ
う
に
、
キ
ー
ワ
ー

ド
を
提
示
す
る
と
、
授
業
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
む
。
こ
の
場
合
、「
本
を
先

ੴ઒県ۚ୔市立ઍࡔ小学校

石
ㆂ㆗

坂
㆖ㆉ

陽
ㆀㆌ㇉

視覚的な支援と体感の支援
表に〇×を書き込ませることで
視覚的に理解させ、ある一部分
を指定して何を表しているのか
考えさせることで表の見方を体
感させる。

౦ژॻ੶ɾ4年্ɾ12��31
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× × ×



36

知
ら
な
い
言
葉
を
頭
に
イ
ン
ス

ト
ー
ル
（
覚
え
て
使
え
る
よ
う

に
）
す
る
の
で
す
。

ス
テ
ッ
プ
３
は
、
引
い
た
言
葉
を

使
っ
て
例
文
を
自
作
さ
せ
る
。
数
名

に
意
味
を
発
表
さ
せ
た
後
、
指
示
を

出
す
。

指
示  

「
独
特
」
を
使
っ
て
短
い
例

文
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
人
は

発
表
し
ま
す
。

数
名
に
発
表
さ
せ
る
。

ス
テ
ッ
プ
４
は
、
引
い
た
言
葉
を

ひ
と
こ
と
で
言
わ
せ
る
。
要
約
の
力

を
付
け
る
の
だ
。

発
問  

（
数
名
に
意
味
を
発
表
さ
せ

た
後
）
ひ
と
こ
と
で
言
っ
て
ど
ん

な
意
味
で
す
か
。

こ
れ
も
数
名
に
言
わ
せ
る
。

要
素
（
物
事
が
成
り
立
つ
た
め
に
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
大
事
な
も
の
）

↓
（
大
事
な
も
の
）

　

年
間
を
通
し
て
行
う
こ
と
が
大
切

だ
。
ス
テ
ッ
プ
１
の
ス
ピ
ー
ド
を
上

げ
る
だ
け
で
も
一
学
期
は
か
か
る
。

　

授
業
中
、
辞
書
を
引
く
習
慣
を
身

に
付
け
た
い
。
国
語
・
社
会
・
理
科

の
開
始
五
分
ほ
ど
を
辞
書
引
き
に
当

て
て
い
る
。
い
く
つ
か
ス
テ
ッ
プ
が

あ
る
。

ス
テ
ッ
プ
１
は
、
教
師
が
語
句
を

一
つ
板
書
し
、
引
い
た
子
に
起
立
さ

せ
る
。
例
え
ば
「
独
特
」
と
板
書
す

る
。
子
供
は
す
ぐ
に
辞
書
を
引
き
始

め
る
。
見
付
け
た
子
が
一
〇
名
ほ
ど

に
な
っ
た
ら
数
名
に
読
ま
せ
る
。
全

員
が
見
付
け
る
の
を
待
た
ず
に
次
の

語
句
を
板
書
す
る
。
こ
れ
を
五
回
繰

り
返
す
。
毎
時
間
続
け
る
こ
と
で
引

く
時
間
が
早
く
な
る
。

ス
テ
ッ
プ
２
は
、
引
い
た
言
葉
を

暗
記
さ
せ
る
の
で
る
。

指
示  

見
付
け
た
ら
起
立
し
て
暗
唱

し
て
い
ま
す
。

指
名
す
る
時
も
「
暗
唱
し
て
い
た

◯
◯
さ
ん
」
と
言
う
と
喜
ぶ
。

説
明  

せ
っ
か
く
引
い
て
も
、
一
回

読
ん
だ
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な

い
。
何
度
も
読
ん
で
覚
え
ま
し
ょ

う
。
そ
う
や
っ
て
毎
日
少
し
ず
つ

小学校ݪٶ県͍ͨ͞·市立ۄ࡛

竹
㆟㆐

岡
おㆉ

正
ま㆕

和
ㆉ㆚

辞書を引く習慣を
身に付ける
自主的に辞書を引くようにさせ
るには、授業中に辞書を引く場
面を意図的に作ることが重要で
ある。授業開始の５分ほどを辞
書引きに当てる。

5೥
Japanese
国語スςップ̍ �൘ॻ͞Εͨݴ༿をࣙ

ॻでҾ͘。

スςップ̎ �Ҿ͍ͨݴ༿を҉এ͞
ͤΔ。
スςップ３ �Ҿ͍ͨݴ༿をͬ࢖て
୹͍ྫจをݴΘͤΔ。

スςップ̐ �Ҿ͍ͨݴ༿をͻͱ͜
ͱでݴΘͤΔ。

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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県Լؔ市立ਗ਼຤小学校ޱࢁ

林
ㆯ㇄㆗

健
㆟㆐

広
ㆲ㇍

小数×小数
答えが確定した後でスキルを教
えると、子供の「やらされ感」
が減る

ɾ̑年্ɾ141ؗྛܒ

5೥

　

答
え
が
確
定
し
た
。

　

こ
の
後
に
解
き
方
の
ス
キ
ル

を
教
え
る
。

逆
に
す
る
と
、「
や
ら
さ
れ
感
」

が
子
供
に
生
ま
れ
る
。「
い
い
か
い
、

ま
ず
は
10
倍
し
て
」
な
ど
し
な
い
。

教
科
書
を
見
て
、
自
力
で
解
い
た
、

と
い
う
体
験
が
大
事
だ
。

「
答
え
は
14
・
28
に
な
り
ま
し
た
」

「
次
の
よ
う
に
し
ま
す
」「
整
数
に
し

ま
す
。
何
倍
す
れ
ば
い
い
で
す
か
」

「
10
倍
。
や
じ
る
し
を
書
く
」「
小
数

点
が
一
個
右
に
い

き
ま
す
か
ら
、

①
」「
３
・
４
。

何
を
し
ま
す
か
？
」

「
そ
う
！　

整
数

に
し
ま
す
」「
10
倍
だ
か
ら
、
①
」

「
小
数
が
な
い
つ
も
り
で
計
算
し
な

さ
い
」「
小
数
点
を
戻
し
ま
す
。
①

＋
①
は
？
」「
②
と
書
き
な
さ
い
」

「
二
つ
戻
し
ま
す
」

　

九
九
が
苦
手
な
子
供
に
は
、
か
け

算
九
九
下
敷
き
が
オ
ス
ス
メ
で
あ
る
。

教
科
書
の
問
題
文
を
、
教
師
が

ゆ
っ
く
り
読
む
。「
４
・
２
×
３
・

２
の
筆
算
の
仕
方
を
考
え
ま
し
ょ

う
」。そ

の
下
に
は
、
三
つ
の
筆
算
が

載
っ
て
い
る
。
42
×
32
。
４
・
２
×

32
。
４
・
２
×
３
・
２
。
途
中
計
算

も
答
え
も
載
っ
て
い
る
。

「
42
×
32
、
筆
算
。
ノ
ー
ト
に
や
り

な
さ
い
」

「
４
・
２
×
32
、
や
り
な
さ
い
」

「
４
・
２
×
３
・
２
や
り
な
さ
い
」

全
て
子
供
た
ち
は
、
解
け
る
。
ど

う
し
て
か
？　

教
科
書
に
書
い
て
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

「
み
ん
な
正
解
！　

こ
れ
は
簡
単
だ
。

ど
う
し
て
簡
単
な
の
で
す
か
？
」

「
そ
う
、
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
な
。

教
科
書
を
見
て
い
る
子
は
賢
い
！
」

　

こ
の
言
葉
は
、
一
年
間
に
何
度
も

使
う
。
使
い
続
け
る
と
、
子
供
た
ち

は
、
教
科
書
を
ど
ん
ど
ん
見
る
よ
う

に
な
る
。「
分
か
ら
な
い
と
き
は
教

科
書
を
見
る
」
と
い
う
学
習
方
法
を

身
に
付
け
る
の
で
あ
る
。

Mathematics
算数ʮখ਺఺͕ͳ͍ͭ΋Γでࢉܭしͳ͍͞ʯ

ˡ�ʮখ਺ʷখ਺ʯචࢉの͑ڭ
ํ̍෼間ͪΐͬ͜ͱಈը
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る
が
、
今
回
は
教
科
書
に
あ
る
漢
字

を
意
識
的
に
使
わ
せ
た
い
の
で
こ
う

し
た
。

　
原
則
と
し
て
、
ど
ん
な
ユ
ニ
ー
ク

な
文
章
で
も
よ
い
と
す
る
。「
た
だ

し
、
汚
い
、
怖
い
な
ど
、
人
が
聞
い

て
嫌
な
思
い
を
す
る
内
容
は
だ
め
で

す
」
と
い
う
こ
と
も
き
ち
ん
と
告
げ

て
お
く
。

　
三
つ
文
が
書
け
た
ら
持
っ
て

き
な
さ
い
。

　
で
き
た
子
に
は
、
ノ
ー
ト
に
書
い

た
中
か
ら
一
文
選
ば
せ
、
板
書
さ
せ

る
。
そ
れ
を
見
せ
る
こ
と
で
、
書
け

な
い
子
へ
の
支
援
と
な
る
。

　
最
後
に
い
く
つ
言
葉
を
使
え
た
か
、

点
数
を
確
認
し
て
終
え
る
。
た
だ
し
、

自
分
一
人
で
確
認
さ
せ
て
も
、
漢
字

の
間
違
い
に
気
が
付
か
な
い
子
が
多

い
。
そ
こ
で
、
友
達
同
士
で
丸
付
け

を
さ
せ
、
正
し
い
漢
字
が
書
け
て
い

る
か
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
る
。
　

　
多
く
書
け
た
子
や
面
白
い
文
を
取

り
上
げ
て
褒
め
る
。

　
教
科
書
の
例
文
を
読
ま
せ
る
。

「
有
名
な
絵
画
を
鑑
賞
し
、
絶
賛
し

て
い
る
人
が
い
る
」

　
絵
の
中
の
ど
こ
の
お
話
で
す

か
。
指
で
押
さ
え
な
さ
い
。

　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
が
あ
れ
ば
画
面

で
確
認
す
る
と
い
い
。

　
先
生
が
言
う
漢
字
に
指
を
置

き
な
さ
い
。
見
つ
け
た
人
。

　
一
つ
二
つ
は
、
探
せ
た
か
挙
手
で

確
認
す
る
が
、
あ
と
は
テ
ン
ポ
よ
く

読
み
上
げ
て
い
く
。

　
こ
れ
ら
の
漢
字
を
使
っ
て
文

を
作
り
ま
す
。
教
科
書
に
あ
る

漢
字
の
言
葉
一
つ
に
つ
き
十
点

で
す
。
例
え
ば
、
鑑
賞
で
十
点
、

絶
賛
で
十
点
、
合
計
二
十
点
と

い
う
よ
う
に
し
ま
す
。
何
点
取

れ
る
か
な
。

　
得
点
は
、
教
科
書
に
あ
る
漢
字
一

字
で
十
点
と
す
る
。
教
科
書
に
な
い

漢
字
を
点
数
に
入
れ
る
こ
と
も
で
き

౦ژ౎ށߐ઒۠立দߐ小学校

三
ㆿ

浦
う㇉

宏
ㆲ㇍

和
ㆉ㆚

漢字の言葉を
一つ使えたら10点
前学年の漢字の復習も、ゲーム
化することによって、楽しく学習
させることができる。

�ҭग़൛ɾ̒年্ɾ14ڭ

てจをͬ࢖をࣈ׽Պॻのڭ�̍ࣔࢦ
。Γます࡞
จ͕ॻ͚ͨΒ࣋ͬてきͭࡾ�̎ࣔࢦ
ます。
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ͳ͍͞。
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※教科書をもとにかき起こしました。
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国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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河
㆓う

野
ㆮ

健
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一
ㆂㆡ

分数のかけ算
計算過程を省略せず、きちんと
書かせる。約分ミスを防ぐこと
につながる。

౦ژॻ੶ɾ̒年ɾ135�36

6೥
Mathematics
算数ࢉܭ�ࣔࢦの్தをॻきͳ͍͞。

ノ
ー
ト
が
続
出
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
結
果
、
計
算
ミ
ス
が
増
え
る
。

途
中
の
過
程
を
書
か
せ
、
約
分
ミ

ス
を
減
ら
す
ポ
イ
ン
ト
が
二
つ
あ
る
。

（
一
）
約
分
は
斜
め
に
見
る

　

約
分
を
す
る
問
題
が
出
て
く
る
。

　

基
本
的
に
は
、
分
母
と
分
子
を
斜

め
に
見
て
、
約
分
が
で
き
る
か
ど
う

か
を
判
断
す
る
。

　

以
前
の
学
級
で
、
分
母
同
士
、
分

子
同
士
で
約
分
を
試
み
た
子
が
い
た
。

約
分
の
定
義
が
抜
け
て
い
る
の
だ
が
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

一
言
「
斜
め
に
見
れ
ば
い
い
」
と
伝

え
る
。

（
二
）
公
約
数
を
書
く

　

約
分
す
る
に
あ
た
っ
て
の
公
約
数

を
、
線
の
横
に
③
と
書
か
せ
る
。

　

こ
れ
を
書
か
せ
る
と
、
約
分
ミ
ス

を
し
た
時
の
原
因
を
探
し
や
す
く
な

る
か
ら
だ
。

２
約
分
ミ
ス
を
減
ら
す
二
つ
の

ポ
イ
ン
ト

分
数
の
か
け
算
は
簡
単
で
あ
る
。

　

特
に
、「
分
数
×
整
数
」
は
暗
算

で
難
な
く
解
け
る
。

　

し
か
し
、
途
中
の
過
程
は
必
ず
書

か
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
れ
は
、

約
分
ミ
ス
を
減
ら
す
た
め
で
あ
る
。

「
一
行
空
け
て
、
ノ
ー
ト
に
７
分
の

２
×
３
、
式
だ
け
書
き
な
さ
い
」

「
＝
を
書
き
な
さ
い
」

「
定
規
で
三
マ
ス
分
、
線
を
書
き
な

さ
い
」

「
分
母
の
７
。
左
に
書
き
な
さ
い
」

「
上
に
２
×
３
と
書
き
な
さ
い
」

「
こ
れ
、
必
ず
書
き
ま
す
。
後
に
繋

が
る
か
ら
で
す
」

「
三
行
空
け
て
＝
を
書
き
な
さ
い
」

「
答
え
を
書
き
な
さ
い
」

　

教
科
書
に
は
計
算
過
程
が
載
っ
て

い
る
。

初
め
て
計
算
す
る
場
面
な
の
で
、

一
つ
ず
つ
指
示
し
て
書
か
せ
て
い
く
。

　

こ
れ
を
怠
る
と
、
い
い
加
減
な

１
途
中
の
過
程
を
書
か
せ
る

※分母を左に書いている理由は、次の２つです。
　①約分を見つけやすくするため
　②次に出てくる 分数×分数 の問題に対応しやすくするため
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問
い

「
晴
れ
の
日
、
お
昼
に
な
る
と

上
着
を
脱
い
で
遊
ん
で
い
る
人

が
増
え
る
の
は
な
ぜ
か
な
？
」

四
年
生
で
付
け
る
問
題
解
決
力
は
、

根
拠
の
あ
る
予
想
を
立
て
る
力
。
日

常
生
活
と
気
温
が
結
び
付
く
発
問
を

し
、
き
ち
ん
と
予
想
し
て
実
験
を
行
う
。

　

気
温
を
測
る
上
で
、
注
意
す
る
こ

と
は
次
の
四
つ
。

１
日
常
生
活
と
結
び
付
け
た

問
い

２
気
温
を
測
る
と
き
の
注
意

①　

天
気
予
報
で
一
日
晴
れ
や

曇
り
の
日
を
見
付
け
る

②　

一
日
中
日
当
た
り
が
変
わ

ら
な
い
場
所
で
測
る

③　

温
度
計
に
日
光
が
直
接
当

た
ら
な
い
よ
う
に
す
る

④　

休
み
時
間
ご
と
に
測
る

　

晴
れ
、
曇
り
、
雨
の
三
つ
の
日
の

気
温
の
デ
ー
タ
が
そ
ろ
っ
た
ら
、
折

れ
線
グ
ラ
フ
に
表
す
。
四
年
生
の
四

月
ご
ろ
は
折
れ
線
グ
ラ
フ
が
未
習
な

の
で
丁
寧
な
指
導
が
必
要
。
気
を
付

け
る
こ
と
は
下
の
よ
う
に
一
つ
の
グ

３
デ
ー
タ
を
グ
ラ
フ
に
す
る

ラ
フ
に
三
つ
の
デ
ー
タ
が
並
ん
で
い

る
様
に
か
く
こ
と
。

「
グ
ラ
フ
を
見
て
、
思
っ
た
こ
と
、

考
え
た
こ
と
、
気
付
い
た
こ
と
を
箇

条
書
き
で
書
き
な
さ
い
」

　

早
く
出
来
た
子
は
板
書
。

難
し
い
よ
う
な
ら
、
ま
ず
「
似
て

い
る
グ
ラ
フ
は
ど
れ
と
ど
れ
で
す

か
？
」
と
発
問
し
、
曇
り
と
雨
を
ま

と
め
、「『
晴
れ
』
と
、『
曇
り
や

雨
』
グ
ラ
フ
を
比
べ
て
気
付
い
た
こ

と
を
書
き
な
さ
い
」
と
し
て
も
良
い
。

最
後
に
、
は
じ
め
の
問
い
の
答
え
を

４
気
付
い
た
こ
と
を
ま
と
め
る

考
察
さ
せ
る
。「
晴
れ
の
日
は
お
昼

に
気
温
が
高
く
な
り
暑
く
な
る
か
ら
、

上
着
を
脱
い
で
遊
ぶ
人
が
多
い
」
と

な
る
。

ま
と
め
後
に
服
装
問
題
を
出
す
。

問
題
一　

Ａ
さ
ん
は
天
気
予
報

を
見
て

「
お
昼
は
気
温
が
上
が
り
そ

う
だ
か
ら
、
半
そ
で
で
出
か

け
よ
う
」

　

さ
て
、
そ
の
日
の
天
気
は

な
ん
で
し
ょ
う
か
？

問
題
二　

明
日
か
ら
旅
行
で
す
。

Ｂ
さ
ん
は
天
気
予
報
を
見
て

「
お
昼
は
あ
ま
り
気
温
が
あ

が
ら
な
さ
そ
う
だ
か
ら
、
長

袖
を
着
て
い
こ
う
」

　

さ
て
、
旅
行
の
日
の
天
気

は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

評
価
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
気
温
と
天

気
の
関
係
に
言
及
で
き
て
い
る
か
。

５
思
考
判
断
表
現
の
評
価

理科

̐೥୯ݩ
ʮఱؾͱؾԹʯͷ
ຊجૅج
気温の変化のグラフを重
ねて書き、違いを比べや
すくする。
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左
図
の
円
の
部
分
で
が
く
ん
と
気

温
が
下
が
っ
て
い
る
。
冷
た
い
空
気

が
流
れ
込
ん
で
き
て
空
気
が
冷
や
さ

れ
、
雹
が
降
っ
た
。
ま
た
ゲ
リ
ラ
豪

雨
が
あ
っ
た
日
の
気
温
変
化
も
激
し

い
。
そ
う
い
う
発
見
を
さ
せ
る
の
も

楽
し
い
。
こ
の
サ
イ
ト
の
詳
し
い
使

い
方
は
、
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

４
興
味
深
い
気
温
の
変
化

化
が
大
き
い
こ
と
が
よ
り
深
く
理
解

で
き
る
。

「
お
天
気
問
題
を
作
り
ま
す
」

折
れ
線
グ
ラ
フ
部
分
を
画
面
キ
ャ

プ
チ
ャ
ー
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
に
貼
付
け
。

「
四
月
一
四
日
の
気
温
の
変
化
で
す
。

こ
の
日
の
天
気
は
晴
れ
か
？　

雨
・

曇
り
か
？
」

と
問
題
を
作
ら
せ
る
。
解
答
者
は
天

気
を
予
想
し
て
か
ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
そ
の
日
の
天
気
を
調
べ
る
。
問
題

用
に
使
う
日
は
、
一
日
晴
れ
の
日
や
、

雨
や
曇
り
の
日
を
選
ば
せ
る
。

３
問
題
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
過
去
天

気
」
と
検
索
す
る
と
日
本
気
象
協
会

のtenki.jp

と
い
う
サ
イ
ト
が
ヒ
ッ

ト
す
る
。
こ
の
サ
イ
ト
で
、
自
分
の

地
域
を
選
ぶ
と
、
左
図
の
よ
う
に
過

１
自
分
た
ち
が
調
べ
た
日
の
天
気

を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
確
認
す
る

去
の
天
気
を
全
て
確
認
で
き
る
。

こ
の
サ
イ
ト
を
使
え
ば
、
観
察
し

た
日
以
外
の
晴
れ
や
雨
の
日
も
、
同

じ
よ
う
な
気
温
の
変
化
を
す
る
か
調

べ
ら
れ
る
。
例
え
ば
四
月
一
四
日
は

晴
れ
な
の
で
、
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
右

下
の
表
が
見
ら
れ
る
。
全
て
の
日
に

お
い
て
こ
の
情
報
が
載
っ
て
い
る
の

で
、
天
気
と
気
温
の
変
化
の
関
係
が

す
ぐ
に
分
か
る
。「
晴
れ
雨
曇
り
の

日
の
気
温
の
変
化
を
三
つ
ず
つ
調
べ

な
さ
い
」
と
す
る
と
、
曇
り
や
雨
は

気
温
の
変
化
が
少
な
く
、
晴
れ
は
変

２
晴
れ
の
日
、
く
も
り
の
日
、
雨

の
日
の
気
温
を
調
べ
て
み
よ
う

理科
Social studies

̐೥୯ݩ
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タブレットを活用して、気
温の変化から天気を当てる
問題作りに挑戦

େࡕ෎֋௩市立ೋ৭小学校

蔭
ㆉ㆒

西
ㆫ㆗

孝
㆟ㆉ㆗

౦ژॻ੶Q�35�3�

と「主体的・対話的で深い学びの授業例」「基礎・基本の授業例」

主体的・対話的

で深い学び

ંΕઢάϥϑはؾԹͱ࣪౓のά
ϥϑ͕ॏͳΓ෼かΓに͍͕͘、
αイτ্では৭෼͚͞Εて͍Δ

ԹのંΕઢάϥϑؾ

2015年4月14日ɹࣛࣇౡࢢ
ԁのͱ͜ΖでؾԹ͕͕͘ΜͱԼ͕ͬて͍Δ。



42

点
だ
。
美
術
館
の
親
子
の
例
だ
と
、

・
亡
夫
と
の
思
い
出
の
絵
が
ど
う
し

て
も
見
た
い

・
母
は
余
命
わ
ず
か
で
今
日
が
外
出

で
き
る
最
後
の
日

と
い
う
設
定
が
加
え
ら
れ
る
。

教
師
が
そ
の
都
度
、
動
画
を
一
時

停
止
し
、
先
ほ
ど
の
発
問
を
く
り
返

す
だ
け
で
討
論
が
白
熱
す
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
意
見
や
感
想
を
書
か
せ
て

授
業
を
終
え
る
。

教
科
書
＋
動
画
の
合
わ
せ
技
で
、

密
度
の
濃
い
授
業
を
実
現
し
よ
う
。

い
あ
ら
す
じ
」「
各
シ
ー
ン
の
タ
イ
ト

ル
」「
シ
ー
ン
毎
の
あ
ら
す
じ
」「
関

連
キ
ー
ワ
ー
ド
」
等
が
読
み
取
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
基
本
情
報
を
確
認
し
た

後
、
動
画
を
視
聴
す
る
。
パ
タ
ー
ン

は
二
つ
考
え
ら
れ
る
。

Ａ
：
動
画
を
一
時
停
止
し
、発
問
・

討
論
を
交
え
な
が
ら
進
め

て
い
く

Ｂ
：
最
後
ま
で
通
し
て
視
聴
す
る

Ａ
パ
タ
ー
ン
の
例
を
挙
げ
る
。

『
コ
コ
ロ
部
！
』
に
「
お
く
れ
て
き

た
客
」
と
い
う
教
材
が
あ
る
。
美
術

館
の
警
備
員
で
あ
る
主
人
公
が
、
閉

館
後
に
訪
れ
た
親
子
（
母
娘
）
の
入

館
を
認
め
る
か
否
か
で
葛
藤
す
る
。

こ
の
設
定
な
ら
、
児
童
に
も
状
況
を

つ
か
み
や
す
い
だ
ろ
う
。「
あ
な
た

が
警
備
員
な
ら
、
親
子
を
入
れ
ま
す

か
。
入
れ
ま
せ
ん
か
」
の
発
問
で
討

論
が
可
能
だ
。

こ
の
番
組
の
優
れ
た
点
は
、
状
況

設
定
に
次
々
と
変
化
が
加
え
ら
れ
、

児
童
の
思
考
を
揺
さ
ぶ
っ
て
く
れ
る

１
切
実
で
な
い
状
況
設
定

モ
ラ
ル
ジ
レ
ン
マ
型
の
教
材
を
使

う
と
、
活
発
な
討
論
が
可
能
だ
。

　

た
だ
、
教
材
に
よ
っ
て
は
、
設
定

が
児
童
に
馴
染
み
が
薄
い
も
の
も
多

く
、
討
論
の
熱
中
度
が
上
が
り
き
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
。

　

討
論
を
す
る
な
ら
、
児
童
に
も
イ

メ
ー
ジ
し
や
す
い
状
況
設
定
が
良
い
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
教
材
が
教
科

書
に
載
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

２
動
画
教
材
の
活
用
が
◎

　

そ
ん
な
時
に
役
立
つ
の
が
『N

H
K
 

for School

』
の
番
組
だ
。
モ
ラ
ル

ジ
レ
ン
マ
な
ら
『
コ
コ
ロ
部
！
』
が

お
す
す
め
だ
。
ド
ラ
マ
仕
立
て
で
、

状
況
設
定
が
分
か
り
や
す
い
。
読
み

物
が
苦
手
な
子
で
も
イ
メ
ー
ジ
が
つ

か
み
や
す
い
の
が
動
画
の
良
い
点
だ
。

他
の
道
徳
番
組
の
一
覧
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。「
先
生

モ
ー
ド
」
を
Ｏ
Ｎ
に
す
れ
ば
、
授
業

プ
ラ
ン
や
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
も
手
に
入
る
。

ま
た
、
ア
プ
リ
も

便
利
だ
。

３
動
画
教
材
活
用
の
流
れ

　

ま
ず
は
動
画
を
選
ぶ
。
再
生
画
面

か
ら
は
「
全
体
の
タ
イ
ト
ル
」「
短

『教科書教材＋動画
教材』の合わせ技で

道徳の学びを
深める！

 道徳授業の主役は教科書だけ
じゃない！　NHK for School
の道徳番組は「考え議論する」
道徳授業の宝庫だ！

ฌݿ県୶࿏市立େொ小学校

津
ㆤ

田
ㆠ

泰
ㆲ㇍

至
㆗

6年道徳
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学習指導要領対応 道徳・英語・プログラミングの授業実践

̍ɹঢ়گઃఆをすΔ

Ｔ：What’s this?（宝物のイラストを見せる。）
Ｃ：宝物！ 
 宝石箱！
Ｃ：That’s right! 　　
 It’s treasure.
 Treasure.
Ｃ：Treasure.
Ｔ：Treasure.
Ｃ：Treasure.
Ｔ：◯◯先生、My treasure is my family.
 （実際の家族の写真を見せる。）
 Everyone, what’s your treasure?
＊Tは教師、Cは児童。

宝物のイラストを子供たちに見せると、す
かさず、「宝物！」「宝石箱！」と日本語で答
える。「宝物」と答えた子を見ながら「That’
s right!」と力強く褒める。そして、「宝物」
が「treasure」であることを理解させるため
に、「treasure」をリピートする。
　その後、答えられそうな子を２、３名指名
し、宝物を尋ね、答えてもらう。自分の宝物
が英語で言えないようであれば、その部分だ
けは日本語でもよしとする。後で、教師が英
語での言い方を教えると良い。
̎ɹ౴͑ํˠਘͶํのॱで࿅शすΔ
　指名した子供が答えたものを全体でもリ
ピートし、「My treasure is ◯◯.」という答
え方を練習する。答え方の方が、簡単であり、
子供たちにとって取り組みやすい。

Ｃ：My treasure is a soccer ball.
Ｔ：Good!  My treasure is a soccer ball.
Ｃ：My treasure is a soccer ball.

列指名をして、教師と子供で会話をしなが
ら、少しずつ答えられるようにする。子供た
ちは尋ね方を何度も聞いているため、発話が
容易になる。短く区切りながら練習する。

T：What’s　　C：What’s
T：What’s　　C：What’s
T：your treasure　　C：your treasure
T：your treasure　　C：your treasure
T：What’s your treasure?
C：What’s your treasure?
T：What’s your treasure?
C：What’s your treasure?

　教師が発話するのか、子供たちが発話する
のかをはっきりさせるために、リピートのタ
イミングを教師が手で示すと良い。
３ɹڭՊॻの-FU`T�5SZ���にऔΓ૊Ή
　ダイアローグに十分慣れ親しんだ上で、教
科書のリスニングに取り組む。すると、よく
聴き取れている。先に教科書のリスニングで
提示されている、いくつかの「treasure」に
関する単語を練習しておくと、更に聴き取れ
ることができるようになる。

Unit2の中の「What 
is your treasure?」
を授業する
新出ダイアローグは、答え
方→尋ね方の順にする。そ
の後、そのダイアローグを
使って会話し、十分に慣れ
親しませておく。そうするこ
とで、教科書のリスニング
は格段にできるようになる。

愛知県๛ా市立౦ࢁ小学校

神
ㆉㆿ

谷
㇄

優
㇆

美
ㆿ

౦ژॻ੶ɾ̒年ɾQ14�21

6年英語
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�೥ࣾձՊʹ
ͭͳ͕Δ
ʮϏσΦϞʔγϣ
ϯηϯαʔʯͷ
तۀ
遊ばせ、体験させながら、
発見させる授業展開

๺ւಓࣼཬொ立ࣼཬ小学校

塩
㆗お�㇄

谷 直
なお�ㆲ㇍

大

　

ス
ク
ラ
ッ
チ
の
操
作
に
慣
れ
た
子

な
ら
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
使
い
こ

な
す
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
初
め
は
説
明
し
な
い

　

ビ
デ
オ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
サ
ー
の

機
能
を
教
え
る
よ
り
も
、
子
供
た
ち

に
自
分
で
発
見
さ
せ
る
授
業
の
方
が

盛
り
上
が
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
次

の
よ
う
な
授
業
を
行
っ
た
。

　

次
の
作
品
を
提
示
す
る
。

ビ
デ
オ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
コ

イ
ン
G
E
T

https://scratch.m
it.edu/

projects/111382524/

ド
と
と
も
に
コ
イ
ン
が
跳
ね
上
が
る
。

身
を
乗
り
出
し
て
興
奮
す
る
子
供

た
ち
。
教
師
は
画
面
に
つ
い
て
何
も

説
明
し
な
い
。
そ
の
後
も
、
楽
し
そ

う
に
動
か
し
た
後
、「
や
っ
て
み
た

い
人
？
」
と
子
供
た
ち
に
尋
ね
る
。

天
井
に
突
き
刺
さ
る
よ
う
に
、
全
員

の
手
が
挙
が
っ
た
。

�
　
一
人
一
台
端
末
で
体
験

　

子
供
た
ち
の
端
末
に
「
コ
イ
ン

G
E
T
」
の
U
R
L
を
送
信
。「
カ

メ
ラ
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
許
可
し
ま
す

か
？
」
と
い
う
質
問
が
画
面
に
出
る

の
で
、
許
可
さ
せ
る
。

　

画
面
に
自
分
の
顔
が
映
る
と
歓
声

が
あ
が
る
。
ア
ク
セ
ス
で
き
た
子
か

ら
自
由
に
遊
ば
せ
た
。
一
生
懸
命
に

両
手
を
動
か
し

て
、
コ
イ
ン
を

出
し
て
い
る
。

み
ん
な
笑
顔
だ
。

ス
ク
ラ
ッ
チ
の
検
索
窓
で
「
ビ
デ

オ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
と
検
索
す
る
と
出

て
く
る
。

　

教
師
の
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
を
大
型

テ
レ
ビ
に
映
す
。
教
師
の
顔
の
前
に

「
？
」
の
マ
ー
ク
が
付
い
た
四
角
形

が
浮
か
ん
で
い
る
。

子
供
た
ち
は
「
先
生
の
顔
が
映
っ

て
い
る
ぞ
」「
な
ん
だ
、
こ
れ
？
」

と
画
面
を
見
つ
め
る
。
教
師
が
ゆ
っ

く
り
画
面
上
の
四
角
形
を
触
る
と

「
チ
ャ
リ
ー
ン
！
」
と
い
う
サ
ウ
ン

1
　
ビ
デ
オ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
サ
ー

無
料
で
使
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

ソ
フ
ト
で
あ
る
「
ス
ク
ラ
ッ
チ
」
に

は
、「
ビ
デ
オ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

サ
ー
」
と
い
う
拡
張
機
能
が
あ
る
。

カ
メ
ラ
で
動
き
を
検
知
す
る
機

能こ
の
機
能
は
カ
メ
ラ
が
付
い
て
い

る
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
使
う

こ
と
が
で
き
る
。

　

基
本
的
な
使
い
方
を
動
画
に
し
た
。

タ
イ
ト
ル
部
分
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
る
と
視
聴
出
来
る
。
小
学

校
低
学
年
で
も
簡
単
に
使
う
こ
と
が

で
き
る
セ
ン
サ
ー
だ
。

教科で
使える
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オ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
サ
ー
と
い
う
命

令
が
あ
る
ぞ
！
」

　

こ
こ
で
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

説
明  

み
ん
な
が
発
見
し
た
ビ
デ

オ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
サ
ー
は

「
カ
メ
ラ
で
動
き
を
検
知
す
る
」

セ
ン
サ
ー
で
す
。
実
際
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
後
、
触
る
と
動
い
た
り
、
セ

リ
フ
を
言
っ
た
り
す
る
簡
単
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
ら
せ
る
活
動
を
行
う
。

�
　
日
常
場
面
で
使
わ
れ
て
い
る

　

授
業
の
最
後
に
、
ど
ん
な
場
面
で

こ
の
「
ビ
デ
オ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

サ
ー
」
が
使
わ
れ
て
い
る
か
考
え
さ

せ
た
。
防
犯
カ
メ
ラ
や
検
温
モ
ニ

タ
ー
が
出
さ
れ
た
。
社
会
科
の
教
科

書
に
出
て
く
る
ド
ロ
ー
ン
と
組
み
合

わ
せ
て
、
農
業
や
林
業
で
活
用
さ
れ

て
い
る
事
例
を
紹
介
し
、
授
業
を
終

え
た
。

　

左
上
の
よ
う
な
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

を
板
書
し
た
。

発
問  （　
　
　

）
の
中
に
は
ど

ん
な
言
葉
が
入
り
ま
す
か
？　

予
想
し
て
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

　

次
の
よ
う
な
予
想
が
出
さ
れ
た
。

「
セ
ン
サ
ー
が
反
応
」

「
ブ
ロ
ッ
ク
を
触
る
」

「
カ
メ
ラ
が
反
応
」

ど
の
意
見
も
褒
め
て
認
め
る
。

「
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
て
み
よ

う
」
と
言
っ
て
、
ス
ク
ラ
ッ
チ
の

「
中
を
見
る
」
を
ク
リ
ッ
ク
さ
せ
る
。

ズ
ラ
ッ
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
並
ぶ
。

子
供
た
ち
は
、
じ
っ
と
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
読
ん
で
い
た
が
、
す
ぐ
に
気
が
付

く
。

「
ビ
デ

オ
モ
ー

シ
ョ
ン

っ
て
書

い
て
あ

る
」

「
ビ
デ

4
　
発
見
を
報
告
さ
せ
る

　

子
供
た
ち
は
、
遊
び
な
が
ら
次
の

よ
う
な
こ
と
を
つ
ぶ
や
く
。

「
カ
メ
ラ
の
動
き
に
反
応
し
て
い

る
」

「
ブ
ロ
ッ
ク
を
触
る
動
き
に
反
応
し

て
る
よ
」

「
こ
れ
は
ス
ク
ラ
ッ
チ
で
作
っ
て
る

ん
だ
」

「
セ
ン
サ
ー
が
入
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
？
」

　

教
師
は
、
つ
ぶ
や
い
て
い
る
子
に
、

「
い
い
こ
と
気
付
い
た
ね
！
」「
す
ご

い
！　

そ
れ
を
発
見
し
た
の

か
ー
！
」
と
褒
め
る
。

　

約
十
分
間
、
遊
ば
せ
た
後
、
次
の

よ
う
に
指
示
し
た
。

指
示  

発
見
し
た
こ
と
や
聞
き
た

い
こ
と
、
や
っ
て
も
ら
い
た
い

こ
と
が
あ
っ
た
ら
発
表
し
な
さ

い
。

こ
の
指
示
は
、『
向
山
洋
一
映
像

全
集
第
五
巻
「
自
由
試
行
」
か
ら
生

ま
れ
た
討
論
型
理
科
授
業
』（
教
育

技
術
研
究
所
）
の
中
の
、
向
山
学
級

で
行
わ
れ
た
「
３
年
理
科
じ
し
ゃ
く

の
授
業
」
で
学
ん
だ
。
向
山
氏
は
、

教
師
に
報
告
さ
せ
て
い
る
が
、
高
学

年
な
の
で
指
名
な
し
で
発
表
さ
せ
た
。

先
程
つ
ぶ
や
き
を
褒
め
ら
れ
た
子
供

た
ち
が
、
発
表
し
て
い
く
。

�
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
予
想
さ
せ
る

　

こ
の
時
間
ま
で
に
ス
ク
ラ
ッ
チ
で

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
し
て
き
た

子
供
た
ち
は
、
す
ぐ
に
こ
の
「
コ
イ

ン
G
E
T
」
も
ス
ク
ラ
ッ
チ
で
作
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
く
。

学習指導要領対応 道徳・英語・プログラミングの授業実践
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数 学
授 業 実 践
中 学 校 の

ʮنଇੑʯの໰୊
΋�ྫ୊ˠ࿅श໰
୊�Ͱղ͔ͤΔ
得意な子も満足し、苦手
な子も取り組める問題。

෋ࢁ県෋ࢁ市立৓ࢁத学校

大
おお

森
㇂㇊

雄
㇆う

一
ㆂㆡ

指
示  

66
×
３
を
計
算
し
ま
す
。

発
問  

66
番
目
の
図
形
で
は
、

周
の
長
さ
は
い
く
つ
に
な

る
の
で
す
か
。（
１
９
８
㎝
）

指
示  

答
え
を
書
き
な
さ
い
。

（
答
え　

67
番
目
の
図
形
）

こ
れ
を
例
題
と
し
て
、
次
の
二
つ

を
練
習
問
題
と
す
る
。

①
一
番
小
さ
い
正
三
角
形
の
個
数
は

い
く
つ
に
な
る
か
。

②
全
て
の
辺
の
本
数
を
求
め
る
。
何

本
に
な
る
か
。

１
番
目
は
３
本
、
２
番
目
は
９
本
、

３
番
目
は
18
本
、
…
（
高
校
レ
ベ

ル
の
数
列
）

学
力
差
が
大
き
く
て
も
、
①
は
誰

で
も
で
き
る
。
さ
ら
に
数
学
が
得
意

な
生
徒
も
満
足
で
き
る
、
知
的
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
場
合
、
様
々
な
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
問
題
が
考
え
ら
れ
る
。
例

え
ば
、「
３
番
目
の
図
形
の
周
の
長

さ
は
何
㎝
で
す
か
。」
こ
れ
は
、
誰

で
も
で
き
る
。

さ
ら
に
、
し
ば
ら
く
経
っ
た
ら
、

次
の
よ
う
に
問
う
。

発
問  

求
め
方
を
式
で
書
き
な

さ
い
。
い
く
つ
書
け
ま
す
か
。

３
×
３
以
外
に
も
、
３
＋
３
＋
３
、

３（
３

－

１
）＋
３
な
ど
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
苦
手
な
生
徒
が
解
く
た
め
の

時
間
差
を
埋
め
る
た
め
で
も
あ
り
、

次
の
問
い
へ
の
布
石
で
も
あ
る
。

「
ｎ
番
目
の
図
形
の
周
の
長
さ
を
、

ｎ
を
使
っ
た
式
で
表
し
な
さ
い
。」

こ
れ
も
多
様
な
答
え
が
出
る
。
同

値
に
な
れ
ば
、
全
て
○
で
あ
る
。

「
周
の
長
さ
が
２
０
０
㎝
を
越
え
る

の
は
何
番
目
の
図
形
で
す
か
。」
こ

れ
は
や
り
方
を
示
す
。

指
示  

２
０
０
÷
３
を
一
の
位

ま
で
解
き
な
さ
い
。（
66
）

高
校
入
試
に
出
題
さ
れ
や
す
い
、

し
か
し
教
科
書
に
ほ
と
ん
ど
載
っ
て

い
な
い
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
が
、

「
規
則
性
」
の
問
題
だ
。

１　
「
規
則
性
」
問
題
の
基
本

「
規
則
性
」
の
問
題
の
多
く
は
、

次
の
三
つ
か
ら
成
る
。

（
１
）　

数
番
目
の
図
形
の
何
か
の
数

を
求
め
さ
せ
る
。

（
２
）　
ｎ
番
目
の
図
形
の
何
か
の
数
を
、

ｎ
を
使
っ
た
式
で
求
め
さ
せ
る
。

（
３
）　

何
か
の
数
が
あ
る
一
定
の
数

を
超
え
る
の
は
、
何
番
目
の
図

形
か
求
め
さ
せ
る
。

　

図
形
の
数
や
数
字
の
配
列
な
ど
、

問
題
は
様
々
で
あ
る
。

２　

多
種
多
様
な
発
問
が
で
き
る

「
正
三
角
形
」
の
問
題
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な
さ
い
。

生
徒
：
強
い
雨
が
降
っ
て
い
ま
す
。

低
い
音
で
ド
ド
ド
ド
っ
て
い
う
音

が
嵐
の
よ
う
な
雨
に
聴
こ
え
ま
す
。

　

意
見
交
流
し
、
特
徴
を
共
有
す
る
。

そ
の
後
、
教
科
書
で
楽
器
の
写
真
を

確
認
し
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
属
や
チ
ェ

ン
バ
ロ
の
音
の
特
徴
を
説
明
す
る
。

他
の
ソ
ネ
ッ
ト
も
、
同
様
に
進
め
る
。

第
三
時
　
ソ
ネ
ッ
ト
を
知
る
。

説
明  

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
は
、
詩
を

も
と
に
し
て
こ
の
曲
を
作
り
ま
し

た
。
そ
の
詩
を
ソ
ネ
ッ
ト
と
言
い

ま
す
。
※
教
科
書
を
開
か
せ
る
。

指
示  

ソ
ネ
ッ
ト
を
読
み
ま
す
。

発
問  

前
回
自
分
た
ち
が
考
え
た
イ

メ
ー
ジ
と
比
べ
て
似
て
い
ま
す
か
。

説
明  

詩
の
イ
メ
ー
ジ
を
音
楽
で
表

し
て
い
る
曲
で
す
ね
。

　

ま
ず
音
を
聴
い
て
、
体
で
感
じ
な

が
ら
聴
き
取
る
。
そ
の
後
、
解
説
す

る
か
ら
、
自
分
の
考
え
か
ら
好
き
嫌

い
に
つ
な
げ
ら
れ
る
。

○
○
さ
ん
：
大
き
く
な
っ
た
り
小
さ

く
な
っ
た
り
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

※
強
弱
や
リ
ズ
ム
に
注
目
し
て
指
揮

を
し
て
い
る
生
徒
を
当
て
る
。
全
体

に
見
せ
、
工
夫
を
共
有
す
る
。

指
示  

み
な
さ
ん
も
工
夫
し
て
指
揮

を
し
ま
す
。
♪
音
源
を
流
す
。

指
示  

お
隣
さ
ん
に
見
せ
ま
す
。
順

番
を
決
め
ま
す
。
♪
音
源
を
流
す
。

指
示  

自
分
は
ど
ん
な
工
夫
を
し
た

の
か
お
隣
さ
ん
に
説
明
し
ま
す
。

説
明  

春
の
様
子
を
強
弱
や
、
リ
ズ

ム
な
ど
で
表
し
て
い
た
の
で
す
ね
。

　
全
体
で
発
表
し
て
共
有
す
る
。

第
二
時
　
楽
器
の
音
色
や
旋
律
か
ら

情
景
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。

【
Ｄ
黒
雲
と
稲
妻
が
空
を
走
り
、
雷

鳴
は
春
が
来
た
こ
と
を
告
げ
る
】

発
問  

天
気
は
ど
う
な
り
ま
し
た
か
。

指
示  

聴
き
ま
す
。
♪
音
源
を
流
す
。

　

お
隣
さ
ん
と
交
流
し
た
後
、
発
表
。

指
示  
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
感
じ
た
の

か
、
楽
器
の
音
色
、
音
の
高
さ
や

旋
律
を
例
に
挙
げ
て
お
隣
に
伝
え

　

鑑
賞
で
は
、
聴
き
方
を
教
え
る
。

特
定
の
音
（
音
色
、
旋
律
、
リ
ズ
ム

等
）
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
曲
の
構

造
へ
発
展
さ
せ
て
い
く
。

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ　

「
四
季
」
よ
り
「
春
」
第
一
楽
章

学
習
目
標
：
音
楽
の
特
徴
に
注
目
し

な
が
ら
、
情
景
を
思
い
浮
か
べ
て

聴
こ
う
。
一
〇
分
〜
一
五
分
×
三
回

第
一
時
　
春
の
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し

指
揮
で
表
現
す
る
。

【
Ａ
春
が
や
っ
て
き
た
】

発
問  「
春
」、
ど
ん
な
様
子
の
音
楽

で
し
ょ
う
。
聴
き
ま
す
。

♪
音
源
を
流
す
。

指
示  

ど
ん
な
様
子
の
音
楽
で
し
た

か
。
発
表
し
ま
す
。

説
明  

わ
く
わ
く
、
明
る
い
、
朗
ら

か
。
そ
ん
な
様
子
が
分
か
る
よ
う

に
指
揮
を
し
ま
す
。

説
明  
指
揮
を
し
な
が
ら
聴
き
ま
す
。

♪
音
源
を
流
す
。

指
示  

素
敵
な
指
揮
を
し
て
い
る
人

を
見
付
け
ま
し
た
。

　
○
○
さ
ん
や
っ
て
み
て
ね
。

　
　

♪
音
源
を
流
す
。

発
問  

○
○
さ
ん
は
、
ど
ん
な
と
こ

ろ
を
工
夫
し
て
い
ま
し
た
か
。

　
　

ま
ず
、
お
隣
さ
ん
と
意
見
交
流

し
て
か
ら
本
人
に
聞
く
。

発
問  

○
○
さ
ん
、
ど
ん
な
と
こ
ろ

を
工
夫
し
て
い
た
の
？

音 楽
授 業 実 践
中 学 校 の
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木き

村む
ら

　
重し

げ

夫お

四
桁
区
切
り
の
向
山
実
践
を
ト
レ
ー
ス
せ
よ

四
月
最
初
だ
か
ら
絶
対
に
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る

「
新
・
向
山
洋
一
実
物
資
料
集
」
が
制
作
さ
れ
て
い
る
。 

未
公
開
の
向
山
Ｔ
Ｔ
研
究
ノ
ー

ト
や
子
供
の
ノ
ー
ト
な
ど
、
膨
大
な
資
料
が
収
録
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。 

向
山
型
を
学

ぶ
全
て
の
教
師
や
研
究
者
必
読
で
あ
る
。

算数

48

日
本
文
化
大
学
・
講
師

一
　
列
車
で
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

実
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
応
募
者
二
十
名
。

世
界
地
図
の
日
本
の
人
口
を
ど
う
扱
う
か
。

東
京
の
前
崎
先
生
。【
発
問
】
日
本
の
左
の

国
、
何
の
動
物
で
す
か
。
と
い
う
こ
と
は
ど
こ

の
国
で
す
か
。
不
要
な
発
問
。
子
供
の
思
考
が

「
大
き
い
数
」
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
。
三
点
。

東
京
の
小
島
先
生
。
「
向
山
洋
一
先
生
の

『
大
き
な
数
』
Ｃ
Ｄ
で
は
、
教
科
書
に
書
か
れ

た
数
を
『
じ
ゃ
あ
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
読
ん

で
み
ま
し
ょ
う
』
と
言
っ
て
い
き
な
り
読
ま
せ

る
こ
と
か
ら
教
科
書
内
容
を
始
め
て
い
る
。」

そ
の
通
り
。
ま
ず
は
読
ま
せ
る
の
だ
。
こ
れ
が

書
か
れ
て
い
た
ら
プ
ラ
ス
二
十
点
。

向
山
型
算
数
を
学
ぶ
な
ら
「
４
ケ
タ
ず
つ
の

列
車
」
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
。
一
号
車
、
万
号
車
、

億
号
車
、
兆
号
車
と
い
う
列
車
に
乗
っ
て
い
る

イ
メ
ー
ジ
を
子
供
に
与
え
れ

ば
良
い
。（『
向
山
型
算
数
教

え
方
教
室
』
二
〇
〇
三
年
五

月
号
） 

列
車
を
扱
っ
て
い
れ

ば
プ
ラ
ス
二
十
点
。

『
新
・
向
山
洋
一
実
物
資
料

集
』（
現
在
制
作
中
・
発
売

日
未
定
）
を
編
集
さ
れ
て
い

る
林
健
広
先
生
は
、
貴
重
な

資
料
を
提
示
さ
れ
た
。
七
十

五
点
。

列
車
の
中
に
「
色
紙
」
が

四
枚
。
さ
て
ど
ん
な
展
開
が

考
え
ら
れ
る
か
。『
新
・
実

物
資
料
集
』
を
手
に
入
れ
て
、

向
山
実
践
を
さ
ら
に
追
究
し

よ
う
。

教
科
書
に
は
位
取
り
の
表
が
載
っ
て
い
る
。

こ
の
表
を
ど
う
扱
う
か
。（
二
十
五
点
満
点
で
）

上
段
、
北
海
道
の
勝
田
先
生
。
工
夫
の
跡
が

わ
か
る
が
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
し
て
い
る
。
七
点
。

中
段
、
東
京
の
徳
本
先
生
。
黒
い
長
方
形
は

煙
突
か
？　

一
車
両
の
前
後
に
車
輪
が
な
い
の

で
、
こ
れ
だ
と
脱
線
す
る
。
ス
ッ
キ
リ
し
よ
う

と
し
た
点
に
は
好
感
が
も
て
る
。
十
二
点
。

下
段
、
北
海
道
の
五
十
嵐
先
生
。
教
科
書
の

表
と
向
山
列
車
を
合
体
さ
せ
た
。
教
師
が
黒
板

に
示
す
形
。
子
供
に
と
っ
て
情
報
量
が
多
い
の

で
、
私
な
ら
分
割
す
る
。
十
七
点
。

二
　
四
桁
に
区
切
る
基
本
型

愛
知
の
岩
井
先
生
。
牛
田
先
生
の
万
棒
（
マ

ン
ボ
ウ
）、
億
棒
（
オ
ク
ボ
ウ
）
を
取
り
入
れ

た
。
同
じ
工
夫
は
北
海
道
の
中
田
先
生
も
書
い

向山型に挑戦！

౦ژॻ੶ɾ4年ɾ1�
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向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問

下
に
位
取
り
の
表
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

も
写
し
ま
す
。
ま
ず
、
枠
組
み
の
長
方
形

だ
け
書
き
な
さ
い
。
数
字
も
言
葉
も
書
き

ま
せ
ん
。

「
縦
五
マ
ス
、
横
九
マ
ス
に
し
ま
し
た
か
。」

全
員
に
聞
き
ま
す
。
上
に
書
い
た
日
本

の
人
口
と
、
間
を
あ
け
て
表
を
書
き
ま
し

た
か
。

空
け
て
い
な
い
人
、
書
き
直
し
で
す
。

一
行
空
け
た
人
？　

ギ
リ
ギ
リ
合
格
。

二
行
空
け
た
人
？　

伸
び
る
人
で
す
。

三
行
空
け
た
人
い
ま
す
か
？　

一
人
。

あ
な
た
は
と
っ
て
も
優
秀
で
す
。
Ａ
Ａ
Ａ

で
す
。

か
つ
て
、
セ
ミ
ナ
ー
で
向
山
先
生
は
こ
の
よ

う
に
「
行
間
」
を
評
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

表
の
縦
線
を
実
線
で
な
く
、
教
科
書
と
同
じ

に
点
線
で
書
い
た
子
に
も
Ａ
Ａ
Ａ
を
付
け
る
。

三
　
応
募
者
が
見
落
と
し
た
視
点

多
く
の
応
募
者
が
見
落
と
し
て
い
た
箇
所
が

あ
る
。「
①
大
き
い
数
の
し
く
み
」
の
「
①
」

で
あ
る
。
こ
れ
は
四
月
最
初
の
単
元
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
だ
。
向
山
型
な
ら
絶
対
に
や
る
べ

き
こ
と
が
あ
る
。

ノ
ー
ト
の
書
き
方
指
導

触
れ
て
い
た
の
は
二
名
。
プ
ラ
ス
二
十
五
点
。

北
海
道
の
赤
塚
先
生
。「
四
月
最
初
の
単
元
で

あ
る
。
教
科
書
を
使
う
技
能
も
意
図
的
に
扱
う

べ
き
で
あ
る
。」
新
潟
の
井
上
先
生
。「
こ
れ
を

ノ
ー
ト
に
書
き
ま
す
（
最
初
の
時
間
な
の
で

ノ
ー
ト
指
導
を
す
る
。
趣
意
説
明
も
入
れ

る
）。」
木
村
な
ら
こ
う
授
業
す
る
。

ノ
ー
ト
に
「
日
本
の
人
口
」
と
書
い
て
、

１
２
７
９
…
人
を
そ
っ
く
り
写
し
な
さ
い

（
平
成
二
十
九
年
は
書
き
ま
せ
ん
）。

ノ
ー
ト
一
マ
ス
に
一
つ
の
数
字
を
書
き

ま
す
。
数
字
は
マ
ス
い
っ
ぱ
い
に
大
き
く
、

て
い
ね
い
に
書
き
な
さ
い
。

て
い
た
。

指
示
1  

赤
鉛
筆
を
出
し
て
。

右
か
ら
四
つ
目
。
７
と
０

の
間
に
線
を
引
き
ま
す
。

指
示
2  
そ
の
下
に
万
と
書

き
な
さ
い
。

説
明
1  

万
棒
と
言
い
ま
す
。

指
示
�  

さ
ら
に
右
か
ら
四

つ
目
。
２
と
１
の
間
に
線
を
引
き
ま
す
。

発
問
1  

下
に
何
と
書
き
ま
す
か
。（
億
）

説
明
2  

億
棒
と
言
い
ま
す
。

指
示
4  

み
ん
な
で
読
ん
で
ご
ら
ん
。（
１
億

２
７
９
０
万
７
０
８
６
人
）

説
明
�  

日
本
語
の
数
字
は
、
四
つ
で
区
切

る
と
読
み
や
す
く
な
る
ん
で
す
。

岩
井
先
生
、
先
行
実
践
を
取
り
入
れ
安
定
し

た
展
開
七
十
点
。
厳
密
に
言
う
と
間
違
い
が
あ

る
。「
日
本
語
の
数
字
」
で
は
な
く
、「
日
本
語

の
数
（
か
ず
）」
だ
。「
数
字
」
は
０
か
ら
９
ま

で
の
十
個
し
か
存
在
し
な
い
。
数
字
を
組
み
合

わ
せ
て
無
限
に
存
在
す
る
の
が
「
数
（
か

ず
）」
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ス
五
点
。
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安原 昭博
安原こどもクリニック
院長

授
業
の
準
備
が
で
き
ず
、
話
が
や
め
ら
れ
な
い
、

す
ぐ
に
喧
嘩
を
し
て
し
ま
う
子
へ
の
対
応

で
き
て
い
る
所
だ
け
を
評
価
し
、
褒
め
る
。

そ
れ
だ
け
で
、
子
供
は
変
わ
っ
て
い
く
。

小
学
校
六
年
生
の
男
の
子
で
す
。
低
学
年

の
こ
ろ
は
じ
っ
と
座
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き

ず
、
先
生
に
叱
ら
れ
て
ば
か
り
で
し
た
。
今

で
も
、
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
て
も
な
か
な
か
席

に
着
く
こ
と
が
で
き
ず
、
教
科
書
や
ノ
ー
ト

の
準
備
が
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

ゲ
ー
ム
が
好
き
で
、
授
業
中
で
も
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
こ
と
を
話
し
出
す
と
止
ま
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
思
い
通
り
に
い
か
な
い
と
、

カ
ッ
と
し
て
よ
く
喧
嘩
に
な
り
ま
す
。

こ
の
子
に
ど
ん
な
対
応
を
し
て
い
け
ば
よ

ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
？

【
安
原
ド
ク
タ
ー
の
回
答
】

じ
っ
と
で
き
な
い
。

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
て
も
席
に
着
け
な
い
。

こ
の
二
つ
か
ら
こ
の
子
は
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意

欠
如
・
多
動
症
）
的
な
傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
六
年
に
な
っ
て
も
ま
だ
、
準
備
や
着
席

が
あ
ま
り
で
き
な
い
と
い
う
理
由
は
、
自
尊
感

情
が
低
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
い
う
時
は
、

こ
の
子
の
良
い
所
を
見
付
け
て
褒
め
る
。

　

そ
う
し
な
い
と
自
尊
心
が
高
ま
ら
な
い
。

良
い
所
探
し
を
し
て
褒
め
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
こ
の
子
の
状
態
は
落
ち
着
い
て
い
く
と
思

う
。例

え
ば
、
授
業
中
に
す
ぐ
に
座
れ
な
く
て
も
、

遅
れ
て
も
座
れ
た
ら
Ｏ
Ｋ
と
す
る
。
帰
っ
て
き
て
、

席
に
座
る
だ
け
で
褒
め
て
あ
げ
れ
ば
、
こ
の
子

の
自
尊
感
情
が
高
く
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
ま

た
褒
め
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
、
早
く
帰
っ
て

来
る
。

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
子
は
あ
ま
り
褒
め
ら
れ
て
い
な

い
た
め
、
常
に
良
い
所
を
見
付
け
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
指
導
者
側
の
考
え

方
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
、
宿
題
を
全
く
し
な
い
子
供
が
い
た

と
す
る
。
プ
リ
ン
ト
の
一
〇
問
の
う
ち
一
問
で

も
や
れ
ば
、「
宿
題
を
し
た
」
こ
と
に
な
る
。

だ
か
ら
、
一
問
を
解
い
た
時
に
褒
め
る
の
だ
。

す
る
と
、
そ
の
子
は
も
っ
と
し
よ
う
と
思
う
。

つ
ま
り
、
こ
の
子
へ
の
対
応
は

褒
め
て
教
育
す
る
こ
と
が
大
事

な
の
で
あ
る
。

「
で
き
て
い
る
所
だ
け
を
評
価
す
る
」
と
い
う

こ
と
が
、
す
ご
く
大
事
な
の
で
あ
る
。

で
き
る
こ
と
を
評
価
し
て
い
く
と
、
少
し
ず

つ
そ
の
子
が
変
わ
る
の
だ
。

大
事
な
ポ
イ
ン
ト
は

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
子
供
は
い
く
ら
で
も
褒
め
ら

れ
ると

い
う
こ
と
だ
。
ぜ
ひ
、
褒
め
て
あ
げ
て
欲

し
い
。

ま
た
、
保
護
者
に
褒
め
る
こ
と
へ
の
意
識
付

け
を
行
う
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

安
原
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
安や

す

原は
ら

昭あ
き

博ひ
ろ

構
成
：
Ｙ
Ｃ
Ｃ
も
こ
も
こ
香
里
園
教
室

笹さ
さ

野の

達た
つ

哉や

医師・研究者の目から見た特別支援教育
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小こ

嶋じ
ま

悠ゆ
う

紀き

発達凸凹のある子供のアセスメントスキル12＆12の対応法

長
野
県
長
野
市
立
通
明
小
学
校

聴
覚
と
同
様
に
、
視
覚
的
な
情
報

は
学
習
を
進
め
る
上
で
極
め
て
重
要

な
情
報
と
な
る
。

視
覚
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
（
以
下

Ｗ
Ｍ
）
は
、
聴
覚
に
比
べ
注
目
度
は

低
い
が
、
と
て
も
大
切
な
力
で
あ
る
。

１

ア
セ
ス
メ
ン
ト
ス
キ
ル
２

（
視
覚
Ｗ
Ｍ
が
弱
い
子
供
を
こ

う
見
抜
く
）

①　

黒
板
の
視
写
で
、
何
回
も
過
剰

に
黒
板
を
見
る

子
供
た
ち
を
担
任
し
た
ら
、
黒
板

に
書
か
れ
た
文
章
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
で
映
し
た
文
章
な
ど
を
視
写
す

る
時
間
を
取
っ
て
ほ
し
い
。

視
覚
Ｗ
Ｍ
が
強
い
と
二
〜
三
つ

の
単
語
、
短
い
一
文
は
、
視
覚
Ｗ
Ｍ

を
使
っ
て
視
写
出
来
る
。

し
か
し
、
視
覚
Ｗ
Ｍ
が
弱
い
と
、

一
単
語
ず
つ
、
ひ
ど
い
場
合
は
一
文

字
ず
つ
し
か
写
せ
な
い
。

そ
の
た
め
、
他
の
子
供
に
比
べ
て

過
剰
に
黒
板
を
見
る
よ
う
に
な
る
。

②　

視
写
ス
ピ
ー
ド
が
か
な
り
遅
い

こ
れ
も
年
度
当
初
に
、「
う
つ
し

ま
る
」（
光
村
教
育
図
書
）
な
ど
で

視
写
を
や
ら
せ
る
。
手
元
に
あ
る
と
、

若
干
、
視
覚
Ｗ
Ｍ
の
負
荷
が
軽
減
さ

れ
る
。

こ
れ
で
も
視
写
ス
ピ
ー
ド
が
遅

い
場
合
、
ま
た
、
単
語
一
つ
ず
つ
、

一
文
字
ず
つ
書
い
て
い
る
場
合
な
ど

は
、
視
覚
Ｗ
Ｍ
が
低
い
可
能
性
が
高

い
。

③　

音
読
の
際
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト音
読
の
時
も
視
覚
Ｗ
Ｍ
を
ア
セ

ス
メ
ン
ト
で
き
る
。

教
科
書
を
あ
ま
り
見
ず
に
音
読

で
き
る
子
供
は
、
視
覚
Ｗ
Ｍ
が
怪
し

い
と
推
測
で
き
ま
す
。
文
字
で
は
な

く
、
聴
覚
情
報
か
ら
情
報
を
得
て
い

る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。

子
供
は
「
苦
手
を
得
意
で
補
お
う

と
す
る
」
の
で
、
視
覚
Ｗ
Ｍ
が
低
い

場
合
、
自
然
に
聴
覚
Ｗ
Ｍ
を
使
う
の

が
得
意
に
な
っ
て
く
る
。

２

ア
セ
ス
メ
ン
ト
か
ら
対
応
へ

①　

お
手
本
は
近
く
へ

視
覚
Ｗ
Ｍ
に
弱
さ
が
あ
る
場
合
、

文
字
情
報
な
ど
と
「
距
離
」
が
出
て

し
ま
う
と
負
荷
が
高
く
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、「
見

て
欲
し
い
情
報
」「
お
手
本
」
な
ど

は
、
で
き
る
だ
け
「
近
く
」
に
お
い

聴
覚
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
※
１
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
※
２
と
対
応

視
覚
的
に
理
解
し
て
い
る
子
供
た
ち
へ
の
支
援
法
。

て
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

②　

赤
鉛
筆
で
文
章
を
区
切
る

視
覚
Ｗ
Ｍ
が
弱
い
と
、
文
章
の
区

切
れ
目
が
分
か
ら
ず
混
乱
す
る
こ
と

が
あ
る
。
そ
こ
で
、

「
お
じ
い
さ
ん
が
／
出
か
け
て
／

い
き
ま
し
た
。
／
」

と
文
節
に
区
切
り
を
入
れ
る
だ
け
で
、

視
覚
Ｗ
Ｍ
に
優
し
い
配
慮
に
な
る
。

③　

得
意
な
「
聴
覚
情
報
」
を
使
う

視
覚
Ｗ
Ｍ
が
弱
い
と
、
自
然
に
聴

覚
Ｗ
Ｍ
を
使
っ
て
補
お
う
と
す
る
。

文
章
な
ど
を
読
む
と
き
に
、
文
字
を

追
い
か
け
る
の
が
ど
う
し
て
も
辛
い

場
合
、
先
生
が
横
で
小
さ
な
声
で

「
範
読
」
を
し
て
あ
げ
る
。

す
る
と
、
聴
覚
Ｗ
Ｍ
を
使
っ
て
内

容
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

④　

書
く
こ
と
を
補
う

視
覚
Ｗ
Ｍ
が
弱
い
場
合
、
書
く
こ

と
に
苦
手
意
識
が
生
じ
て
く
る
こ
と

も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
書
く
分
量
を

減
ら
す
、
な
ぞ
る
パ
ー
ツ
を
多
く
す

る
な
ど
の
配
慮
を
す
る
と
よ
い
。

※
１  
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普通学級における特別支援教育奮戦記低学年

１

二
日
目
に
感
じ
た
敗
北
感

あ
る
年
の
新
年
度
二
日
目
、
四
月

九
日
の
写
真
で
あ
る
。

算
数
の
時
間
に
、
Ａ
男
が
突
然
、

引
き
出
し
を
床
に
落
と
し
た
。
床
に

は
勉
強
道
具
が
散
乱
。

問
題
を
解
け
な
か
っ
た
こ
と
が
原

因
の
よ
う
だ
っ
た
。

ど
う
対
応
す
べ
き
か
。

冷
静
を
装
っ
て
い
た
が
、
頭
の
中

は
パ
ニ
ッ
ク
だ
っ
た
。

「
直
し
な
さ
い
」

　

だ
が
、
Ａ
男
は
ま
る
で
何
も
聞
こ

え
て
い
な
い
か
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

少
し
強
め
に
言
え
ば
ど
う
に
か
な

る
と
考
え
た
自
分
が
浅
は
か
だ
っ
た
。

こ
れ
以
上
何
を
言
っ
て
も
変
わ
ら

な
い
。
仕
方
な
く
、
Ａ
男
の
代
わ
り

に
勉
強
道
具
を
片
付
け
た
。

　

こ
の
学
級
を
立
て
直
せ
る
日
は
来

る
の
か
。
途
方
も
な
く
遠
い
未
来
の

よ
う
に
感
じ
た
。

２

サ
イ
ク
ル
を
つ
く
り
出
す

　

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
見
当
が
つ

か
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
た
っ
た
一
つ
だ
け
明
確

な
方
針
を
も
っ
て
い
た
。

「
指
示
す
る
」
↓
「
実
行
す
る
」

↓
「
褒
め
る
」
と
い
う
サ
イ
ク

ル
を
確
立
す
る
。

　

平
岩
幹
男
氏
の
著
書
『
自
閉
症
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
│
│
療
育
と
対
応

を
考
え
る
』（
岩
波
新
書
）
か
ら
学

ん
だ
こ
と
で
あ
る
。

　

私
は
Ａ
男
に
「
直
し
な
さ
い
」
と

指
示
を
出
し
た
が
、
実
行
さ
れ
な

か
っ
た
。
実
行
さ
れ
な
け
れ
ば
褒
め

る
こ
と
も
出
来
な
い
。
だ
か
ら
失
敗

に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

変
え
る
べ
き
は
教
師
の
指
示
だ
。

　
「
で
き
る
こ
と
」
を
指
示
す
る
。

　

休
み
時
間
。
教
卓
の
上
に
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
メ
モ
を
置
き
、
Ａ
男
を
呼
ん
だ
。

「
Ａ
君
。
お
い
で
」

　

優
し
く
声
を
か
け
た
。
Ａ
男
は
顔

を
こ
ち
ら
に
向
け
た
が
、
す
ぐ
に
は

や
っ
て
こ
な
い
。
何
度
か
声
を
か
け

る
と
、
や
っ
と
側
に
来
た
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
に
書
き
な
が
ら
話

を
し
た
。
最
初
の
一
行
目
に
は
こ
う

書
い
た
。

よ
ん
だ
↓
来
た　

◎
（
花
丸
）

　

声
の
か
け
方
が
大
事
だ
。

「
え
ら
か
っ
た
な
あ
。
先
生
が
呼
ん

だ
ら
ち
ゃ
ん
と
来
た
で
し
ょ
う
。

と
っ
て
も
え
ら
い
よ
。
言
わ
れ
た
こ

と
を
き
ち
ん
と
出
来
る
の
は
花
丸

だ
」

　

声
が
け
の
ポ
イ
ン
ト
は
三
つ
あ
る
。

①
第
一
声
で
褒
め
る
。

②
指
示
に
従
っ
た
こ
と
を
強
化
す
る
。

③
短
く
趣
意
説
明
を
す
る
。

　

私
は
さ
ら
に
、
あ
と
四
つ
の
こ
と

を
続
け
て
褒
め
た
。

話
が
終
わ
る
頃
に
は
Ａ
男
の
表
情

も
柔
ら
か
く
な
っ
て
い
た
。

　

Ａ
男
と
の
間
に
「
サ
イ
ク
ル
」
が

出
来
た
最
初
の
瞬
間
だ
っ
た
。

教
師
の
指
示
を
変
え
て
、
特
別
支
援
を
要
す
る
子
に

必
要
な
「
サ
イ
ク
ル
」
を
つ
く
り
出
す

黄
金
の
三
日
間
は
な
か
っ
た
。
新
年
度
二
日
目
の
算
数
の
時
間
。

床
に
散
乱
し
た
勉
強
道
具
を
前
に
ど
う
対
応
す
べ
き
だ
っ
た
の
か
。

太お
お

田た

政ま
さ

男お

島
根
県
川
本
町
立
川
本
小
学
校
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プロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる

作
業
療
法
士
：
福ふ

く

田だ

恵え

美み

子こ

　
構
成
：
鈴す

ず

木き

恭き
ょ
う

子こ

・
関せ

き

根ね

朋と
も

子こ

作業療法

１　

な
わ
跳
び
練
習
の
ス
テ
ッ
プ

「
縄
と
び
が
上
手
く
跳
べ
な
い
子
」
研
究
会
で

福
田
先
生
が
示
し
た
各
ス
テ
ッ
プ
は
、「
フ
ー

プ
跳
び
な
わ
」
と
基
本
的
な
流
れ
は
同
様
で
あ

る
。
身
体
発
達
の
順
に
基
づ
い
て
い
る
。

２　

な
わ
跳
び
が
育
成
す
る
も
の

①
脇
を
し
め
て
手
関
節
で
回
す
。
自
由
に
動
か

す
。
手
首
、
肘
、
肩
を
連
動
さ
せ
る
運
動
が

で
き
る
こ
と
⬇
運
動
感
覚
や
視
覚
か
ら
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
利
用
し
て
行
わ
れ
る
小

脳
機
能
と
関
連
さ
せ
る
こ
と
。

②
運
動
上
方
向
に
ジ
ャ
ン
プ
し
な
が
ら
、
上
肢

は
下
方
に
動
か
す
と
い
う
「
自
然
の
法
則
」

に
反
し
た
運
動
⬇
空
間
認
知
力
（
固
有
覚
）

③
な
わ
を
見
な
い
で
跳
ぶ
「
ボ
デ
ィ
シ
ェ
マ
」

④
動
き
…
…
外
か
ら
の
感
覚
を
取
り
入
れ
、
そ

れ
を
記
憶
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
す
る
こ
と
。

３　

福
田
先
生
の
解
説

　

通
常
学
校
の
子
供
は
、
な
わ
を
見
、
な
わ
を

持
っ
て
回
し
て
跳
ん
で
、
な
わ
の
張
り
具
合
や

力
加
減
を
微
調
整
し
、「
上
手
に
出
来
た
」
と

い
う
体
験
を
繰
り
返
す
こ
と
で
跳
ぶ
こ
と
が
可

能
に
な
る
。
し
か
し
、
何
度
練
習
し
て
も
な
わ

跳
び
が
で
き
な
い
子
供
は
、
ど
の
部
分
の
何
が

う
ま
く
で
き
な
い
の
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
繰
り

返
し
て
い
る
。
教
師
の
適
切
な
指
導
を
受
け
ら

れ
な
い
と
、
挫
折
感
と
自
己
嫌
悪
に
陥
り
、
苦

手
意
識
が
高
ま
り
や
す
い
。

　

下
腹
部
の
前
で
フ
ラ
フ
ー
プ
（
パ
イ
プ
）
を

両
手
で
持
っ
て
輪
を
回
し
て
跳
ぶ
場
合
は
、
な

わ
跳
び
の
な
わ
を
き
れ
い
な
円
弧
を
描
く
よ
う

に
回
す
必
要
は
な
い
た
め
、
手
指
と
手
関
節
を

使
っ
て
輪
を
動
か
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
〝
た
る

ま
な
い
輪
〞
で
練
習
を
繰
り
返
す
と
、
跳
ぶ
タ

イ
ミ
ン
グ
を
学
習
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
【
縄
跳
び
の
習
得
因
子
】
の
①
②
③
（
左
図
）

は
、
幼
児
期
前
期
に
遊
び
を
通
し
て
獲
得
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
時
期
の
遊
び
は
、
子
供
の
身
体

の
基
礎
作
り
と
な
る
。
体
幹
の
安
定
性
※
１
と

可
動
性
※
２

を
、
自
分
が
で

き
そ
う
だ
と
感
じ
る
動
作
を

繰
り
返
し
な
が
ら
自
然
に
体

得
す
る
。
幼
児
期
前
期
に
何

度
も
繰
り
返
す
こ
と
が
、
小

脳
記
憶
に
残
る
か
ら
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

な
わ
跳
び
練
習
の
ス
テ
ッ
プ
と

で
き
な
い
子
へ
の
対
応

な
わ
跳
び
が
で
き
な
い
子
供
は
、
適
切
な
指
導
を
受
け
ら
れ
な
い
と
苦
手
意

識
が
高
ま
り
や
す
い
。
練
習
の
ス
テ
ッ
プ
を
知
り
、効
果
的
な
指
導
を
し
た
い
。

福田 恵美子
長野保健医療大学
　特任教授、
障害科学博士
発達支援飛翔のもり
　顧問
メリーランド高等学院
　センター長
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◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

TOSSオリジナル教材
https://www.tiotoss.jp/

TOSSオリジナル教材ウェブサイトの
「タイアップ企画」からご注文ください。
関連商品のプレゼントなど、様々な特典
をご用意しております。4、5、6月号で
ご紹介する商品は、下記の３か月間ずっ
とご注文いただけます。
早めの準備をしたい方や、短い期間では
忙しくてつい買いそびれてしまう方にも
安心してお買い求めいただけます。
『教育トークライン』誌とともに、“クラス
全員が熱中する教材”もぜひご利用ください。

ʲおਃࠐΈํ๏ʳ
各商品の下に記載されているパスワードを、
TOSSオリジナル教材ウェブサイトのタイアップ商
品ページにある限定コードの枠に半角英数字でご入
力ください。
※パスワードには有効期間がございますので、ご
　注意ください。

※消費増税などの影響で、期間中に値上げする可能性がございます。何とぞ、ご承知おきください。

Έはࠐのお໰߹Θͤ、おਃࡐڭ5044
ॴɹ0120�00�6564ڀݚҭٕज़ڭ
Έはࠐのお໰߹Θͤ、おਃࡐڭ5044
ॴɹ0120�00�6564ڀݚҭٕज़ڭ

ソーシャルスキルかるた
スタートキット
 3,000円（税込） 
特典：送料無料
パスワード：a267jy

４月号で
紹介！

五色百人一首
（クラスセット）

生徒10名用  6,600円（税込） 
生徒20名用  12,100円（税込） 
生徒30名用  16,500円（税込） 
特典：五色百人一首　一筆箋プレゼント
パスワード：yxoclw

５月号で
紹介！

ジャンボ ホワイト・
TOSSノート
スタートキット  6,000円（税込） 
追加３枚セット  10,000円（税込） 
特典：TOSSメモ赤　プレゼント
パスワード：ag3n4z

６月号で
紹介！

『教育トークライン』&教育技術研究所
タイアップ企画！

ɿ2021೥3݄15೔ʙؒظ 6݄14೔
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五
色
百
人
一
首
（
ク
ラ
ス
セ
ッ
ト
）
を

フ
ル
活
用
す
る

二
〇
セ
ッ
ト
一
括
購
入
と
三
つ
の
工
夫
で
、
全
学
年
で

実
践
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る

郡ぐ
ん

司じ

崇た
か

人と

茨
城
県
笠
間
市
立
友
部
第
二
小
学
校

工
夫
１　

公
費
購
入
と
保
管
方
法

一
月
、
取
り
札
二
〇
セ
ッ
ト
を
公

費
で
購
入
。
地
域
の
業
者
さ
ん
を
通

し
て
も
ら
っ
た
が
、
ク
ラ
ス
セ
ッ
ト

を
利
用
し
た
の
で
お
得
に
購
入
で
き

た
。
国
語
部
の
備
品
と
し
て
、
使
い

や
す
い
よ
う
に
保
管
す
る
。
色
別
に

分
け
、
チ
ャ
ッ
ク
付
き
ポ
リ
袋
に
入

れ
、
透
明
ケ
ー
ス
五
箱
に
入
れ
る
。

指
導
の
手
引
き
も
同
封
。
ケ
ー
ス
と

箱
に
「
Ｒ
２
国
語
部
購
入
」
と
シ
ー

ル
を
貼
っ
た
。
こ
れ
で
、
五
学
級
同

時
に
使
用
可
能
に
な
る
。

工
夫
２　

国
語
の
単
元
に
配
当

伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
単

元
が
全
学
年
に
配
当
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
四
年
生
「
百
人
一
首
の
世

界
」、
五
年
生
「
古
文
の
え
が
く
四
季
」、

六
年
生
「
い
に
し
え
の
言
葉
に
学
ぶ
」

等
で
あ
る
。
全
学
年
で
指
導
が
可
能

だ
。
一
覧
を
ケ
ー
ス
に
同
封
す
る
。

工
夫
３　

非
接
触
型
の
指
導
を
学
ぶ

様
々
な
感
染
症
対
策
が
必
要
。
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
特
別
支
援
教
育
誌
の
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
や
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ-

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

参
照
。
五
色
百
人
一
首
協
会
の
動
画

も
良
い
。「
青
札
で
対
戦
で
す
」
と

い
う
木
村
理
事
の
声
で
始
ま
る
。

https://www.facebook.com/tosstokushi
https://sns.toss-online.com

/
https://youtu.be/a59oOvK8EjM

Ϋϥεશһ͕೤த͢Δ͜の教材ʂ



Ϋϥεશһ͕೤த͢Δ͜の教材ʂ

୩࿨थࢯͷαʔΫϧ5044࿨Λ
Ͳ͜ʹ͍ͯ΋ΦϯϥΠϯͰମݧͰ͖Δʂ
～動画ライブラリーなら有名講師の講座を何回でも視聴できる～

佐
㆕

藤
とう

祐
㇆う

三
㆞う

東京都杉並区立杉並第二小学校

　憧れの講師のサークル例会。でも、様々な事情で参加
が叶わない。そんな思いをされている先生は多いかもし
れない。しかし、動画ライブラリーなら、例えばTOSS
代表・谷和樹氏の例会の様子を視聴することもできる。
　谷氏のサークルTOSS和

ͷͲ͔

では、毎回、模擬授業が20 ～
30続き、次々と谷氏本人が代案を示す。動画では、その
息遣いが伝わってくる。正に学びの宝庫だ。
　TOSS和の例会の動画は、現在、フリープランで見ることができる。まだ動画ライブラリー
を利用したことがない方は、是非登録して視聴することをお勧めする。

TOSS動画ライブラリー
を活用した授業実践報告

ʪおਃしࠐΈઌʫɹTOSS ONLINE 動画ライブラリー　
https://video.toss-online.comに
アクセスをし、プランを選択
してください。
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ど
の
子
も
動
き
の
あ
る
人
物
が
描
け
る
よ
う
に
な
る
！

「
わ
く
わ
く
絵
の
れ
ん
習
ち
ょ
う
」（
正
進
社
）

描
き
方
の
手
順
が
分
か
る
か
ら
描
け
る
。
描
け
る
か
ら
楽
し
く
な
る
。

本ほ
ん

間ま

尚な
お

子こ

新
潟
県
新
発
田
市
立
猿
橋
小
学
校

　

二
年
生
の
ク
ラ
ス
に
、
い
わ
ゆ
る

「
頭
足
人
」
と
言
わ
れ
る
顔
か
ら
手

や
足
が
出
る
絵
を
描
く
Ａ
君
と
、

「
人
間
な
ん
て
描
け
な
い
。
絵
な
ん

て
大
嫌
い
」
と
言
う
Ｂ
君
が
い
た
。

描
け
な
い
か
ら
、
描
く
こ
と
を
嫌

が
っ
た
。
そ
こ
で
、「
わ
く
わ
く
絵

の
れ
ん
習
ち
ょ
う
」
を
使
っ
て
指
導

し
た
。
動
き
の
あ
る
人
物
や
、
手
の

描
き
方
の
手
順
が
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ

プ
で
示
さ
れ
、
実
際
に
描
き
な
が
ら

学
べ
る
テ
キ
ス
ト
だ
（
何
年
生
で
も

使
え
る
）。
こ
れ
を
使
っ
て
、
そ
の

通
り
に
指
導
し
た
ら
、
Ａ
君
も
Ｂ
君

も
動
き
の
あ
る
人
物
が
描
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。
二
人
の
「
上
手
に
で
き

た
！
」「
絵
が
好
き
に
な
っ
た
！
」

の
言
葉
を
聞
い
た
時
は
、
本
当
に
嬉

し
か
っ
た
。
先
日
は
、「
本
間
先
生

が
教
え
た
子
供
た
ち
は
、
自
由
自
在

に
動
き
の
あ
る
人
物
が
描
け
ま
す
」

と
、
現
担
任
か
ら
の
嬉
し
い
報
告
も

あ
っ
た
。
優
れ
た
教
材
は
、
素
敵
な

事
実
を
生
む
。
描
き
方
の
手
順
が
分

か
れ
ば
、

描
け
る
よ

う
に
な
る
。

描
け
る
よ

う
に
な
る

か
ら
、
描

く
こ
と
が

楽
し
く
な

る
。
お
薦

め
の
教
材

だ
。
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ビ
ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
材
で

子
供
の
発
達
を
促
す

最
強
の
脳
ト
レ
と
呼
ば
れ
る
ビ
ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
教
材
を
身
近
な
材
料
で
自
作
す
る
。

山
梨
県
立
か
え
で
支
援
学
校

武た
け

井い

恒
ひ
さ
し

り
、
そ
れ
に
伴
い
、
書
字
や
運
動
に

も
改
善
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

３
脳
ト
レ
ビ
ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
教
材
パ
ッ
ク
７

　

今
回
、
効
果
の
あ
っ
た
ビ
ジ
ョ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
材
を
七
つ
紹
介
す

る
。

①　

目
と
手
で
タ
ッ
チ

②　

握
り
棒

　
　③　

棒
輪
投
げ

④　

お
手
玉
タ
ッ
チ

⑤　

目
の
体
操

⑥　

転
が
し
卓
球

⑦　

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
キ
ャ
ッ
チ

ど
れ
も
身
近
な
材
料
で
、
す
ぐ
に

作
れ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
ぜ
ひ
、

作
成
し
、
試
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

〈
参
考
文
献
〉

大
阪
市
教
育
委
員
会
（
2
0
1
9
）

IUUQ���XXX�PDFD�KQ�DFOUFS�@SFTPVSDFT�
DPOUFOU�11��6�201�0�02�155300�QEG

ン
グ
は
、
大
脳
の
中
の
前
頭
葉
の
働

き
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
。
前
頭
葉
が
活
性
化
す
る
と
、

注
意
力
や
集
中
力
、
記
憶
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
な
ど
の
力
を
高
め
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
。
こ
れ
が
、「
ビ
ジ
ョ

ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
学
習
や
運
動

の
力
を
伸
ば
す
最
強
の
脳
ト
レ
」
と

も
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す

る
書
籍
や
教
材
は
、
様
々
な
も
の
が

市
販
さ
れ
て
い
る
。
私
は
そ
れ
ら
か

ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
い
く
つ
か
教
材

を
自
作
し
た
。
そ
し
て
、
自
作
し
た

教
材
を
用
い
て
、
特
別
支
援
学
級
の

子
供
た
ち
と
学
習
を
行
っ
た
。

最
初
は
、
目
を
ス
ム
ー
ズ
に
動
か

せ
な
い
子
が
多
か
っ
た
。
板
書
を
写

す
こ
と
に
苦
手
意
識
を
も
っ
て
い
た

り
、
動
き
が
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
り
し

て
い
た
。
そ
こ
で
、
ビ
ジ
ョ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
教
材
を
提
示
し
、
楽
し

み
な
が
ら
目
の
運
動
に
取
り
組
ん
だ
。

ど
の
教
材
を
提
示
し
て
も
、
子
供
た

ち
は
興
味
津
々
の
様
子
だ
っ
た
。

徐
々
に
目
の
動
き
も
ス
ム
ー
ズ
に
な

　

今
回
は
そ
の
中
で
も
「
も
の
」
に

注
目
す
る
。「
も
の
」
に
は
二
つ
の

支
援
の
側
面
が
あ
る
。

一
つ
は
、
物
の
位
置
を
決
め
る
整

理
整
頓
の
支
援
で
あ
る
。
例
え
ば
、

何
を
、
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
に
置
く

か
を
視
覚
的
に
伝
え
る
工
夫
な
ど
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
探
す
時
間
を

減
ら
し
、
学
習
を
効
率
的
に
進
め
る

効
果
が
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
教
材
・
教
具
を
活

用
す
る
支
援
で
あ
る
。

２
ビ
ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
材

　

教
材
・
教
具
の
活
用
で
は
、
ビ

ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
活
用
を
お

勧
め
し
た
い
。
ビ
ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ

１
環
境
づ
く
り
の
五
観
点

　

大
阪
市
教
育
委
員
会
が
、「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
の
た
め
の
環

境
整
備
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
を
発
行
し

て
い
る
。
特
別
支
援
が
必
要
な
子
に

限
ら
ず
、
全
て
の
子
供
に
よ
り
分
か

り
や
す
い
授
業
が
求
め
ら
れ
る
。
そ

の
基
盤
と
し
て
、
学
び
や
す
い
環
境

が
必
要
と
な
る
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に

は
次
の
五
つ
の
観
点
が
載
っ
て
い
る
。

１
情
報　

２
座
席　

３
予
定

４
ル
ー
ル　

５
も
の

DPQZ�GSFF

プϦϯτは、σδタϧɾ
τーΫϥイϯかΒμ΢ϯ
ϩードできます。

！ಋ๏授業が激変ࢦ5044 લઢ࠷
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ン
ド
を
付
け
て
同
じ
番
号
を
書
き
入

れ
る
。九

番
の
端
末
は
九
番
の
場

所
に
入
れ
、
九
番
の
コ
ー
ド
を

繋
ぐ

　

こ
の
よ
う
に
段
取
り
よ
く
効
率
的

な
し
く
み
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
、

端
末
導
入
期
に
は
必
要
な
の
で
あ
る

（
も
ち
ろ
ん
「
子
供
た
ち
に
相
談
さ

せ
た
り
」「
次
第
に
改
善
し
て
い
っ

た
り
」
と
い
う
方
法
も
あ
る
）。

　

で
は
、
端
末
を
戻
し
に
行
く
と
き

は
ど
う
か
。
端
末
を
戻
す
際
に
子
供

た
ち
が
一
斉
に
行
く
と
、
混
雑
が
起

こ
り
非
効
率
的
な
状
態
と
な
る
。

　

向
山
氏
は
体
育
の
な
わ
跳
び
授
業

の
最
後
に
「
好
き
な
と
び
方
を
十
回

や
っ
て
終
わ
り
」
と
指
示
を
し
て
、

効
率
的
に
子
供
た
ち
の
な
わ
忘
れ
を

防
い
だ
。

　

端
末
を
戻
す
場
面
も
、
向
山
実
践

を
応
用
す
る
と
、
段
取
り
よ
く
効
率

的
な
し
く
み
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

出
る
の
で
あ
る
。

　

電
源
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
か
ら
の
端
末

の
出
し
入
れ
を
例
に
取
ろ
う
。
た
っ

た
こ
れ
だ
け
で
も
、
作
る
べ
き
し
く

み
が
い
く
つ
も
あ
る
。

・
い
つ
端
末
を
取
り
に
い
く
か

・
電
源
コ
ー
ド
接
続
を
ど
う
す
る
か

・
い
つ
端
末
を
戻
す
の
か

段
取
り
よ
く
効
率
的
な
、
ど
の
よ

う
な
し
く
み
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

朝
の
支
度
が
終
わ
っ
た
子

か
ら
端
末
を
取
り
に
行
き
、

キ
ー
ボ
ー
島
※
を
や
っ
て
い
る
。

学
校
の
実
態
に

も
よ
る
が
、
こ
の

よ
う
な
し
く
み
が

あ
れ
ば
段
取
り
よ

く
効
率
的
に
子
供

た
ち
は
動
け
る
。

　

端
末
を
戻
す
と

き
も
同
様
で
あ
る
。

番
号
シ
ー
ル
を
貼
り
、

コ
ー
ド
に
結
束
バ

　

向
山
洋
一
氏
『
新
版　

学
級
を
組

織
す
る
法
則
』（
学
芸
み
ら
い
社
）

の
「
組
織
論
」
の
部
分
を
、「
一
人

一
台
端
末
」
や
「
学
校
」
に
置
き
換

え
て
リ
ラ
イ
ト
し
て
み
る
。

「
一
人
一
台
端
末
使
用
の
し
く

み
」
を
作
る
の
は
、
学
校
の
責

任
で
あ
る
。
む
ろ
ん
「
子
供
た

ち
に
相
談
さ
せ
た
り
」「
次
第

に
改
善
し
て
い
っ
た
り
」
と
い

う
方
法
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、

「
一
人
一
台
端
末
使
用
の
し
く

み
」
を
作
る
の
は
、
学
校
の
責

任
な
の
で
あ
る
。

も
の
の
見
事
に
、
一
人
一
台
端
末

導
入
の
今
の
状
況
に
当
て
は
ま
る
。

　

一
人
一
台
端
末
使
用
の
「
し
く
み

を
作
る
」
と
は
、「
段
取
り
」
と

「
効
率
性
」
で
あ
る
。
段
取
り
よ
く

効
率
的
に
行
う
か
ら
こ
そ
、
効
果
が

�ਓ�୆୺຤࢖༻ͷ
ʮ࢓૊ΈʯΛ੔͑Α͏
『学級を組織する法則』
は1人1台端末導入期にも
ピッタリあてはまる。

ས県ೆΞϧϓε市立མ߹小学校ࢁ

望
㇂ㆡ

月
ㆥㆌ

健
㆐㇓

GIGAスクール
端末１人１台時代の
指導術

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！
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を
出
す
。
一
通
り
め
く
っ
て
、
ま
た

褒
め
る
。
真
面
目
に
や
る
子
が
だ
ん

だ
ん
増
え
て
い
く
。
好
循
環
が
生
ま

れ
る
。
そ
う
し
て
少
し
ず
つ
、
全
体

へ
の
波
及
効
果
が
生
ま
れ
る
。

　

授
業
開
始
時
に
、「
座
り
な
さ
い
」

「
静
か
に
し
な
さ
い
」
と
言
っ
た
態

度
指
導
を
入
れ
る
必
要
が
な
く
な
る
。

　

教
師
も
子
供
も
暗
く
な
ら
な
い
、

明
る
く
な
る
。
元
気
に
な
る
教
材
だ
。

　

第
三
に
、
有
名
詩
文
の
暗
唱
だ
。

　

中
で
も
、『
中
高
生
の
た
め
の
暗

唱
詩
文
集
』（
教
育
技
術
研
究
所
）

が
お
薦
め
だ
。
詳
し
い
指
導
の
手
引

き
も
あ
る
。

　

私
が
今
ま
で
担
任
し
た
中
で
も
、

や
ん
ち
ゃ
坊
主
、
や
ん
ち
ゃ
ガ
ー
ル

が
熱
中
す
る
の
が
暗
唱
だ
。
暗
唱
熱

中
モ
ー
ド
に
入
る
と
、
自
然
と
家
で

も
唱
え
る
よ
う
に
な
る
。
保
護
者
も
、

子
供
が
自
ら
勉
強
し
て
い
る
と
嬉
し

く
な
る
。
保
護
者
か
ら
も
褒
め
ら
れ

る
。
子
供
が
更
に
や
る
よ
う
に
な
る
。

教
師
も
、
子
供
や
保
護
者
か
ら
喜
び

の
声
を
聞
く
よ
う
に
な
る
。

が
実
現
で
き
る
。

　
二
　
自
ず
と
元
気
に
な
る
教
材

　

第
一
に
あ
げ
る
の
が
、「
五
色
百

人
一
首
」
だ
。
左
に
記
す
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か

ら
ア
ク
セ
ス
す
る
と
、
指
導
の
手
引

き
や
動
画
を
参
照
で
き
る
。

　

五
色
百
人
一
首　

手
引
書
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
と
指
導
動
画

https://w
w
w
.tiotoss.jp/user_

data/2021tebiki.php

　

第
二
に
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
だ
。

　

教
育
技
術
研
究
所
の
も
の
が
お
す

す
め
。

https://w
w
w
.tiotoss.jp

　

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
た
ら
す
ぐ
に
授

業
を
始
め
、
巻
き
込
む
こ
と
が
で
き

る
。
全
員
集
ま
っ
て
い
な
く
て
も
始

め
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

授
業
始
め
に
ダ
ラ
ダ
ラ
し
て
い
る

子
供
も
、
テ
ン
ポ
よ
く
進
め
て
い
く

こ
と
で
、
巻
き
込
ん
で
い
け
る
。

　

ど
ん
な
ク
ラ
ス
で
も
、
真
面
目
に

声
を
出
し
て
い
る
子
供
が
い
る
。

　

そ
の
子
を
す
か
さ
ず
褒
め
る
。

　

次
に
褒
め
て
も
ら
い
た
い
子
が
声

一
　
学
校
は
楽
し
い
所
と
暗
示

　

学
校
は
、
楽
し
い
所
だ
と
子
供
に

思
わ
せ
た
ら
、
教
師
の
仕
事
は
成
功

だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

子
供
に
と
っ
て
、
学
校
が
楽
し
い

場
所
で
あ
れ
ば
、
子
供
か
ら
も
、
保

護
者
か
ら
も
、
感
謝
さ
れ
る
。

　

教
師
も
、
感
謝
さ
れ
る
と
、
教
師

と
い
う
仕
事
自
体
に
「
や
り
が
い
」

を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。

　

教
師
と
子
供
。
子
供
と
子
供
同
士

に
好
循
環
が
生
ま
れ
る
。

　

学
校
が
楽
し
い
場
所
だ
と
思
わ
せ

る
秘
訣
は
、
授
業
の
中
で
、

教
師
が
、
楽
し
い
こ
と
を
楽
し

そ
う
に
す
る
こ
と
に
尽
き
る
。

　

学
校
生
活
の
大
半
を
占
め
る
授
業

が
楽
し
い
こ
と
が
一
番
だ
。

　

子
供
が
楽
し
い
と
思
え
る
に
は
、

・
シ
ン
プ
ル
で
わ
か
り
や
す
い
。

・
変
化
の
あ
る
繰
り
返
し
が
あ
る
。

・
自
ら
も
っ
と
知
ろ
う
と
思
え
る
。

こ
と
が
肝
心
だ
。

　

教
師
の
指
示
↓
行
動
↓
評
価
（
激

励
）
の
サ
イ
ク
ル
を
回
す
こ
と
が
大

切
だ
。
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
優
れ
た

教
材
が
あ
る
。
優
れ
た
教
材
を
使
う

と
、
楽
し
く
、
わ
か
り
や
す
い
授
業

͸ָ͍͠ॴߍֶ
優れた教材を使って、
子供を巻き込んでいく。

େࡕ෎஑ా市立ਇ野小学校

原
ㆯ㇉

田
ㆠ

朋
と㇂

哉
㇄

子供も教師も
元気に名なる
学級経営のコツ
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②
左
上
の
「
＋
作
成
」
か
ら

「
課
題
」
を
ク
リ
ッ
ク

③
「
タ
イ
ト
ル
」
と
「
課
題
の

詳
細
（
省
略
可
）」
を
入
力

④
「
課
題
の
詳
細
」
の
下
の

「
＋
作
成
」
か
ら
「
フ
ォ
ー

ム
」
を
ク
リ
ッ
ク

⑤
フ
ォ
ー
ム
を
作
成
す
る

⑥
フ
ォ
ー
ム
が
で
き
た
ら
ク
ラ

ス
ル
ー
ム
に
戻
り
、
右
上
の

「
課
題
の
作
成
」
を
ク
リ
ッ
ク

　

こ
れ
で
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
に

「
課
題
」
が
流
れ
る
。
↓

児
童
生
徒
が
ア
ン
ケ
ー
ト

に
答
え
る
と
自
動
で
「
完

了
」
が
マ
ー
ク
さ
れ
る
。

　

す
る
と
、「
教
師
」
は
、

左
の
よ
う
に
、
提
出
状
況

を
確
認
で
き
る
。
←

の
を
作
っ
て
行
え
ば
よ
い
。
集
計
が

一
気
に
楽
に
な
る
。

　

ま
た
、
研
究
授
業
前
の
教
科
に
関

す
る
児
童
生
徒
の
実
態
調
査
に
も
使

え
る
。
算
数
の
レ
デ
ィ
ネ
ス
テ
ス
ト

な
ど
は
、
紙
に
計
算
さ
せ
、
答
え
を

パ
ソ
コ
ン
に
入
力
さ
せ
る
手
も
あ
る
。

２　

提
出
管
理
は
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
で

Google

の
ア
カ
ウ
ン
ト
が
配
ら
れ

た
学
校
で
は
、Google

ク
ラ
ス
ル
ー

ム
が
使
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
と

フ
ォ
ー
ム
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

　

誰
が
出
し
て
、
誰
が
出
し
て

い
な
い
か

を
一
目
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

や
り
方
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
こ

の
方
法
を
使
え
る
の
は
、
そ
の
ク
ラ

ス
ル
ー
ム
の
「
教
師
」
だ
け
で
あ
る
。

「
教
師
」
は
複
数
設
定
で
き
る
）。

①
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
の
メ
イ
ン
画

面
の
上
部
「
授
業
」
を
ク

リ
ッ
ク

２　

提
出
管
理
は
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
で

　

一
人
一
台
、
パ
ソ
コ
ン
が
配
ら
れ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、Google

フ
ォ
ー

ム
を
使
え
ば

　

情
報
収
集
と
集
計

の
時
間
が
一
気
に
短
縮
さ
れ
る
※
。

さ
ら
に
、Google

ク
ラ
ス
ル
ー
ム

と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で

　

提
出
の
確
認

も
簡
単
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
下
に
、
詳
し
く
述
べ
る
。

１　

ど
ん
な
こ
と
に
使
え
そ
う
か

Google

フ
ォ
ー
ム
は
ど
ん
な
こ
と

に
使
え
そ
う
か
。

１　

ど
ん
な
こ
と
に
使
え
そ
う
か

【
児
童
生
徒
に
対
し
て
】

生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
各
種

　

ア
ン
ケ
ー
ト

　

研
究
授
業
前
の
実
態
調
査

【
教
職
員
】

　

各
種
ア
ン
ケ
ー
ト

　

学
校
評
価
の
自
己
評
価

【
保
護
者
】

　

授
業
参
観
等
の
感
想

　

学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

　

面
談
の
希
望
時
間

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
申
し
込
み

　

も
し
、
教
育
委
員
会
か
ら
紙
ベ
ー

ス
で
ア
ン
ケ
ー
ト
が
来
た
時
は
、

Google

フ
ォ
ー
ム
で
同
じ
内
容
の
も

(PPHMFϑΥʔϜ
Λ࣌ܭूͯͬ࢖
ؒΛҰؾʹ୹ॖ
Googleクラスルームと組
み合わせることで、提出
確認も簡単になる。

ਆಸ઒県େ࿨市立૲༄小学校

小
㆓

塚
ㆥㆉ

祐
㇆う

爾
㆘

クラウドを活用した
時間短縮の仕事術

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！
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く
っ
た
と
き
は
、
勤
務
校
の
公
開
授

業
で
公
開
し
、
授
業
技
量
検
定
で
授

業
を
発
表
し
た
（
一
四
級
留
置
）。

④
T
O
S
S－

Ｓ
Ｎ
Ｓ
ダ
イ
ア
リ
ー

で
ヒ
ン
ト
を
も
ら
う
。

　

ホ
ル
ス
ト
・
ル
ッ
ツ
『
ラ
イ
フ
キ

ネ
テ
ィ
ッ
ク
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

社
）
の
感
想
を
ダ
イ
ア
リ
ー
に
書
い

た
と
こ
ろ
、
鈴
木
恭
子
氏
か
ら
「
お

薦
め
の
本
で
す
！
」
と
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
い
た
。

　

そ
れ
な
ら
と
い
う
こ
と
で
「
ラ
イ

フ
キ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
」
の
授
業
を
つ

く
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
い
う
ふ

う
に
し
て
、
テ
ー
マ
が
決
ま
る
こ
と

も
あ
る
（
一
二
級
昇
級
）。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
自
分
一
人
で

何
と
か
し
よ
う
と
は
し
な
い
こ
と
だ
。

サ
ー
ク
ル
へ
行
っ
て
、
模
擬
授
業
を

し
て
、
人
と
多
く
話
し
て
い
る
う
ち

に
、
テ
ー
マ
は
決
ま
っ
て
く
る
。
み

ん
な
そ
う
し
て
、
新
し
い
授
業
を
つ

く
っ
て
い
る
の
だ
か
ら

②
そ
の
ま
ま
追
試
で
き
な
い
も
の
を

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
の
授
業
を
追
試
し
た

い
が
、
正
確
に
追
試
で
き
な
い
ケ
ー

ス
が
あ
る
。
教
科
書
が
新
し
く
な
っ

て
い
た
り
、
勤
務
校
の
教
科
書
が
別

会
社
の
も
の
だ
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス

で
あ
る
。

　

こ
う
い
う
時
は
ガ
ッ
カ
リ
し
な
く

て
い
い
。
む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

　

な
ぜ
な
ら
「
◯
◯
氏
の
教
科
書
Ａ

の
授
業
を
教
科
書
Ｂ
で
実
践
す
る
と

し
た
ら
、
こ
こ
を
こ
う
変
え
る
！
」

と
〈
主
張
〉
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
で
あ
る
。

　

私
は
、
授
業
技
量
検
定
を
受
け
始

め
た
こ
ろ
は
、
こ
の
や
り
方
で
授
業

を
つ
く
っ
て
い
た
。

③
勤
務
校
の
研
究
テ
ー
マ
に
合
わ
せ

た
提
案
を
す
る
。

　

勤
務
校
が
「
道
徳
」
を
研
究
テ
ー

マ
に
し
て
い
る
と
き
は
、
道
徳
の
授

業
を
つ
く
れ
ば
い
い
。

　

私
が
「
ピ
カ
ソ
」
の
授
業
を
つ

「
授
業
技
量
検
定
用
の
授
業
の
テ
ー

マ
の
探
し
方
が
分
か
ら
な
い
。
後
藤

先
生
は
ど
ん
な
ふ
う
に
テ
ー
マ
を
探

し
て
い
る
の
で
す
か
」

　

学
生
が
相
談
し
て
く
る
。
要
す
る

に
、
自
分
が
思
い
付
く
テ
ー
マ
は
既

に
誰
か
が
と
り
上
げ
て
し
ま
っ
て
い

て
、
だ
か
ら
テ
ー
マ
が
決
ま
ら
な
い

と
言
う
の
で
あ
る
。

　

同
様
の
悩
み
は
、
授
業
技
量
検
定

を
受
け
始
め
た
人
の
多
く
が
も
っ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

　

私
は
ど
う
し
て
き
た
か
。

　

次
の
よ
う
に
し
て
き
た
。

①
高
段
者
の
先
生
方
の
授
業
パ
タ
ー

ン
を
使
っ
て
み
る
。

　

ま
ず
は
高
段
者
の
先
生
方
の
授
業

を
数
多
く
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。
数

多
く
受
け
て
い
る
と
、
情
報
の
並
べ

方
、
授
業
の
組
み
立
て
方
に
パ
タ
ー

ン
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。

　

こ
の
パ
タ
ー
ン
を
「
別
の
情
報
で

応
用
で
き
な
い
か
」
と
考
え
る
の
で

あ
る
。

　

私
は
か
つ
て
、
千
葉
雄
二
氏
の

「
西
瓜
図
」（
北
斎
）
の
授
業
パ
タ
ー

ン
を
使
っ
て
、
絵
画
を
読
み
解
く

「
雪
月
花
」
の
授
業
を
つ
く
っ
た
こ

と
が
あ
る
（
二
二
級
昇
級
）。

ςۀఆ༻ͷतݕ
ʔϚͷώϯτは͋
ͪ͜ ͪʹ Δ͋ʂ
にଅ͞Εながら、तگ͸ঢ়ࢲ
ͷςʔϚۀఆ༻ͷतݕྔٕۀ
をܾめて͖た。
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藤
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TOSS授業技量検定
に挑戦！
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T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6,380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
中な

か
　た
に谷

康や
す
　ひ
ろ博

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イϥスτɿ୩Ԭ�૱ඒ

公
務
災
害
の
申
請
は
ど
ん
な
場
合
に

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か

学
習
発
表
会
が
終
わ
り
、
片
付

け
で
手
を
挟
み
、
出
血
を
し
ま
し

た
。
そ
の
上
、
ひ
ど
く
捻
挫
も
し

て
お
り
、
治
療
費
も
随
分
か
か
り

そ
う
で
す
。
念
の
た
め
に
病
院
で
、

手
当
て
を
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

通
院
加
療
二
週
間
の
診
断
書
が
出

ま
し
た
。

片
付
け
作
業
は
、
昼
の
休
憩
時

間
に
、
自
主
的
に
数
人
の
先
生
た

ち
と
や
っ
て
い
て
、
管
理
職
は
、

知
り
ま
せ
ん
。

こ
う
い
う
場
合
も
、
公
務
災
害

を
申
請
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

る
こ
と
な
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も
で
き
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
管
理
職
の
中
に
は
、

公
務
災
害
の
申
請
を
あ
ま
り
進
ん
で
や

り
た
が
ら
な
い
人
も
い
ま
す
。

同
じ
公
務
員
で
も
、
消
防
署
の
よ
う

に
、
ほ
ぼ
毎
日
と
言
っ
て
い
い
ぐ
ら
い

頻
繁
に
公
務
災
害
を
申
請
し
て
い
る
事

例
も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
学
校
で

怪
我
な
ど
の
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
、

公
務
災
害
を
申
請
す
る
の
は
、
決
し
て
、

躊
躇
す
べ
き
事
柄
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

公
務
災
害
の
申
請
は
、
申
請
か
ら
二

週
間
以
内
な
ど
と
期
間
が
条
例
で
決
め

ら
れ
て
い
る
地
方
も
あ
り
ま
す
。

公
務
災
害
の
申
請
用
紙
は
、
学
校
に

な
け
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
も

あ
り
ま
す
。
病
院
で
発
行
し
て
も
ら
っ

た
診
断
書
を
添
付
し
て
、
校
長
に
サ
イ

ン
、
捺
印
を
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

治
療
期
間
は
、
怪
我
の
具
合
に
よ
っ

て
は
見
通
せ
な
い
の
で
、
申
請
後
に
治

療
期
間
を
延
長
し
た
診
断
書
を
出
す
こ

と
も
で
き
ま
す
。

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
、
次
号
。

保
護
者
か
ら
次
の
よ
う
な
相
談

が
あ
り
ま
し
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
を
使
っ
て
、
自

分
の
子
供
の
運
動
会
の
写
真
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
勝
手
に
ア
ッ
プ

さ
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
保
護
者
と
家
族
に
と
っ
て
は
、

ア
ッ
プ
し
て
ほ
し
く
な
い
写
真
だ
っ

た
の
で
、
厳
重
に
抗
議
を
し
て
、
写

真
デ
ー
タ
を
削
除
し
て
も
ら
っ
た

そ
う
で
す
が
、
写
真
が
他
に
出
回
っ

て
い
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

こ
う
い
う
場
合
に
学
校
か
ら
の

手
立
て
は
何
も
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

公
務
災
害
の
申
請
は
、
職
務
に
関
す

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例
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以
前
の
私

「
自
分
が
や
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
欲
し

か
っ
た
ら
、
学
年
の
仕
事
バ
リ
バ
リ
や
ら
な
い

と
ね
」
三
年
目
、
あ
る
日
の
職
員
室
で
教
務
主

任
に
言
わ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
私
は
、「
自
分

の
学
級
さ
え
良
け
れ
ば
い
い
」
思
い
か
ら
「
五

色
百
人
一
首
」（
教
育
技
術
研
究
所
）
や
「
懇

談
会
で
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
」
を
自
学
級
の
み

で
や
っ
て
い
た
。
子
供
た
ち
か
ら
も
保
護
者
か

ら
も
支
持
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
勤
務
校
で

は
「
何
で
も
足
並
み
を
揃
え
る
」
意
識
が
と
て

も
強
い
。
そ
の
た
め
、
一
人
だ
け
違
う
こ
と
を

し
て
い
る
私
は
完
全
に
浮
い
た
存
在
だ
っ
た
。

「
出
る
杭
」
と
化
し
て
い
た
私
は
、
徐
々
に

「
打
た
れ
る
」
こ
と
に
な
る
（
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
実
践

を
封
じ
ら
れ
て
い
く
）。

ポ
イ
ン
ト
１　

学
年
・
学
校
の
仕
事
で
ベ
ス

ト
を
尽
く
す

例
え
ば
、「
学
年
便
り
」
の
作
成
。
作
成
し

た
も
の
を
「
起
案
」
し
、「
修
正
」。
以
前
の
私

な
ら
ば
、
こ
こ
ま
で
し
か
し
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
五
十
点
。
あ
と
の
五

十
点
は
ど
う
す
る
か
。
そ
れ
は
子
供
た
ち
に

「
配
付
」
す
る
だ
け
の
状
態
に
し
て
お
く
こ
と
。

つ
ま
り
印
刷
を
学
年
の
児
童
数
分
や
っ
て
お
く

の
だ
。
こ
こ
ま
で
が
「
学
年
便
り
の
作
成
」
と

い
う
仕
事
で
あ
る
。

他
に
も
私
は
左
記
の
こ
と
を
し
て
い
る
。
こ

れ
も
「
当
た
り
前
」
の
こ
と
だ
。

①
重
た
い
荷
物
を
運
ぶ
。

②
副
教
材
は
数
を
数
え
て
、
ク
ラ
ス
の
人
数
分

に
分
け
て
お
く
。

③
お
茶
を
入
れ
る
。

④
全
ク
ラ
ス
分
の
廊
下
の
窓
の
開
け
閉
め
。

こ
れ
だ
け
で
も
か
な
り
違
う
。
見
て
い
る
人

は
必
ず
い
る
。「
い
つ
も
、
あ
り
が
と
う
」
こ

う
言
わ
れ
た
ら
、
か
な
り
「
信
頼
」
ポ
イ
ン
ト

が
高
ま
っ
て
い
る
と
思
っ
て
間
違
い
な
い
。

ポ
イ
ン
ト
２　

得
意
分
野
で
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
の
仕
事
を
す
る

　

私
は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
学
ん
で
い
る
お
か
げ
で
学

校
で
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
作
業
は
か
な
り
速

く
正
確
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
仕
事
を
引
き
受
け
る
。
例

え
ば
、
保
護
者
会
で
流
す
「
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
」
の
作
成
だ
。
学
年
に
は
こ
の
よ
う
な

作
業
が
苦
手
な
方
が
必
ず
い
る
。「
や
っ
て
お

き
ま
す
よ
♪
」
明
る
い
感
じ
で
、
そ
の
方
の
代

わ
り
に
引
き
受
け
る
。
今
年
度
は
学
年
三
ク
ラ

ス
分
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
（
十
分
程
度
）
を
全

て
私
が
作
成
し
た
。

二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
心
が
け
、
信
頼
を
得
た
。

だ
か
ら
、
の
び
の
び
と
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
実
践
が
で

き
て
い
る
。

並な
み

木き

友と
も

寛ひ
ろ

千
葉
県
我
孫
子
市
立
根
戸
小
学
校

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
実
践
を
現
場
で

の
び
の
び
と
や
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
２

学
級
経
営
よ
り
も
、
同
僚
や
上
司
は
「
こ
こ
」
を
見
て
い
る
。
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長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校

新
た
に
創
出
さ
れ
る
「
休
日
」
に

教
師
修
業
を
す
る
文
化
を

部
活
動
の
在
り
方
が
根
本
か
ら
変
わ
る
。
部
活
指
導
の
な
い
休
日
が
増
え
る
。
そ
の
時
間
を
主

体
変
容
の
た
め
の
学
習
に
充
て
る
教
師
を
育
て
る
こ
と
も
ま
た
、
私
た
ち
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
大
切
な

活
動
で
あ
る
。

二
十
年
間
、
ほ
ぼ
全
て
の
休
日
を
セ
ミ
ナ
ー

と
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
活
動
、
自
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
、
そ

し
て
部
活
指
導
に
費
や
し
て
き
た
。

こ
こ
数
年
間
は
文
部
科
学
省
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
、

県
教
委
の
指
示
で
、
土
日
ど
ち
ら
か
の
部
活
指

導
を
休
み
に
す
る
こ
と
が
ル
ー
ル
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
元
々
私
は
新
卒
以
降
今
日
に
至

る
ま
で
、
土
日
両
方
を
部
活
指
導
に
注
ぐ
こ
と

を
意
図
し
て
避
け
て
き
た
。
ど
ち
ら
か
は
セ
ミ

ナ
ー
等
、
ど
ち
ら
か
は
部
活
指
導
と
し
て
き
た
。

そ
の
根
本
に
は
向
山
洋
一
氏
の
指
導
が
あ
る
。

両
日
と
も
に
セ
ミ
ナ
ー
や
大
切
な
会
議
、
活

動
等
が
入
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の

場
合
は
早
朝
に
部
活
指
導
を
し
て
か
ら
出
向
い

た
り
、
会
議
後
に
指
導
の
場
に
直
行
し
た
り
す

る
な
ど
の
工
夫
を
重
ね
た
。
正
直
、
何
度
と
な

く
大
変
な
思
い
を
し
た
。
そ
れ
で
も
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

の
活
動
を
縮
小
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
逆

だ
。
年
々
加
速
度
的
に
増
や
し
て
き
た
。

し
っ
か
り
と
生
徒
を
休
ま
せ
、
限
ら
れ
た
時

間
で
練
習
を
さ
せ
、
そ
の
う
え
で
結
果
を
出
す
。

こ
れ
が
二
十
年
間
変
わ
ら
な
い
私
の
方
針
で
あ

る
。
こ
れ
で
、
日
本
一
の
レ
ベ
ル
を
誇
る
埼
玉

県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で
ベ
ス
ト
８
に
入
っ
た
の
を

皮
切
り
に
、
東
日
本
大
会
二
位
、
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
準
優
勝
、
学
総
体
関
東
大
会
出
場
権
獲
得
等

の
成
果
を
出
し
て
き
た
。
全
中
優
勝
校
と
の
試

合
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
ペ
ア
と

の
試
合
等
も
実
現
さ
せ
て
き
た
。

国
の
方
針
ど
お
り
に
活
動
し
て
成
果
を
上
げ

る
チ
ー
ム
の
存
在
が
重
要
だ
。
素
人
集
団
が
力

を
付
け
て
い
く
。
経
験
者
チ
ー
ム
を
凌
駕
し
て

い
く
。
そ
う
い
う
事
実
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

実
際
に
、「
あ
な
た
の
チ
ー
ム
が
心
の
支
え
に
な
っ

て
い
る
」
と
評
さ
れ
た
経
験
は
十
指
に
余
る
。

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
事
実
が
生
ま
れ
る
の
か
。

向
山
氏
に
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
達
に
ひ
た
す
ら
学

ん
で
き
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
休
日
の
時
間

を
ひ
た
す
ら
教
師
修
業
に
費
や
し
、
授
業
力
を

中
核
と
し
た
、
教
師
の
総
合
力
を
高
め
た
の
だ
。

平
日
も
休
日
も
、
た
だ
部
活
指
導
に
没
頭
し
て

き
た
と
し
た
ら
、
目
の
前
の
事
実
は
絶
対
に
生

ま
れ
て
い
な
い
。

今
、
部
活
動
の
在
り
方
が
根
本
的
に
見
直
さ

れ
て
い
る
。
数
年
後
を
目
途
に
、
教
員
の
職
務

か
ら
除
外
さ
れ
る
の
は
確
実
だ
。「
生
徒
指
導
が

不
安
だ
」
と
い
う
声
が
あ
る
。
気
持
ち
は
分
か

る
が
本
末
転
倒
だ
。
教
育
課
程
内
の
営
み
に
よ
っ

て
、
私
た
ち
は
目
の
前
の
子
供
を
伸
ば
す
の
だ
。

新
た
に
創
出
さ
れ
る
時
間
の
一
部
を
、
教
師

修
業
に
活
用
す
る
。
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
生
み
出

し
、
燎り

ょ
う

原げ
ん

の
火
の
如
く
拡
大
し
て
い
く
の
が

私
た
ち
の
使
命
だ
。
そ
の
努
力
を
心
あ
る
仲
間

た
ち
と
共
に
、
精
一
杯
の
力
で
形
に
し
て
い
く
。

実践日誌圧倒的
長谷川博之の

授業技量向上の法則
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Ｂ
国
語
科
で
比
較
的
よ
く
使
う
「
作

業
指
示
」
の
例

Ⅰ
教
材
文
を
音
読
す
る
場
面
で
比
較

的
よ
く
使
う
作
業
指
示
の
例

（
ア
）先
生
の
後
に
つ
い
て
読
み
ま
す
。

（
イ
）先
生
と
み
ん
な
で
交
代
読
み
を

し
ま
す
。
先
生
が
先
、
み
ん
な

が
後
。

（
ウ
）み
ん
な
が
先
、
先
生
が
後
で
読

み
ま
す
。

（
エ
）男
女
で
交
代
読
み
を
し
ま
す
。

男
の
子
が
先
、
女
の
子
が
後
。

（
オ
）女
の
子
が
先
、
男
の
子
が
後
で

読
み
ま
す
。

（
カ
）Ａ
グ
ル
ー
プ
と
Ｂ
グ
ル
ー
プ
で

交
代
読
み
を
し
ま
す
。
Ａ
が
先
、

Ｂ
が
後
。

（
キ
）Ｂ
が
先
、
Ａ
が
後
で
読
み
ま
す
。

（
ク
）列
ご
と
に
交
代
で
読
み
ま
す
。

（
ケ
）全
員
で
声
を
そ
ろ
え
て
読
み
ま

す
。

（
コ
）一
文
交
代
読
み
を
し
ま
す
。
先

生
が
先
、
み
ん
な
が
後
。

（
つ
づ
く
）

（
ク
）隣
の
お
友
達
と
ノ
ー
ト
を
交
換

し
な
さ
い
。

（
ケ
）１
０
０
点
だ
っ
た
人
、
手
を
挙

げ
な
さ
い
。

（
以
上
）

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
て
列
挙
し
て
み
る
と
、

「
あ
あ
、
こ
の
指
示
は
よ
く
使
っ
て

い
る
な
」

と
い
う
も
の
や
、

「
あ
あ
、
そ
う
い
え
ば
こ
う
い
う
指

示
も
あ
る
な
あ
。
今
度
使
っ
て
み
よ

う
」

と
思
え
る
も
の
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
考

え
さ
せ
ら
れ
る
。

自
分
の
授
業
が
ど
う
も
活
発
じ
ゃ

な
い
な
、
な
に
か
沈
ん
で
い
る
な
、

と
思
う
よ
う
な
ら
、
そ
の
多
く
の
場

合
は
適
切
な
作
業
指
示
が
欠
如
し
て

い
る
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。

逐
語
録
を
取
れ
ば
分
か
る
。

続
い
て
、
国
語
も
紹
介
し
よ
う
。

◆　

◆　

◆

　

算
数
科
で
比
較
的
よ
く
使
う
「
作

業
指
示
」
の
続
き
で
あ
る
。

Ⅲ
類
題
や
練
習
問
題
を
解
く
場
面
で

比
較
的
よ
く
使
う
作
業
指
示
の
例

（
ア
）さ
っ
き
の
例
題
で
習
っ
た
の
と

同
じ
方
法
で
解
き
な
さ
い
。

（
イ
）周
り
の
人
と
相
談
し
な
さ
い
。

（
ウ
）そ
の
場
に
立
っ
て
発
表
し
ま
す
。

（
エ
）○
列
目
の
人
、
全
員
起
立
。
発

表
し
た
ら
座
り
な
さ
い
。

（
オ
）同
じ
意
見
だ
っ
た
人
は
座
り
な

さ
い
。

（
カ
）他
に
言
い
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば

発
表
し
な
さ
い
。

（
キ
）で
き
た
人
は
ノ
ー
ト
を
持
っ
て

来
な
さ
い
。（
◯
を
付
け
て
あ

げ
る
）

Ⅳ
答
え
合
わ
せ
な
ど
を
す
る
場
面
で

比
較
的
よ
く
使
う
作
業
指
示
の
例

（
ア
）○
で
囲
み
な
さ
い
。

（
イ
）線
で
結
び
な
さ
い
。

（
ウ
）赤
鉛
筆
で
○
を
付
け
な
さ
い
。

（
エ
）そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
写
し
な
さ

い
。

（
オ
）○
番
ま
で
解
い
た
ら
ノ
ー
ト
を

持
っ
て
来
な
さ
い
。（
◯
を
付

け
て
あ
げ
る
）

（
カ
）黒
板
（
ボ
ー
ド
）
に
書
き
な
さ

い
。

（
キ
）答
え
合
わ
せ
を
し
ま
す
。
赤
鉛

筆
を
持
ち
な
さ
い
。

授業のベーシックス
キル７
「作業指示」④
લ߸͔Βʮࢉ਺ՊͰൺֱతΑ
ʯΛ঺հͯࣔ͠ࢦۀ࡞͏࢖͘
͍Δɻશ෦Ͱ��ఔ౓ͨ͛ڍɻ
΋ͪΖΜଞʹ΋ͨ͘͞Μ͋Δ
ͩΖ͏ɻେ੾ͳ͜ͱ͸ɺ͜͏
Λࣗ਎Ͱ΋ͯ͠ΈΔۀ࡞ͨ͠
͜ͱͩɻ

授業の
ベーシックスキル
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二
〇
二
〇
年
二
月
か
ら
音
声
Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
」
を
試
し
て
い
る
。
平
日
二
一
時
か

ら
一
時
間
程
度
、
自
分
の
「
ク
ラ
ブ
」
を
設
け

て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
は
【
夜
の
職
員
室
】
で
あ

る
。
誰
で
も
入
れ
る
の
で
、
訪
れ
た
方
々
と
自

由
に
話
し
て
い
る
。
ラ
イ
ブ
配
信
の
み
可
能
で
、

録
音
は
禁
止
。
話
す
相
手
も
指
定
出
来
る
。

　

取
り
あ
え
ず
テ
ー
マ
が
あ
っ
た
方
が
話
し
や

す
い
。
そ
こ
で
、
取
り
あ
え
ず
は
本
連
載
で
も

取
り
上
げ
た
「
学
校
の
四
悪
」
を
短
期
テ
ー
マ

に
し
た
。
曜
日
別
に
項
目
も
決
め
た
。
月
曜
は

「
宿
題
」、火
曜
は
「
忘
れ
物
」、水
曜
は
「
給
食
」、

木
曜
は
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
」、
金
曜
は
「
今
週
の
ワ
ー

ス
ト
指
導
」
で
あ
る
。
思
っ
た
通
り
、
訳
の
分

か
ら
な
い
「
指
導
」
が
山
ほ
ど
話
題
に
な
る
。

　

教
師
だ
け
で
は
な
く
、
保
護
者
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
等
）
も
入
っ
て
来
る
。
連
夜
、
話
は
尽
き
な

い
。
二
月
で
一
番
凄
か
っ
た
の
は
「
給
食
」
の

馬
鹿
げ
た
指
導
で
あ
る
。
常
軌
を
逸
し
て
い
る
。

指
導
し
て
い
る
教
師
（
学
校
）
は
考
え
が
マ
ヒ

し
て
い
る
の
だ
。
自
分
達
の
や
っ
て
い
る
事

（
の
酷
さ
）
が
、
ま
る
で
分
か
っ
て
い
な
い
。

　

例
え
ば
、
給
食
時
間
に
食
べ
終
わ
ら
な
い
子
。

食
の
細
い
子
は
残
し
て
良
い
し
、
ゆ
っ
く
り
食

べ
て
良
い
学
校
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
中

に
は
滅
茶
苦
茶
な
教
師
も
存
在
す
る
。

　

給
食
が
遅
い
子
は
、
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ

ト
を
外
し
て
雑
巾
の
上
で
食
べ
さ
せ
る
。

　

こ
れ
は
人
間
と
し
て
や
っ
て
は
い
け
な
い
事

だ
。「
罰
を
与
え
る
」「
恥
を
か
か
せ
る
」
そ
ん

な
事
で
子
供
が
動
く
と
思
っ
て
い
る
。
告
訴
し

て
教
育
界
か
ら
追
放
し
た
方
が
良
い
。
悪
魔
の

所
業
で
あ
る
。
絶
対
に
許
せ
な
い
。

　

子
供
に
牛
乳
の
紙
パ
ッ
ク
を
洗
わ
せ
る
。

　

こ
れ
は
私
も
見
た
事
が
あ
る
。
何
の
意
味
も

無
い
。
無
駄
な
作
業
だ
し
、
牛
乳
そ
の
も
の
を

選
択
拒
否
可
能
に
し
な
け
れ
ば
駄
目
だ
。

　

し
か
し
、
こ
れ
も
上
に
は
上
が
居
る
。

　

極
悪
教
師
だ
。

　

日
直
に
、
昼
休
み
を
使
っ
て
全
員
分
の

牛
乳
の
紙
パ
ッ
ク
を
洗
わ
せ
る
。

　

学
校
全
体
で
こ
れ
を
や
っ
て
い
る
と
言
う
。

校
長
に
異
議
申
し
立
て
を
す
る
と
「
こ
れ
ま
で

や
っ
て
来
た
事
だ
か
ら
」
と
涼
し
い
顔
。
前
例

通
り
・
横
並
び
大
好
き
が
業
界
の
常
だ
が
、
子

供
の
人
権
を
何
だ
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

完
全
に
頭
が
お
か
し
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
学
校
現
場
に
蔓は

び

こ延
る
人
権
無
視
の
悪
魔
的
指
導

学
校
に
は
悪
魔
の
如
き
極
悪
教
師
が
巣
喰
っ
て
い
る
。
勉
強
し
て
い
る
仲
間
と
一
緒
だ
と
、
気
付
か
な
い

こ
と
も
多
い
。
客
観
的
に
普
通
の
教
師
が
や
っ
て
い
る
事
を
見
る
と
、
し
ば
し
ば
愕
然
と
す
る
。
学
校
が

荒
れ
る
、
子
供
が
壊
れ
る
。
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
当
然
だ
。
行
政
の
指
導
も
、
教
師
の
指
導
も
、
あ
る
意

味
で
お
か
し
い
か
ら
だ
。

Ｔ
‐
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
（
元
長
崎
県
教
諭
）

伴ば
ん

一か
ず

孝た
か

授業技量向上の法則
伴一孝
の
教師道
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一
　
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
読
書
論
の
第
一
回
目

　

そ
れ
は
一
九
九
四
年
四
月
号
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

当
時
の
タ
イ
ト
ル
は
「
向
山
洋
一
今
月
の
本
棚
」

だ
っ
た
。
本
誌
編
集
会
議
の
席
上
で
、
当
時
の
編

集
長
・
新
牧
賢
三
郎
氏
や
私
な
ど
の
、「
ぜ
ひ
向
山

先
生
が
読
ま
れ
る
本
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
い
」

と
い
う
読
者
目
線
の
要
望
が
叶
え
ら
れ
た
の
だ
。

　

当
時
の
本
誌
は
現
在
の
半
分
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
三
段
組
の
原
稿
で
あ
っ
た
た
め
、
今
の

よ
う
に
表
紙
の
写
真
な
ど
を
入
れ
ら
れ
ず
、
ひ
た

す
ら
文
章
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
記
念
す
べ
き
第
一
回
目
の
タ
イ
ト
ル
は
、

次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。「
│
成
功
へ
の
究
極
の
秘
訣

と
は
│
（
成
功
の
扉
）」

　

こ
の
と
き
は
、
向
山
氏
か
ら
本
書
に
つ
い
て
質

問
を
出
さ
れ
て
か
ら
、
そ
の
出
典
を
紹
介
し
て
も

ら
っ
て
原
稿
に
書
い
た
の
で
あ
る
。
以
来
、
そ
の

本
の
存
在
は
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

昨
年
末
に
上
総
一
ノ
宮
の
図
書
館
に
送
ら
れ
て
き

た
向
山
氏
の
段
ボ
ー
ル
箱
か
ら
発
見
を
し
た
。

二
　
当
時
の
本
書
の
紹
介
テ
ー
マ

　

九
四
年
の
読
書
論
で
は
、
向
山
氏
が
私
に
し
た

質
問
「
自
発
的
な
態
度
を
定
義
せ
よ
」
を
中
心
に

記
述
し
て
い
た
。

　

本
書
に
書
か
れ
て
い
る
定
義
は
ア
メ
リ
カ
の
辞

書
に
よ
る
も
の
で
「
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
す
べ

て
の
こ
と
を
判
断
、
留
保
、
拒
絶
せ
ず
に
、
進
ん

で
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
心
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
と
私
は
紹
介
し
た
。

　

さ
ら
に
「
成
功
に
必
要
な
要
素
と
は
明
確
な
目

標
と
献
身
の
二
つ
し
か
な
い
」
と
も
解
説
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
向
山
氏
か
ら
話
を
聞
い
た
こ
と
と
、

私
も
本
書
を
購
入
し
て
一
応
読
ん
だ
こ
と
を
も
と

に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
向
山
氏
所

有
の
本
書
に
は
、
氏
の
書
き
込
み
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。（
デ
ジ
タ
ル
参
照
）。

三
　
向
山
氏
の
本
書
へ
の
書
き
込
み

前
述
の
「
自
発
的
な
態
度
」
の
言
葉
に
は
、
赤

ペ
ン
で
〇
囲
み
が
な
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
行
外
に
線

が
引
か
れ
て
〝
教
師
の
腕
を
あ
げ
る
〞
と
書
き
込

ま
れ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
数
行
先
の
一
文
「
自
発
的
な
態
度
と
は
、

要
す
る
に
偏
見
の
な
い
心
の
こ
と
で
す
」
に
も
赤

の
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
て
い
る
。

　

ま
た
第
八
章
「
成
功
を
引
き
寄
せ
る
万
有
引
力

の
法
則
」
で
は
、
加
速
度
現
象
の
節
で
、〝
成
功
の

割
合
は
加
速
す
る
〞
と
万
年
筆
の
青
の
大
き
な
字

で
書
き
込
ま
れ
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
次
ペ
ー
ジ
で
は
、「
万
有
引
力
の
法
則

は
す
べ
て
の
も
の
を
支
配
し
、
い
っ
た
ん
運
動
が

開
始
さ
れ
る
と
、
時
が
た
つ
に
つ
れ
て
目
標
達
成

に
向
け
て
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い
く
」
に
青
の
サ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
後
の
方
の
頁
で
も
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
の
だ
。

「
断
固
と
し
た
態
度
を
も
っ
た
時
、
摂
理
が
動
き

出
す
の
で
あ
る
」
に
は
緑
の
マ
ー
カ
ー
が
引
か
れ
、

「
決
意
す
る
こ
と
だ
。
そ
う
す
れ
ば
、
す
べ
て
が
よ

い
方
へ
、
転
が
っ
て
ゆ
く
」
に
は
青
の
囲
み
が
な

さ
れ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
数
か
所
も
の
印
は
、
向
山
氏
が
常
に

「
法
則
化
運
動
」
を
意
識
し
て
い
た
証
で
、
事
実
、

本
書
二
一
頁
に
は
〝
法
則
化
〞
の
書
き
込
み
が
は
っ

き
り
と
な
さ
れ
て
い
る
。

成
功
哲
学
の
本
に
も

授
業
論
や
運
動
論
が

向
山
氏
の
読
書
姿
勢
は
常
に
一
貫
し
、
ぶ
れ
る
こ
と

が
な
い
。

板い
た

倉く
ら

弘ひ
ろ

幸ゆ
き

東
京
都
台
東
区
立
大
正
小
学
校

『成功の扉　すべての
望みはかなえられる』
（マイク・ハーナッキー著　
日本能率協会）
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
2

"

」

"

2

井い

戸ど

砂さ

織お
り

豊
田
市
立
東
保
見

小
学
校

子
供
た
ち
の
「
出
来
て
い
な
い
と
こ
ろ
」
で
は
な
く
、

「
出
来
て
い
る
と
こ
ろ
」
に
目
を
向
け
ま
し
ょ
う

声
が
小
さ
い
子
供
た
ち
を
何
と
か
し
よ
う
と
す
る
よ
り
、
先
生
が
笑
顔
で
楽
し
そ

う
に
授
業
を
し
、目
の
前
の
子
供
た
ち
の
良
さ
を
見
付
け
て
、力
強
く
褒
め
続
け
る
。

　「
声
が
小
さ
い
な
」
と
教
師
が
思
っ
て
い
れ

ば
、
不
満
な
気
持
ち
が
自
然
と
教
師
の
表
情
に

出
る
も
の
で
す
。「
先
生
は
、
私
た
ち
の
こ
と

を
良
く
思
っ
て
い
な
い
な
」
と
子
供
た
ち
が
感

じ
て
い
ま
せ
ん
か
。「
先
生
は
、
私
た
ち
の
良

い
と
こ
ろ
を
見
て
く
れ
て
い
る
！
」
と
感
じ
ら

れ
る
方
が
や
る
気
が
出
る
も
の
で
す
。

　
声
は
小
さ
い
け
れ
ど
、
こ
ん
な
良
さ
が
あ
り

ま
せ
ん
か
。見
付
け
て
、力
強
く
褒
め
ま
し
ょ
う
。

⑴
　
全
体
的
に
声
が
小
さ
い
中
で
、
や
や
声
が

大
き
い
子
が
い
る
（
や
ん
ち
ゃ
を
褒
め
る

チ
ャ
ン
ス
）

⑵
　
よ
く
話
を
聞
い
て
い
る

⑶
　
一
生
懸
命
リ
ピ
ー
ト
し
て
い
る

⑷
　
か
す
か
に
口
を
動
か
し
て
い
る

⑸
　
声
は
小
さ
く
て
も
笑
っ
て
い
る

　
高
学
年
に
な
る
と
、
間
違
い
を
恐
れ
る
も
の

で
す
。『
英
語
は〝
速
く
〞間
違
え
な
さ
い
』（
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ル
ー
カ
ス
著
　
朝
日
新
聞
出
版
）
の

内
容
を
ぜ
ひ
紹
介
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。「
言

語
を
習
得
す
る
た
め
に
は
、
約
二
十
五
万
〜
百

万
個
の
間
違
い
を
お
か
す
こ
と
が
不
可
欠
」
と

著
者
は
言
い
ま
す
。「
間
違
っ
て
も
い
い
」
で

は
な
く
、「
間
違
わ
な
い
と
言
語
は
習
得
出
来

な
い
ん
だ
よ
。
ど
ん
ど
ん
間
違
い
な
さ
い
」
と

い
う
話
は
子
供
た
ち
を
勇
気
付
け
ま
す
。

子
供
の
良
さ
を
見
付
け
、
褒
め
ま
し
ょ
う

　
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
リ
ズ
ム
と
テ
ン

ポ
良
く
、
変
化
を
付
け
て
提
示
す
れ
ば
、
多
く

の
場
合
、
子
供
た
ち
は
熱
中
し
ま
す
。
子
供
た

ち
の
声
が
小
さ
い
の
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
、
先

生
側
の
課
題
と
し
て
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

①
　
笑
顔
で
な
い
。
②
褒
め
て
い
な
い
。
③
リ

ズ
ム
と
テ
ン
ポ
が
悪
い
。
④
変
化
が
な
い
。

⑤
「
一
人
ず
つ
言
わ
せ
る
」
な
ど
の
適
度
な
緊

張
感
が
な
い
。

　
一
番
良
い
の
は
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
子

供
を
熱
中
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
先
生
の
授
業

を
見
た
り
、
模
擬
授
業
を
体
験
し
た
り
す
る
こ

と
で
す
。

　
①
〜
⑤
が
出
来
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
子
供

た
ち
の
「
声
の
小
さ
さ
」
に
注
目
す
る
の
で
は

な
く
、
子
供
た
ち
を
も
っ
と
よ
く
見
て
、
他
の

良
い
面
を
見
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
高
学
年
で
の
英
語
の
授
業
。
フ
ラ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
で
英
単
語
練
習
し
て
も
、

声
が
小
さ
く
、
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
も
薄
い

で
す
。
子
供
た
ち
が
進
ん
で
声
を
出
し
、

楽
し
く
英
語
の
授
業
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
指

導
ス
テ
ッ
プ
が
必
要
で
し
ょ
う
か
？
　

声
が
出
な
い
ク
ラ
ス
の
場
合
、
ど
う
し

て
も
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
英
語
を
書
か
せ

る
作
業
中
心
の
学
習
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

＆

授業技量向上の法則
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向む
こ
う

山や
ま

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
教
育
学
部
教
授
・

教
育
学
部
長

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

ϝ
ー
σ
ー
と
૊
߹
׆
ಈ

で
、
一
年
お
き
に
メ
ー
デ
ー
に
参
加
。
代
々

木
公
園
か
ら
、
渋
谷
駅
ま
で
の
デ
モ
行
進
。

数
十
万
人
の
デ
モ
隊
が
出
発
す
る
ま
で
に
、

一
時
間
か
二
時
間
は
か
か
る
。
渋
谷
駅
近
く

で
、
デ
モ
隊
列
を
抜
け
る
。
居
酒
屋
の
前
は
、

デ
モ
参
加
者
ね
ら
い
の
誘
客
が
喧
し
い
。

　

平
日
の
昼
前
か
ら
生
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
、

「
今
日
は
労
働
者
の
祭
り
だ
！
」
と
気
勢
を

上
げ
る
。
会
社
の
労
組
も
公
務
員
の
労
組
も

学
生
団
体
も
メ
ー
デ
ー
の
一
日
を
楽
し
む
。

牧
歌
的
な
時
代
で
あ
る
。

　

新
卒
時
代
の
組
合
活
動
の
大
き
な
テ
ー
マ

は
「
主
任
制
導
入
」
問
題
だ
っ
た
。
教
育
行

政
の
側
は
、
教
務
主
任
、
生
活
指
導
主
任
な

ど
の
職
に
あ
る
人
に
月
額
五
千
円
程
度
の
手

当
を
支
給
し
た
い
と
計
画
す
る
。

　

組
合
側
は
、
手
当
の
支
給
は
教
員
間
に
職

階
制
を
導
入
す
る
も
の
だ
と
反
対
す
る
。
定

期
的
に
組
合
員
の
職
場
会
で
、
主
任
制
反
対

　

初
め
て
メ
ー
デ
ー
に
参
加
し
た
の
は
一
九

六
七
年
の
高
校
二
年
生
の
時
。
学
校
の
つ
ま

ら
ぬ
イ
ベ
ン
ト
を
級
友
た
ち
と
抜
け
出
し
て
、

代
々
木
公
園
の
中
央
会
場
に
出
か
け
た
。

　

デ
モ
隊
に
入
り
、
幹
線
道
路
を
行
進
。
先

導
者
の
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
呼
応
し
て
、

「
ア
ン
ポ
ジ
ョ
ー
ヤ
ク　

フ
ン
サ
イ
！
」
な

ど
と
叫
ぶ
。
隊
列
の
途
中
で
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
っ
た
集
団
が
機
動
隊
と
衝
突
す
る
。
騒

乱
の
中
に
罵
声
と
悲
鳴
が
聞
こ
え
て
く
る
。

　

幼
い
な
が
ら
に
、
国
家
権
力
の
頑
健
さ
が

伝
わ
っ
て
き
た
。
各
地
の
大
学
紛
争
が
激
化

す
る
前
夜
。
日
本
中
で
、
い
や
世
界
中
で
、

二
十
歳
前
後
の
団
塊
世
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

炸
裂
す
る
序
奏
だ
っ
た
。

二
　
教
員
時
代
の
組
合
活
動

　

教
員
に
な
っ
て
か
ら
は
、
五
割
動
員
な
の

一
　
五
月
一
日
の
メ
ー
デ
ー

　

五
月
一
日
は
メ
ー
デ
ー
。
か
つ
て
、
学
校

の
教
員
の
組
合
組
織
率
は
九
十
パ
ー
セ
ン
ト

程
度
。
誰
も
が
教
職
員
組
合
に
加
入
し
て
い

た
。

　

私
の
新
卒
時
代
（
一
九
七
四
年
）、
六
ヶ

月
程
度
は
「
見
習
い
期
間
」
だ
か
ら
組
合
加

入
は
控
え
る
よ
う
に
と
い
う
不
文
律
が
あ
っ

た
。

　

大
学
紛
争
の
影
響
の
あ
っ
た
私
は
、
出
勤

日
二
日
目
で
組
合
に
加
入
し
た
。
結
局
、
指

導
主
事
に
な
っ
て
数
ヶ
月
間
、
組
合
の
書
記

長
か
ら
連
絡
が
あ
る
ま
で
、
加
入
を
続
け
た
。

　

か
つ
て
、
メ
ー
デ
ー
は
組
合
員
の
五
割
動

員
。
つ
ま
り
、
学
校
の
半
数
の
教
員
が
朝
か

ら
留
守
に
な
る
。
そ
れ
を
見
越
し
て
、
五
月

一
日
は
映
画
会
と
か
小
運
動
会
と
か
残
っ
た

教
員
で
融
通
の
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
組
ん
だ
。

の

新
時
代

37

学
校
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語

学
校
物
語
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が
出
入
り
す
る
。
国
論
を
二
分
す
る
政
治
問

題
を
掲
示
す
る
の
は
控
え
る
よ
う
に
」
と
い

う
手
紙
を
添
え
て
、
ビ
ラ
を
机
上
に
戻
し
て

お
い
た
。

　

数
日
し
て
組
合
執
行
委
員
長
か
ら
、
抗
議

の
た
め
に
面
会
し
た
い
と
電
話
が
あ
っ
た
。

書
記
長
を
同
道
し
た
委
員
長
は
、
一
方
的
に

抗
議
の
論
法
を
ま
く
し
立
て
た
。

　

教
条
的
で
論
理
の
飛
躍
と
思
い
込
み
。
三

十
年
前
の
発
想
と
変
わ
ら
な
い
。
私
は
、

ず
っ
と
聞
い
て
か
ら
反
論
し
た
。

　
「
こ
ん
な
校
長
は
始
め
て
だ
」
と
言
う
か

ら
、「
こ
の
ま
ま
だ
と
、
施
設
管
理
者
と
し

て
職
員
室
の
掲
示
板
を
撤
去
し
ま
す
よ
」
と

最
後
通
牒
を
し
た
。
お
と
な
し
く
引
き
上
げ

た
。

　

若
葉
の
季
節
に
思
い
出
す
。
私
に
限
ら
ず
、

若
い
日
に
組
合
に
籍
を
置
い
た
者
は
少
な
く

な
い
。
こ
れ
ま
で
に
職
員
組
合
が
我
が
国
の

教
職
員
の
労
働
環
境
の
改
善
に
果
た
し
て
き

た
役
割
や
功
績
は
少
な
く
な
い
。

し
か
し
、
時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す

れ
ば
、
こ
ん
な
に
組
合
の
組
織
率
が
低
下
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
メ
ー
デ
ー
も
盛
り
上

が
っ
た
の
に
と
忸
怩
た
る
思
い
が
す
る
。

三
　
管
理
職
と
し
て
の
矜
持

　

私
た
ち
の
世
代
が
管
理
職
に
な
る
一
九
九

〇
年
代
は
、
ま
だ
、
国
歌
国
旗
を
巡
る
ト
ラ

ブ
ル
が
絶
え
な
か
っ
た
。
文
京
区
教
育
委
員

会
時
代
は
、
市
民
団
体
と
の
交
渉
の
席
に
指

導
室
長
補
佐
と
し
て
同
席
し
た
。
卒
業
式
の

日
、
混
乱
が
予
想
さ
れ
る
小
学
校
の
式
場
に
、

私
が
張
り
付
い
た
。
国
歌
斉
唱
の
際
に
、
客

席
の
数
名
が
横
断
幕
を
掲
げ
た
。
幸
い
大
き

な
ト
ラ
ブ
ル
は
回
避
さ
れ
、
式
は
無
事
終
了

し
た
。

　

私
の
知
人
が
多
摩
地
区
の
小
学
校
長
と
し

て
赴
任
し
た
。
前
例
踏
襲
を
改
善
し
、
運
動

会
に
国
旗
を
掲
揚
し
た
。
そ
の
こ
と
で
、
市

議
会
議
員
が
市
内
に
大
量
の
ビ
ラ
を
配
っ
た
。

　

学
校
と
校
長
自
宅
に
抗
議
の
手
紙
や
電
話

を
け
し
か
け
る
内
容
だ
っ
た
。
そ
れ
を
聞
い

て
、
私
は
そ
の
市
議
会
議
員
に
抗
議
の
手
紙

を
書
い
た
。
署
名
入
り
で
詰
問
し
た
。
返
事

は
来
な
か
っ
た
。

　

校
長
一
校
目
。
職
員
室
の
組
合
掲
示
板
に

「
自
衛
隊
の
海
外
派
遣
反
対
」
の
ビ
ラ
が

貼
っ
て
あ
っ
た
。
学
校
の
支
部
長
に
、「
学

校
の
職
員
室
は
、
子
供
を
含
め
た
多
数
の
人

を
決
議
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
私
は
異

を
唱
え
る
。

「
教
務
主
任
の
Ｋ
先
生
や
生
活
指
導
主
任
の

Ｈ
先
生
は
、
私
た
ち
よ
り
ず
っ
と
忙
し
く
働

い
て
い
る
。
そ
う
い
う
方
に
手
当
を
出
す
の

は
当
然
で
は
な
い
で
す
か
」

　

先
輩
組
合
員
が
猛
烈
に
私
を
批
判
す
る
。

あ
る
い
は
諭
そ
う
と
す
る
。
し
か
し
「
仕
事

が
大
変
な
人
は
給
料
も
多
く
な
け
れ
ば
お
か

し
い
」
と
平
然
と
言
い
返
す
。　

　

こ
の
時
代
、「
あ
る
学
校
の
高
齢
の
用
務

主
事
は
新
任
校
長
よ
り
も
給
料
が
高
い
」
と

聞
い
て
、
若
い
私
は
義
憤
を
感
じ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
若
い
私
は
職
場
の
組
合
の
支
部

長
（
分
闘
長
と
称
し
て
い
た
）
等
も
務
め
た

が
、
次
第
に
教
条
主
義
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

に
辟
易
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

特
に
国
歌
国
旗
論
争
で
は
、
組
合
の
主
張

と
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
で
、

職
場
組
合
員
か
ら
の
い
じ
め
に
も
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
指
導
主
事
に
な
る
ま
で
（
な
っ

た
後
、
指
摘
さ
れ
る
ま
で
）
そ
う
安
く
も
な

い
組
合
費
を
払
い
続
け
た
。
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方
法
や
教
員
に
よ
る
指
導
基
準
が
不
明
確
な

こ
と
、
さ
ら
に
は
、
な
ぜ
そ
の
規
制
が
あ
る

の
か
と
教
員
に
聞
い
て
も
「
ル
ー
ル
だ
か
ら

守
り
な
さ
い
」
と
い
う
答
え
し
か
返
っ
て
こ

な
い
こ
と
に
理
不
尽
さ
（
学
生
の
言
葉
で
い

う
「
謎
」）
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

携
帯
の
所
持
や
、
高
校
で
は
女
子
の
化
粧

を
認
め
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
も
強
い
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
は
最
近
の
学
生
の
意
識
の

変
化
で
あ
ろ
う
が
、
制
服
で
男
子
は
ズ
ボ
ン
、

女
子
は
ス
カ
ー
ト
と
い
う
決
ま
り
は
廃
止
し

た
方
が
い
い
と
い
う
意
見
が
結
構
あ
っ
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
へ
の
配

慮
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

教
師
や
学
校
か
ら
「
個
性
を
伸
ば
せ
」
と

言
わ
れ
る
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
校
則
に
よ

る
規
制
は
個
性
の
発
揮
を
抑
制
す
る
も
の
で

は
な
い
か
と
い
う
不
満
を
口
に
す
る
者
も
い

た
。

　

私
の
方
か
ら
は
、
学
校
運
営
の
責
任
者
で

あ
る
校
長
の
立
場
か
ら
、
次
の
よ
う
な
こ
と

も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
説
明
し
た
。

・ 

校
則
を
緩
め
て
問
題
行
動
が
起
こ
っ
た
ら
、

教
育
委
員
会
や
保
護
者
か
ら
責
任
を
問
わ

れ
る

は
、
服
装
、
髪
型
な
ど
に
つ
い
て
の
校
則
に

関
し
て
で
あ
っ
た
。

主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

・
ス
カ
ー
ト
丈
な
ど
服
装
の
決
ま
り

・
靴
下
の
長
さ
や
色
、
マ
フ
ラ
ー
の
色

・
下
着
の
色

・
髪
の
長
さ
や
女
子
の
髪
留
め
の
色

・ 
女
子
の
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
、
男
子
の
ツ
ー
ブ

ロ
ッ
ク
な
ど
の
髪
型
の
禁
止

・ 

髪
色
は
黒
で
髪
染
め
は
禁
止
（
髪
色
が
薄

い
人
は
地
毛
で
も
黒
く
染
め
る
よ
う
に
指

示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
）

・
他
の
ク
ラ
ス
の
教
室
へ
の
入
室
禁
止

　

学
生
た
ち
も
、
学
校
に
一
定
の
ル
ー
ル
が

あ
る
こ
と
は
当
然
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

あ
ま
り
に
細
か
な
規
制
と
そ
の
チ
ェ
ッ
ク
の

　

私
の
大
学
で
の
講
義
「『
学
校
』
と
人

間
」
で
は
、
最
終
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
「
私
の

理
想
の
学
校
」
を
ま
と
め
る
課
題
を
出
し
た
。

そ
の
前
段
階
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
小
中
高
校

と
過
ご
し
た
中
で
変
だ
と
思
っ
た
こ
と
や
、

必
要
な
い
と
思
っ
た
勉
強
や
活
動
、
も
っ
と

や
り
た
か
っ
た
勉
強
や
活
動
に
つ
い
て
、
授

業
で
意
見
交
換
し
て
、
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め

て
も
ら
っ
た
。

　

そ
の
内
容
を
今
回
は
紹
介
し
た
い
。

　

学
生
た
ち
か
ら
一
番
多
く
寄
せ
ら
れ
た
の

1 

学
生
た
ち
に
聞
い
て
み
た

2 

校
則

学
校
で
変
だ
と
思
っ
た
こ
と

私
の
講
義
で
学
生
た
ち
か
ら
提
起
さ
れ
た
内
容
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届
け
る
こ
と
に
な
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、

知
り
合
い
の
教
師
に
直
接
手
渡
し
に
行
く
学

生
も
い
る
。
母
校
の
後
輩
の
こ
と
を
考
え
、

ま
と
め
上
げ
た
学
生
の
思
い
を
、
先
生
方
が

受
け
止
め
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
。

今
回
の
講
義
で
は
、
学
生
た
ち
か
ら
の
意

見
を
十
分
議
論
す
る
時
間
が
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
次
の
学
期
の
授
業
で
は
、
も
っ
と
学

生
と
議
論
を
深
め
、
子
供
フ
ァ
ー
ス
ト
の
視

点
か
ら
、
さ
ら
に
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
た
い
。

に
多
か
っ
た
。

そ
の
他
で
は
、
将
来
社
会
に
出
た
後
で
役

に
立
つ
内
容
の
充
実
を
挙
げ
る
学
生
が
多

か
っ
た
。
例
え
ば
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
関
係
の
学
習
、
職
場
体
験
学
習
、
社
会
的

マ
ナ
ー
学
習
や
性
教
育
な
ど
で
あ
る
。

　

そ
の
反
対
に
、
古
文
漢
文
な
ど
、
そ
の
後

一
般
に
は
使
う
こ
と
が
な
い
学
習
や
、
音

楽
・
美
術
な
ど
の
大
学
受
験
に
関
係
の
な
い

教
科
は
選
択
に
す
る
。
あ
る
い
は
評
価
を
行

わ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。

　

大
学
で
は
授
業
選
択
で
き
る
の
で
、
学
生

の
学
習
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
非
常

に
高
い
。
し
か
し
、
学
習
に
対
し
て
受
け
身

の
姿
勢
が
大
変
強
い
。

　

子
供
た
ち
が
も
っ
と
主
体
的
に
学
び
に
取

り
組
む
よ
う
、
大
学
入
試
の
在
り
方
を
含
め

て
、
小
中
高
校
と
大
学
教
育
の
さ
ら
な
る
改

善
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

学
生
た
ち
は
、
授
業
で
の
議
論
を
踏
ま
え

「
私
の
理
想
の
学
校
」
レ
ポ
ー
ト
を
母
校
に

4

学
校
の
在
り
方

・
一
つ
規
則
を
緩
め
る
と
、
際
限
な
く
広
が

る
恐
れ
が
あ
る

・
服
装
の
乱
れ
な
ど
が
あ
る
と
、
す
ぐ
に
地

域
住
民
か
ら
指
摘
が
あ
る

ま
た
、
以
前
、
校
内
暴
力
な
ど
が
大
き
な

問
題
に
な
っ
た
際
、
ゼ
ロ
・
ト
レ
ラ
ン
ス

（
不
寛
容
）
や
破
れ
窓
理
論
※
に
よ
り
対
応
し

た
実
績
な
ど
も
紹
介
し
た
。

文
科
省
「
生
徒
指
導
提
要
」
に
よ
れ
ば
、

生
徒
指
導
と
は
「
一
人
一
人
の
児
童
生
徒
の

人
格
を
尊
重
し
、
個
性
の
伸
長
を
図
り
な
が

ら
、
社
会
的
資
質
や
行
動
力
を
高
め
る
こ
と

を
目
指
し
て
行
わ
れ
る
教
育
活
動
」
と
さ
れ

て
い
る
。

　

決
ま
り
を
変
え
る
の
は
難
し
い
が
、
現
状

の
校
則
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
が
必
要
な
学

校
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

　

教
育
課
程
面
で
は
、
外
国
語
大
学
な
の
で

「
小
学
校
レ
ベ
ル
か
ら
英
語
を
も
っ
と
学
び

た
か
っ
た
」、
特
に
、「
外
国
人
教
師
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
授
業
を

充
実
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意
見
が
圧
倒
的

�

教
育
課
程

イϥスτɿਫ઒ɹউར

※  

軽
微
な
秩
序
違
反
を
放
置
す
る
と
、
次
第
に
モ
ラ
ル
が
低

下
し
て
い
き
、
大
き
な
犯
罪
に
つ
な
が
る
と
い
う
理
論
。

割
れ
窓
理
論
と
も
い
う
。
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向
山
論
文

誰
で
も
指
導
で
き
る
「
向
山
式
要
約
指
導
」

「
要
約
と
は
『
誰
が
や
っ
て
も
ほ
ぼ
同
じ
答
え
に
な
る
』
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
明
確
な
主
張
と
そ
れ
を
具
現
化
し
た
指
導
シ
ス
テ
ム
を
示
し
た
国
語
教
室
の
革
命

的
指
導
法

河か
わ

田た

孝た
か

文ふ
み

山
口
県
下
関
市
立
王
喜
小
学
校

２　

桃
太
郎
の
要
約
指
導
法
（
発
問
の
み
）

　

桃
太
郎
の
話
を
二
〇
字
以
内
に
ま

と
め
な
さ
い
。
句
読
点
も
字
数
に
入

れ
ま
す
。

　

一
〇
点
満
点
で
点
を
つ
け
る
。

　

桃
太
郎
の
話
で
、
大
切
な
言
葉
を

三
つ
書
き
出
し
な
さ
い
。

　

こ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
同
じ
答
え

に
な
る
だ
ろ
う
。「
桃
太
郎
と
鬼
退
治
と

犬
猿
き
じ
」
で
あ
る
。

　

三
つ
の
言
葉
か
ら
、
一
番
大
切
な

言
葉
を
選
び
な
さ
い
。

　

こ
れ
は
、
よ
ほ
ど
へ
そ
ま
が
り
で
な
い

限
り
「
桃
太
郎
」
を
選
ぶ
だ
ろ
う
。
そ
し

て
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

三
つ
の
言
葉
を
入
れ
て
二
〇
字
以

内
で
ま
と
め
な
さ
い
。
そ
の
時
、
桃

太
郎
で
終
わ
る
文
に
し
な
さ
い
。

　

以
上
が
向
山
式
要
約
指
導
の
基
本
編
で

あ
る
。
実
際
に
授
業
を
す
る
と
き
は
、
も

う
少
し
組
み
立
て
を
工
夫
す
る
。

３　

段
落
の
要
約
指
導
法

　

説
明
文
で
要
約
指
導
を
す
る
と
し
よ
う
。

　

初
め
か
ら
「
全
文
の
要
約
」
な
ど
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
。
全
文
の
指
導
な
ど
、
力

が
つ
い
て
か
ら
で
十
分
で
あ
る
。
初
め
は
、

五
行
か
六
行
の
第
一
段
落
を
扱
え
ば
よ
い
。

「
要
約
の
や
り
方
」
を
い
き
な
り
教
え
て

は
い
け
な
い
。
授
業
が
つ
ま
ら
な
く
な
る
。

　
『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
誌
で
向
山
式
要
約
指

導
を
読
ん
だ
と
き
、
目
の
前
の
霧
が
サ
ッ
と
晴

れ
た
。「
こ
れ
で
自
分
も
説
明
文
の
要
約
が
で

き
る
」
と
思
っ
た
。

　

要
約
の
指
導
で
は
な
い
。「
自
分
自
身
が
要

約
を
で
き
る
」
と
い
う
希
望
を
も
っ
た
の
だ
。

　

新
卒
二
年
目
の
そ
れ
ま
で
、
恥
ず
か
し
な
が

ら
説
明
文
の
要
約
の
仕
方
を
知
ら
な
か
っ
た
。

私
だ
け
で
は
な
い
。
私
の
周
り
に
は
知
っ
て
い

る
人
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
要
約

文
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
明
確
に
答
え
ら
れ

る
教
師
さ
え
い
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
い
や
、

間
違
い
な
く
日
本
中
が
そ
う
だ
っ
た
は
ず
だ
。

　

向
山
式
要
約
指
導
は
、
桃
太
郎
編
と
教
材
文

編
が
骨
格
と
な
っ
て
い
る
。

　

桃
太
郎
編
で
、
作
業
を
通
し
て
要
約
文
の
構

造
に
つ
い
て
知
り
、
教
材
文
編
で
、
実
際
の
説

明
文
を
要
約
す
る
と
い
う
二
ス
テ
ッ
プ
と
な
っ

て
い
る
。

　

上
記
「
２
桃
太
郎
の
要
約
指
導
法
」
は
、
紙

面
の
都
合
上
指
示
の
抜
粋
の
み
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
だ
け
読
ん
で
、
自
分
自
身
で
や
っ
て

み
る
と
「
要
約
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」
が

体
感
で
き
る
。
説
明
ゼ
ロ
、
指
示
通
り
に
作
業

し
て
い
く
だ
け
で
要
約
が
で
き
て
し
ま
う
の
だ
。

向山洋一が教育界に創ってきたもの
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桃
太
郎
の
要
約
作
業
を
通
し
て
、
脳
に
要
約

の
回
路
が
で
き
た
。
要
約
回
路
を
基
盤
に
し
て
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
「
教
材
文
の
要
約
作
業
」
に
入
る
。

　

こ
の
二
段
階
が
す
ご
い
。
も
し
も
、
桃
太
郎

を
す
っ
飛
ば
し
、
い
き
な
り
教
材
文
で
向
山
式

要
約
指
導
を
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
子
供
の
頭

の
中
に
は
要
約
と
い
う
考
え
方
も
や
り
方
も
な

い
。
い
き
な
り
「
二
〇
字
以
内
で
ま
と
め
な
さ

い
」
と
言
わ
れ
て
も
、
ど
こ
か
ら
手
を
付
け
て

い
い
の
か
、
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
五
里
霧
中
、

暗
中
模
索
で
、
フ
リ
ー
ズ
す
る
子
多
数
だ
ろ
う
。

　

桃
太
郎
の
要
約
を
経
験
し
て
い
れ
ば
、
キ
ー

ワ
ー
ド
を
見
付
け
る
、
そ
れ
ら
を
並
び
替
え
て

作
文
す
る
と
い
う
作
業
過
程
を
知
っ
て
い
る
。

教
材
文
の
要
約
作
業
は
す
ぐ
開
始
で
き
る
。

　

こ
こ
ま
で
で
も
教
育
界
の
要
約
指
導
の
大
革

命
だ
が
、
向
山
式
の
向
山
式
た
る
所
以
は
次
だ
。

「『
要
約
の
や
り
方
』
を
い
き
な
り
教
え
て
は
い

け
な
い
。
授
業
が
つ
ま
ら
な
く
な
る
」
と
前
置

き
し
て
、
授
業
の
要
約
指
導
手
順
を
明
示
し
て

い
る
。
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
分
か
る
と
思
う

が
、
要
約
と
い
う
作
業
が
、
子
供
た
ち
の
興
味

と
知
的
欲
求
を
く
す
ぐ
る
仕
掛
け
と
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、「
子
供
は
要
約
指
導
が
大
好
き

に
な
る
」
を
私
も
腹
の
底
か
ら
実
感
し
た
。

　

段
落
指
導
法
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一　
「
第
一
段
落
を
二
〇
字
以
内
で
ま
と

め
な
さ
い
」
と
発
問
し
、
ノ
ー
ト
に
書

か
せ
る
。
子
ど
も
は
、
あ
れ
こ
れ
苦
心

し
て
、
書
き
出
す
。
で
き
た
子
は
、
黒

板
に
書
か
せ
る
。
一
人
ま
た
一
人
と
黒

板
に
書
い
て
い
く
。

二　

黒
板
に
一
〇
人
ほ
ど
書
い
た
ら
、
全

員
書
く
の
を
や
め
さ
せ
る
。「
先
生
が

採
点
し
て
い
き
ま
す
」
と
い
っ
て
採
点

し
て
い
く
。
一
つ
読
み
上
げ
「
こ
れ
は
、

と
っ
て
も
い
い
の
で
す
が
、
も
う
ち
ょ

い
で
す
ね
」
な
ど
と
言
っ
て
「
二
点
」

な
ど
と
書
く
。
採
点
基
準
は
、
お
分
か

り
だ
ろ
う
け
ど
、
最
も
大
切
な
キ
ー

ワ
ー
ド
が
入
っ
て
い
れ
ば
四
点
、
他
に

三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
一
つ
に

つ
き
二
点
と
い
う
よ
う
に
定
め
る
。
但

し
「
日
本
語
と
し
て
お
か
し
い
」
と
い

う
の
は
極
端
に
減
点
す
る
。

三　

採
点
し
た
後
「
も
う
一
度
書
き
直
し

て
ご
ら
ん
な
さ
い
」
と
言
っ
て
、
再
度

ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
。
子
ど
も
は
、
熱

中
す
る
。
再
び
、
で
き
た
順
に
一
〇
名

ほ
ど
書
か
せ
る
。
採
点
を
し
た
後
、
そ

の
点
数
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
つ
ま
り

「
大
切
な
言
葉
一
つ
に
つ
き
何
点
」
と

教
え
る
の
で
あ
る
。

四　

そ
し
て
、
も
う
一
度
ノ
ー
ト
に
書
か

せ
る
。「
ま
だ
黒
板
に
書
い
て
な
い
人
、

黒
板
に
出
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」
と
指
示

す
る
。
八
点
、
九
点
、
一
〇
点
の
高
得

点
が
続
出
す
る
。
こ
こ
ま
で
、
ほ
ぼ
一

時
間
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
子
ど
も
は
、

要
約
指
導
が
大
好
き
に
な
る
。
黒
板
に

出
て
書
く
の
を
何
と
も
思
わ
な
く
な
る
。

五　

次
の
時
間
に
、
第
二
段
落
・
第
三
段

落
を
や
る
。
こ
の
場
合
も
、
黒
板
を
使

う
。
三
時
間
目
は
、
ノ
ー
ト
に
そ
の
後

の
段
落
を
要
約
さ
せ
る
。
私
の
場
合
は
、

要
約
指
導
を
三
時
間
ほ
ど
続
け
る
。　

　

教
材
の
す
べ
て
を
終
わ
ら
な
く
て
も

い
い
。
三
時
間
す
れ
ば
「
要
約
」
の
基

本
的
な
こ
と
は
身
に
つ
け
ら
れ
る
。

（「
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
」
誌　

一
九
九
一
年

二
月
号　

明
治
図
書
）
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騒
人
社
は
遅
々
と
し
た
歩
み
で

は
あ
る
が
、
毎
日
書
店
さ
ん
か
ら

の
注
文
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
毎
日
騒

人
社
に
出
勤
は
す
る
も
の
の
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
も
電
話
も
一
通
も
入
ら
な
い

日
が
あ
っ
た
。

高
杉
晋
作
は
「
真し
ん

あ
る
な
ら
今こ
ん

月げ
つ

今こ

宵よ
い

あ
け
て
正
月
だ
れ
も
来

る
」
と
言
葉
を
残
し
た
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
、
向
山
先
生
が
よ

く
口
に
さ
れ
て
い
た
「
心
あ
る
な

ら
今
宵
の
う
ち
に
一
夜
明
け
れ
ば

み
ん
な
来
る
」
の
心
意
気
で
、
動

き
を
作
っ
て
き
た
。

そ
の
向
山
先
生
の
教
え
を
身
近

で
見
聞
き
し
て
き
た
が
、
私
は
言

わ
れ
た
こ
と
は
ま
じ
め
に
や
る
が
、

あ
え
て
挑
戦
す
る
よ
う
な
こ
と
は

し
て
こ
な
か
っ
た
。

騒
人
社
の
出
版
や
そ
の
他
の
仕

事
も
、
自
分
が
出
来
る
範
囲
で
し

か
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
ん
な

の
ん
び
り
し
た
騒
人
社
を
応
援
し

て
く
れ
る
「
騒
人
社
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
」
と
い
う
も
の
を
溝
端
先

生
、
井
戸
先
生
、
塩
谷
先
生
が
中

心
に
な
っ
て
作
っ
て
く
れ
た
。
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
騒
人
社
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
は
三
十
七
名
も
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
（
問
い
合
わ
せ
は
溝

端
達
也
先
生
）。

サ
ー
ク
ル
訪
問
や
騒
人
社
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
の
会
議
の
動
き
の

中
で
、
少
し
だ
け
師
尾
の
意
識
改

革
が
は
じ
ま
っ
た
（
先
生
方
の
力

を
借
り
て
本
を
作
っ
て
み
た
い
）。

溝
端
先
生
に
お
願
い
し
て
、

「
学
習
用
語
ま
と
め
く
ん
」
の
ラ

イ
タ
ー
を
募
っ
て
も
ら
っ
た
。
私

が
か
な
り
前
か
ら
、
友
達
と
作
ろ

う
と
動
き
出
し
て
い
た
企
画
だ
。

友
達
の
体
調
が
す
ぐ
れ
ず
、
結
局

一
年
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

企
画
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
。

ラ
イ
タ
ー
は
、
出
版
未
経
験
も

歓
迎
し
た
。
私
が
向
山
先
生
や
板

倉
先
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
、
実

践
し
て
い
く
良
い
機
会
に
な
る
と

考
え
た
か
ら
だ
。

ラ
イ
タ
ー
に
十
六
人
が
応
募
し

て
く
れ
た
。
応
募
締
め
切
り
の
翌

日
に
課
題
を
出
し
、
一
週
間
後
に

Ｚ
ｏ
ｏ
m
会
議
を
開
い
た
。

大
阪
の
勇
先
生
の
、
厚
み
の
あ

る
レ
ポ
ー
ト
は
数
日
前
に
し
っ
か

り
納
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

前
日
に
な
っ
て
も
、
提
出
用
の
ド

ラ
イ
ブ
に
は
数
人
の
レ
ポ
ー
ト
し

か
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。

Ｚ
ｏ
ｏ
m
会
議
当
日
、
会
議
開

始
二
時
間
前
、
ド
ラ
イ
ブ
を
開
け

た
。
全
員
の
レ
ポ
ー
ト
が
入
っ
て

い
た
。
す
べ
て
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
し
、
目
を
通
し
た
。
会
議
は
全

員
出
席
。
企
画
は
上
手
く
い
く
と

思
っ
た
。

レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、
一
人
一

分
程
度
で
発
表
。
レ
ポ
ー
ト
を
見

れ
ば
、
解
説
は
い
ら
な
い
。
実
力

は
一
目
瞭
然
だ
っ
た
。
第
一
回
は

「
学
習
用
語
」
の
基
礎
研
究
が
ど

れ
だ
け
大
事
か
分
か
っ
て
ほ
し

か
っ
た
。
そ
の
後
、
向
山
先
生
に

教
材
や
出
版
に
つ
い
て
レ
ク

チ
ャ
ー
し
て
も
ら
っ
た
。
向
山
先

生
の
企
画
会
議
で
、
劇
的
に
変
化

す
る
先
生
方
を
こ
れ
ま
で
こ
の
目

で
見
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
何
か
が

起
こ
る
（
と
い
い
な
あ
）。

「学習用語まとめくん」「出版への挑戦」の二冊を出版したい

となりの座席の女発
女社長奮戦記

師
㇂㇍

尾
お

 喜
ㆌ

代
㇈

子
㆓株式会社

騒人社

騒人社「学習用語 
まとめくん」企画会議
৺͋ΔͳΒࠓঔの͏ͪʹҰ໷໌͚れ͹ΈΜͳདྷΔ
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向山洋一の
日常から学ぶ仕事術

美
ㆿ

崎
㆕ㆌ

 眞
ま

弓
㇆ㆿ特定非営利

活動法人 TOSS

　

向
山
先
生
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
代
表
交

代
を
全
国
各
地
に
ご
案
内
し
た
と

こ
ろ
、
お
花
や
手
紙
が
た
く
さ
ん

届
い
た
。
顧
問
弁
護
士
か
ら
は

「
組
織
の
創
設
者
が
退
任
す
る
と

い
う
こ
と
は
歴
史
的
な
出
来
事
で

す
。
き
ち
ん
と
対
応
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
」
と
言
わ
れ
た
。

　

そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
向

山
先
生
の
退
任
を
知
っ
た
ト
ー
ク

ラ
イ
ン
読
者
か
ら
も
「
一
言
、
向

山
先
生
に
御
礼
を
伝
え
た
い
。
お

手
紙
を
書
か
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。」
と
分
厚
い
封
書
が
届
い
た
。

　

向
山
先
生
は
、
退
任
後
は
、
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
最
高
顧
問
と
い
う
立
場
に

な
ら
れ
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
は

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
接
し
て
い

た
。
今
回
、
た
く
さ
ん
の
反
響
に

驚
き
、
改
め
て
向
山
先
生
の
す
ご

さ
を
感
じ
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
向
山
先
生

か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
仕
事
術

を
、
今
号
か
ら
紹
介
し
て
い
く
。

　

学
級
づ
く
り
や
セ
ミ
ナ
ー
運
営

な
ど
で
も
通
じ
る
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

１
．�
仕
事
で
大
切
な
こ
と
を
守

る
こ
と

２
．
誠
実
に
対
応
す
る
こ
と

３
．�

ど
ん
な
機
会
も
逃
さ
な
い

こ
と

４
．
資
料
を
欠
か
さ
な
い
こ
と

５
．
気
配
り
を
忘
れ
な
い
こ
と

　

こ
れ
は
、
十
年
以
上
前
に
な
る

が
、
新
年
初
頭
に
研
究
所
の
所
員

に
対
し
て
話
さ
れ
た
向
山
先
生
の

訓
示
。

　

一
つ
ず
つ
ご
紹
介
し
て
い
く
。

１
．�

仕
事
で
大
切
な
こ
と
を
守
る

こ
と

① 

教
材
を
購
入
し
て
く
れ
た
お
客

様
に
、
も
う
一
度
来
て
も
ら
う

よ
う
に
す
る
。
来
て
も
ら
え
る

サ
ー
ビ
ス
を
考
え
、
そ
の
努
力

を
し
て
ほ
し
い
。

② 

お
客
様
の
声
を
よ
く
聞
く
こ
と
。

お
客
様
の
わ
が
ま
ま
に
は
、
で

き
る
だ
け
対
応
し
て
あ
げ
て
ほ

し
い
。
教
材
に
つ
い
て
の
意
見

や
要
望
、
ク
レ
ー
ム
な
ど
を
お

ろ
そ
か
に
し
な
い
。
真
摯
に
受

け
止
め
る
。
言
っ
て
く
れ
る
と

い
う
こ
と
は
、
こ
ち
ら
を
思
っ

て
の
こ
と
だ
か
ら
。

③ 

常
に
新
商
品
を
作
り
続
け
る
こ

と
。
人
気
の
あ
る
商
品
で
も
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
変
化
を
付
け

て
い
く
こ
と
。
ど
ん
な
に
良
い

教
材
で
も
あ
き
る
。

④ 

先
生
（
お
客
様
）
の
名
前
を
十

人
覚
え
る
こ
と
。

⑤ 
教
材
の
こ
と
を
勉
強
し
て
説
明

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

裏話人気女性ライタートークラインだけの裏話

仕事をする上で 
大切なこと
�ていͨͩいͨ͑ڭઌੜ͔Βࢁ޲
。ज़ࣄ࢓

˛�ʮࠓ月のҰݴʯは、おॕ͍のމ௏འにғ
まΕてࡱӨ。

˛�5044ϊーτϦχϡーアϧ൛
ʮ.Zϊーτʯは、ϛγϯ௲Γで
։き΍す͍ͱ޷ධ。

ઌੜͱཧֶࢁ޲Δدॴにཱͪڀݚาの్தでࢄ�˛
ྍ๏࢜のઌੜ。ݟૹΔࢣඌઌੜ。
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プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
と
関
連

̍Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
極
め
て
重
要
な
教
育

テ
ー
マ
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
子
供

た
ち
に
教
え
る
『
キ
ー
ワ
ー
ド
で
教

え
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』（
向
山
洋
一
監
修

　

騒
人
社
）
は
大
変
優
れ
た
教
材
で

あ
る
。
各
学
校
の
教
育
課
程
に
ぜ
ひ

組
み
込
み
た
い
教
材
の
一
つ
だ
。
そ

の
際
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
と
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
教
科
横

断
的
な
学
習
と
な
り
、
子
供
た
ち
に

よ
り
深
い
学
び
を
保
障
出
来
る
と
考

え
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
も
重

要
な
教
育
テ
ー
マ
で
あ
る
。

「
ア
ワ
ー
オ
ブ
コ
ー
ド
」※
と
い
う

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
サ
イ
ト
が
あ

る
。
こ
こ
に
は
「A

I for O
ceans

」

単
元
計
画
（
全
二
時
間
）

２ １時
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
コ
ン
テ
ン

ツ
を
用
い
て
授
業
す
る
。
教

師
用
の
パ
ソ
コ
ン
と
一
人
一

台
端
末
で
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が

る
児
童
用
の
パ
ソ
コ
ン
を
用

い
る
。

『
キ
ー
ワ
ー
ド
で
教
え
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
』
の
一
四
「
海
の
豊
か

さ
を
守
ろ
う
」
を
使
っ
て
授

業
す
る
。

指
導
案
と
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は

付
属
の
も
の
を
使
う
。

学
習
活
動

人
工
知
能
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

２
　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
用
い
る
と
、

重
要
語
句
を
な
ぞ
る
、
色
を
塗
る
な

ど
、
多
く
の
作
業
を
保
障
出
来
る
。

作
業
を
通
じ
て
、
海
洋
ゴ
ミ
の
解
決

が
大
切
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
せ
る

こ
と
が
出
来
た
。

　

次
の
時
間
に
は
、
前
時
の
学
習
を

生
か
し
て
、「
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）」

の
力
を
使
っ
て
海
洋
ゴ
ミ
を
解
決
し

よ
う
と
す
る
取
り
組
み
を
扱
う
。

　

魚
と
ゴ
ミ
の
区
別
を
Ａ
Ｉ
に
学

習
さ
せ
よ
う
。

子
供
た
ち
に
自
分
の
端
末
で
、
Ａ

Ｉ
が
ゴ
ミ
を
区
別
出
来
る
よ
う
に
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
せ
る
。

と
い
う
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
び

な
が
ら
海
洋
の
環
境
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
出
来
る
教
材
が
、

無
料
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「A

I for O
ceans

」
と

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
学
習
を
関
連
さ
せ
、

単
元
を
構
成
し
た
。

教
科
・
学
年

総
合
的
な
学
習
の
時
間
・
第
五
学
年

単
元
の
目
標

①
海
の
汚
れ
に
つ
い
て
考
え
、
海
の

資
源
の
大
切
さ
に
気
付
く
。

②
海
洋
の
環
境
を
守
る
た
め
に
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
が
活
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
理
解
す
る
。

海
の
豊
か
さ
を
人
工
知
能
の
力
で
守
ろ
う

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
力
も
必
要
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
を
教
え
る
授
業
。

塩し
お

谷や

直な
お

大ひ
ろ

北
海
道
斜
里
町
立
斜
里
小
学
校

※https://hourofcode.com/jp/learn
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しץをલ਎ͱし、2014年３月にϦχϡーアϧ૑ࢽҭʱڭΕͨʰδϡχアɾϘϥϯςΟア͞ץҭίϛϡχςΟʱͱは、1��4年に૑ڭ』
です。201�年̐月߸ΑΓ、hࢽࡶΔ͑ࢧಈを׆ݙߩのࣾձࢣڭ、ͨ 。ҭτーΫϥイϯʱͱ߹ମし、΢Σϒల։をスターτしましͨڭ

教ҭίϛϡχςΟ8&#　݄̑߸　⿎$O/T&/TS⿎
ʲ࿈載ʳ

１．TOSS社会貢献活動報告〈チャレラン〉……桑原和彦氏
２．学校外でのビジネスマナー……田村純子（教育技術研究所）
３．TOSSサークル紹介returns……堀田和秀氏・荒川拓之氏

ʲಛผίϯςϯπʳ
˔TOSS新୅表・谷࿨थࢯインタビϡー
谷和樹氏に今の心境を伺います。これからのビジョン、社会

貢献活動についてなど、いろいろなことを語っていただきます。

˙教ҭίϛϡχςΟ
8&#　Ӿཡํ๏
ᶃ1$ɾεϚʔτϑΥϯͰΞΫηε
　http://LD.tiotoss.jp
ᶄ͋ͱ͸ݟΔ͚ͩɺಡΉ͚ͩɺ
　ίϝϯτΛॻ͖込Ή͚ͩʂ

　

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
海
の
汚
れ
に
つ

い
て
学
習
し
て
い
た
の
で
、
子
供
た

ち
は
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

人
工
知
能
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し

て
い
く
体
験
は
、
普
段
出
来
な
い
こ

と
だ
。
子
供
た
ち
が
、
こ
れ
ま
で
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
で
馴
染
ん
で

い
る
よ
う
な
「
命
令
」
を
積
み
重
ね

て
い
く
方
式
で
は
な
い
。
デ
ー
タ
を

た
く
さ
ん
入
力
し
て
い
く
と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
だ
。

デ
ー
タ
を
入
力
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

人
工
知
能
は
、
よ
り
正
確
に
区
別
出

来
る
よ
う
に
な
る
。
子
供
た
ち
は
学

・
海
の
汚
れ
が
こ
ん
な
に
問
題
に

な
っ
て
い
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

・
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
解
決

し
た
い
で
す
。
も
っ
と
調
べ
て
み
た

い
で
す
。

・
Ａ
Ｉ
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
き
て

楽
し
か
っ
た
で
す
。
Ａ
Ｉ
の
こ
と
を

も
っ
と
知
り
た
く
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
関
連
さ
せ
た
授
業
を
考
え

て
い
き
た
い
。

本
授
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

Y
ouT

ube

の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
公
式
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
紹
介
し
て
い
る
（
タ
イ
ト

ル
横
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）。

習
を
通
じ
て
、「
人
工
知
能
に
は
、

大
量
の
デ
ー
タ
が
必
要
な
の
だ
」
と

い
う
こ
と
を
実
感
で
き
た
よ
う
だ
。

　

Ａ
Ｉ
は
皆
さ
ん
が
体
験
し
た
よ

う
に
、
写
真
・
ビ
デ
オ
な
ど
か
ら

パ
タ
ー
ン
を
覚
え
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
を
パ
タ
ー
ン
認
識
と
言
い
ま

す
。こ

れ
は
Ａ
Ｉ
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
す
る
方
法
の
一
つ
で
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
は
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
の
力
も
必
要
な
ん
で

す
ね
。

今
日
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
四
番
と

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

他
の
目
標
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

と
関
係
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
一
緒
に
お
勉
強
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
ね
。
終
わ
り
ま
す
。

Ａ
Ｉ
の
力
も
借
り
て
取
り
組
む

̏子
供
た
ち
は
、
こ
の
二
時
間
の
授

業
後
に
、
次
の
よ
う
な
感
想
を
書
い

た
。
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全
国
の
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
紹
介

IUUQ���DJSDMF�UPT�MBOE�OFU�

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！
　
授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ಢ໦
ݝ

TOSS理科MAX

栃木県さくら市立氏家中学校

荒
ㆀ㇉

川
ㆉ㇏

拓
ㆲ㇍

之
㇆ㆌ

࿈བྷઌɿBSBLBXB�IJSPZVLJ!UPTT��DPN

向山・小森型理科実践を極める！
　小森栄治氏の「理科好き100万人計画」の
ミーム（遺伝情報）を受け継いだ、中学校理
科の先生方が中心のサークル。2020年にメン
バーを一新して、新しく集った若手のメン
バーを中心に活動している。
　コロナ禍でも、リアルサークルも開催し、
理科室経営についても、実際の理科室を見せ
ながらお伝えしている。栃木県の先生方、大
歓迎！

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！
　
授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ฌݝݿ
TOSS淡路キツツキ

兵庫県洲本市立洲本第一小学校

堀
ㆻ㇊

田
㆟

和
ㆉ㆚

秀
ㆲㆧ

࿈བྷઌɿIPSJUB�LB[VIJEF!UPTT��DPN

「続けること」で力が付く！
　「例会に参加すると、明日の授業が楽しみに
なります！」そんなうれしい声を聞く。兵庫
で最も歴史の長いサークル。「子供たちに、分
かる、楽しい授業を！」という同志が集い、
模擬授業や授業映像を検討している。どんな
にしんどい時でも、例会に参加すれば、模擬
授業をする度に、声の大きさ・発問・子供へ
の目線など微細な教師力が上がっていくのが
分かる。参加し続けることで力は伸びる。

৽ηϛナʔ৘ใ࠷
IUUQ���TFNJOBS�UPT�MBOE�OFU�

ʲ͓知らせʳ
TOSSでは、このページでご紹介した以外にもたくさ
んのセミナーを全国で開催しています。
各セミナーの詳細・お申込みは「TOSS最新セミナー
情報」へ！
県別・月別・キーワード検索ができます。

क़ࢁ޲ҭηϛφʔɾڭ$5*
（TOSS中央事務局　手塚美和）

月̑

˗(*("εクーϧରԠ*$5教育ηϛφー����ʢϋイϒϦου։࠵༧ఆʣ
GIGAスクール時代の教育とデジタルトランスフォーメーション （ＤＸ） GIGAスクール構想に向けた具体的な実践の提
案 お申込→https://peatix.com/event/1773139/view
ʲ։࠵日࣌ʳ2021年５月１日（土）９時半入室開始　10時～ 12時 
１　知って役立つ一人一台端末の活用法　現場の実践報告　　解説：谷和樹氏
２　知っておきたいＧＩＧＡスクール時代に対応する授業方法　
３　ハイブリッド対応授業を実現させる教師の手立て
４　谷和樹氏が教えるオンライン授業に必要なスキル３　
５　TOSS　ICT最前線（谷氏） 

ʪୈ̍࠲ߨʫ向山実践を教室で「完全」追試する！　教室
での完全追試（公募）&谷氏の解説

ʪୈ̎࠲ߨʫ向山実践をディープに紐解く！　映像全集の
「あれども見えず」を、谷氏が追試可能な形でえぐり出す。

ʪୈ３࠲ߨʫ伴の「俺の向山洋一論」　「向山洋一一筋30年、
俺にしか語れない向山洋一論がある」

ʪୈ̐࠲ߨʫ「新教科書」を向山型で授業する！（公募）　
予選通過者の授業に、谷が代案を出す！

ʪୈ̑࠲ߨʫ小嶋悠紀の「若手よ、俺を追い抜け！」
ʪୈ̒࠲ߨʫ谷と伴のQA講座
ʪୈ̓࠲ߨʫ帰ってきた向山・師尾講座「言いたい放題」「聞

きたい放題」
ʪୈ̔࠲ߨʫ谷の「向山先生のお宝実物資料を読み解く」
★講座内容は変更することがあります。

क़ࢁ޲ΛֶͿֶࢁ޲˗

向山洋一の魅力をピュアに学ぶ塾
「向山学を学ぶ向山塾」は、向山実践をとことん追究します
お申込→https://mukojuku0501tokyo.peatix.com/
ʲ։࠵日࣌ʳ2021年５月１日（土）13時～ 16時予定
・向山洋一・谷　和樹・伴　一孝・師尾喜代子 【ࢣɹɹߨ】

小嶋悠紀
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向
山
日
記

二
月
一
日
㈪ 

午
前
中
は
、
看
護
師
さ
ん
の

チ
ェ
ッ
ク
。
昼
食
「
木
曽
路
」。
そ
の
後
、

五
反
田
の
本
屋
。

二
月
三
日
㈬ 

三
井
住
友
銀
行
と
打
ち
合
わ
せ
。

二
月
六
日
㈯ 
騒
人
社
の
二
階
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
東
北
の
サ
ー
ク
ル
訪
問
。
東
北
六
県
の

先
生
が
参
加
、
楽
し
か
っ
た
。
四
〇
名
を
超

え
る
参
加
者
で
感
想
が
た
く
さ
ん
届
い
た
。

二
月
八
日
㈪ 

午
前
中
は
、
看
護
師
さ
ん
の

チ
ェ
ッ
ク
。
そ
の
後
、
五
反
田
の
本
屋
さ
ん

へ
。
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
で
昼
食
。
東
北
の
サ
ー

ク
ル
訪
問
の
感
想
を
読
む
。
密
度
の
濃
い
感

想
で
、
す
ば
ら
し
か
っ
た
。

二
月
九
日
㈫ 

午
前
中
は
、
理
学
療
法
士
さ
ん

の
リ
ハ
ビ
リ
。
昼
食
、
お
台
場
。
東
京
湾
を

眺
め
な
が
ら
。

二
月
十
日
㈬ 

騒
人
社
の
二
階
か
ら
向
山
塾

タ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
に
参
加
。

二
月
十
一
日
㈭ 

午
前
中
は
、
理
学
療
法
士
さ

ん
の
リ
ハ
ビ
リ
。
夜
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
中

央
事
務
局
会
議
に
出
席
。
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み

会
ま
で
参
加
。

二
月
十
三
日
㈯ 

ア
ネ
ッ
ク
ス
一
階
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
で
郵
便
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
。
全
国
か

ら
三
〇
〇
名
を
超
え
る
参
加
者
。

二
月
十
四
日
㈰ 

騒
人
社
、
サ
ポ
ー
タ
ー
会
議

（
オ
ン
ラ
イ
ン
で
）。

二
月
十
五
日
㈪ 

午
前
中
は
、
看
護
師
さ
ん
の

チ
ェ
ッ
ク
。
昼
、
銀
行
来
る
。

二
月
十
七
日
㈬ 

ケ
ニ
ア
大
使
館
近
く
の
い
つ

も
の
店
で
昼
食
。

二
月
二
一
日
㈰ 

テ
レ
ビ
で
将
棋
番
組
を
観
る
。

二
月
二
三
日
㈫ 

午
前
中
は
、
理
学
療
法
士
さ

ん
の
リ
ハ
ビ
リ
。
昼
は
恵
理
子
、
か
ん
ち
ゃ

ん
と
食
事
。

二
月
二
五
日
㈭ 

午
前
中
は
、
理
学
療
法
士
さ

ん
の
リ
ハ
ビ
リ
。
そ
の
後
、
ア
ネ
ッ
ク
ス
一

階
で
「
今
月
の
一
言
」
を
撮
影
す
る
。

二
月
二
六
日
㈮ 

午
前
中
は
、
歯
医
者
で
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
。
昼
は
「
亀
七
」
で
食
事
を
し
な

が
ら
、
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
七
月
号
特
集
プ
ロ
ッ

ト
の
チ
ェ
ッ
ク
。
も
う
夏
休
み
が
テ
ー
マ
。

夜
は
ケ
ニ
ア
大
使
館
近
く
の
う
な
ぎ
屋
へ
、

師
尾
、
美
崎
と
。

二
月
二
七
日
㈯ 
ア
ネ
ッ
ク
ス
二
階
か
ら
騒
人

社
企
画
会
議
に
出
席
。

二
月
二
八
日
㈰ 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
産
業
セ
ミ

ナ
ー
福
岡
に
ア
ネ
ッ
ク
ス
一
階
か
ら
出
席
。

全
国
か
ら
四
〇
〇
名
の
参
加
。
み
ん
な
元
気
。

T
O
S
S
は
す
ご
い
。

谷
日
記

二
月
五
日
㈮ 

広
島
の
風
早
小
学
校
で
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
飛
び
込
み
授
業
を
実
施
。
オ
ン

ラ
イ
ン
で
も
子
供
た
ち
へ
の
授
業
は
楽
し
い
。

二
月
七
日
㈰ 

英
語
で
の
授
業
力
向
上
セ
ミ

ナ
ー
。
英
語
で
の
授
業
を
見
て
、
そ
の
場
で

す
べ
て
英
語
で
コ
メ
ン
ト
を
し
た
。

Z
o
o
m
等
で
海
外
の
教
師
と
交
流
出
来
る

機
会
が
今
後
増
え
る
。
こ
う
し
た
力
も
ま
た

教
師
力
の
一
部
で
あ
る
。

二
月
十
一
日
㈭ 

教
材
の
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
セ
ミ

ナ
ー
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
。
六
五
五
名
の

参
加
。
中
教
審
の
最
新
の
動
き
と
連
動
し
た

教
材
の
使
い
方
の
講
座
が
先
生
方
に
大
好
評
。

終
了
後
、
Z
o
o
m
中
央
事
務
局
会
議
。

二
月
十
三
日
㈯ 

郵
便
セ
ミ
ナ
ー
に
三
〇
〇
名

を
超
え
る
参
加
。
向
山
行
雄
氏
、
洋
一
氏
、

師
尾
氏
の
年
賀
状
対
談
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

二
月
二
〇
日
㈯ 

「
シ
ア
ト
ル
の
先
生
方
か
ら
英

語
を
勉
強
す
る
会
」
に
出
席
後
、
島
根
県
の

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
特
別
支
援
の
講
師
。

二
月
二
一
日
㈰ 

山
梨
県
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
。
保
護
者
向
け
の
Ｑ
Ａ
が
好
評
。

二
月
二
三
日
㈫ 

審
査
員
養
成
セ
ミ
ナ
ー
。

二
月
二
七
日
㈯ 

理
科
セ
ミ
ナ
ー
を
Z
o
o
m
で
。

二
月
二
八
日
㈰ 

産
業
セ
ミ
ナ
ー
・
検
定
も
。

向山・谷日記
2021年2月
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サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ TOSS教師に聞く！
Ｑ＆Ａ「短時間で達成感が
得られる絵画」

３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

ハイブリッド化

像
は、
に
す！

編
集
後
記

▼
本
誌
六
六
ペ
ー
ジ
の
板
倉
氏
の
読
書
論
。

第
一
回
の
タ
イ
ト
ル
は
「
―
成
功
へ
の
究
極
の

秘
訣
と
は
―
（
成
功
の
扉
）」
だ
と
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
関
連
本
が
段
ボ
ー
ル
の
中
か
ら
見
付

か
っ
た
と
い
う
！　

さ
ら
に
、
赤
・
青
・
緑
の

マ
ー
カ
ー
で
向
山
先
生
の
書
き
込
み
の
あ
る
本

も
！　

実
物
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
版
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
と
聞
い
て
興
奮
！
（
手
塚
）

▼
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
が
本
格
的
に
始
ま
り

ま
し
た
。
今
後
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
よ
う
が
し

ま
い
が
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
ス
キ
ル
」
は
必

須
に
な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

技
量
検
定
が
発
足
し
、
お
よ
そ
百
名
近
い
先

生
方
が
受
験
さ
れ
ま
し
た
。
と
て
も
レ
ベ
ル
の

高
い
授
業
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。「
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
」
の
可
能
性
に
つ
い
て
知
り
た
い
先
生

は
、
ご
参
加
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。（
小
嶋
）

▼
「
向
山
型
に
挑
戦
」
で
、
木
村
氏
が
向
山

型
算
数
を
真
に
継
承
し
て
い
る
こ
と
を
改
め

て
実
感
。
か
つ
て
の
算
数
セ
ミ
ナ
ー
で
、
ノ
ー

ト
の
一
行
開
け
を
評
価
し
た
向
山
実
践
を
き

ち
ん
と
記
憶
に
留
め
て
い
た
事
実
は
圧
巻
で

し
た
。
高
段
者
Ｑ
Ａ
で
、
井
戸
氏
の
子
供
の

良
さ
に
目
を
向
け
る
と
い
う
具
体
的
な
解
答

に
は
大
共
感
し
、
大
き
な
学
び
を
得
ま
し
た
。

（
板
倉
）

Digital Talkline

ID：TL5 パスワード：z3w9hv











一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真

2021. 51

を
ハ
ガ
キ
に
押
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

行
く
先
々
で
、
ス
タ
ン
プ
の
イ
ラ
ス
ト
や
ス

タ
ン
プ
台
の
色
を
検
討
し
な
が
ら
押
し
て
い
く
。

な
る
べ
く
か
わ
い
く
カ
ラ
フ
ル
な
も
の
を
選
ぶ
。

　
児
童
の
住
所
や
名
前
を
あ
ら
か
じ
め
書
き
込

ん
で
お
い
た
り
、
必
要
な
部
分
は
印
刷
し
て
持

っ
て
い
っ
た
り
す
れ
ば
、
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て

そ
の
ま
ま
現
地
で
投
函
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
こ
の
場
合
、
現
地

の
消
印
が
押
さ
れ
る

こ
と
も
魅
力
で
あ
る
。

　
観
光
地
で
は
ユ
ニ

ー
ク
な
消
印
を
押
し

て
く
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
（
写
真
は
京
都
の
天

橋
立
に
あ
る
郵
便
局
か
ら
投
函
し
た
消
印
）。

実
践
前

4　
通
常
の
暑
中
見
舞
い
で
は
、
ハ
ガ
キ
の
中
身

に
つ
い
て
夏
季
休
業
明
け
に
大
き
な
話
題
に
は

な
ら
な
か
っ
た
。

実
践
後

5　
夏
季
休
業
開
け
に
は
、

「
先
生
、
〜
に
行
っ
た
ん
だ
ね
！
」

な
ど
と
話
題
が
盛
り
上
が
っ
た
。

微差力
教師の

旅
先
ご
当
地
ス
タ
ン
プ
暑
中
見
舞
い

夏
季
休
業
中
の
旅
行
に
は
、
ハ
ガ
キ
を
持
っ
て
出
か
け
よ
う

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
青
梅
教
育
サ
ー
ク
ル

村む
ら

野の

聡さ
と
し

対
象
学
年
・
準
備
物

1　
全
学
年
対
象
　
児
童
数
分
の
ハ
ガ
キ

ア
イ
デ
ア
の
ね
ら
い

2　
児
童
に
出
す
暑
中
見
舞
い
の
ハ
ガ
キ
に
旅
先

の
ご
当
地
ス
タ
ン
プ
を
押
す
こ
と
で
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
絵
葉
書
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

ポ
イ
ン
ト

3夏
季
休
業
中
に
、私
事
旅
行
に
出
か
け
る
こ
と

が
あ
る
と
思
う（
今
年
は
無
理
か
も
し
れ
な
い
が
）。

そ
の
際
、
児
童
数
分
の
ハ
ガ
キ
を
持
っ
て
出

か
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

旅
先
の
施
設
や
駅
に
「
ご
当
地
ス
タ
ン
プ
」

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ご
当
地
ス
タ
ン
プ



　コロナ禍、どうしても大人も子供もス
トレスがかかる。
感染予防を意識していても、ついうっか
りということもある。
　気が付くと、叱ってしまうということ
もあるだろう。
　そうならないために、「子供たちが自
然と動けるような仕組み」、「叱らず済む
ような仕組み」を意識している。

子供たちが自然と動ける仕組みを作れば、「叱られ
る教室」ではなく、「褒められる教室」になる

↑コロナ前から、机は一人一人離していた。机が離れて
いると、パーソナルスペースが確保できる。隣の子の机
に侵入したり、腕がぶつかったりということもない。

↑給食のやり方もコロナ禍で随分と変わった。忘
れがちなルールを、当番の確認の際に、自然に目
に入るように掲示している。

↑掲示用のクリアファイルを廊下に設置。自分のファイルに入れる
だけなので、掲示も楽。次々に重ねて入れるので、返却も抜き取る
だけですぐ終わる。 愛知県名古屋市立浮野小学校 堂

どう

前
まえ

 直
なお

人
と

教室の
風景

↑教室に入る前の消毒。一言添えておくだけで、忘れず行え
る。こういう一手間で、褒められる子が増える。

↑救急用品だけでなく、子供用のマスクも教室に常備。
落とした際や汚れた際に、予備がない子に渡す。

タイアップ企画

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。

ジャンボ ホワイト・TOSS 
ノート
スタートキット　6,000円（税込）
追加３枚セット　10,000円（税込）
特典：TOSSメモ赤　プレゼント　 
パスワード：ag3n4z

ソーシャルスキルかるた
スタートキット
3,000円（税込）
特典：送料無料
パスワード：a267jy

教育技術
研究所

『教育トー
ク

ライン』＆

6月号
で紹介！

五色百人一首（クラスセット）
生徒10名用　6,600円（税込）
生徒20名用　12,100円（税込）
生徒30名用　16,500円（税込）
特典：五色百人一首一筆箋プレゼント
パスワード：yxoclw

4月号
で紹介！

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2021年3月15日～6月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

お申込み先

とってもお得な

今月のご紹介教材

H2-3_TalkLine05_HIR_03-2.indd   1 2021/03/31   14:00
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特
集
・
校
内
研
は
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
と
を
使
い
こ
な
す「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
」で
進
め
よ
う

すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

5
2021

No.533
February

教育技術研究所

特集

「ハイブリッド化」で
進めよう

校内研は対面とオンラインとを使いこなす

令和3年4月15日発行（毎月1回15日発行）第533号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育……安原昭博
プロが教える“教室でできる作業療法”……福田恵美子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
酒井式絵画指導

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語　「ともだちのはなし」 算数　「いくつといくつ」
小学2年　国語　「順序がわかる言葉」 算数　「竹尺の読み方」
小学3年　国語　「質問をする力」 算数　「イラストと線分図」
小学4年　国語　「思い出のデザイン」 算数　「整理のしかた」
小学5年　国語　「辞書を引く」 算数　「小数×小数」
小学6年　国語　「5年の漢字の復習」 算数　「分数のかけ算」

中学校の授業実践
数学「『規則性』の問題も  例題→練習問題  で解かせる」
音楽「鑑賞を楽しみに音楽室に飛び込んでくる生徒たち」

オンラインだけじゃなく、
対面だけじゃなく、
新しい学びは「ハイブリッド化」で！

●エネルギー教育シンポジウム
「環境」や「エネルギー」について、子供たちに自ら考え行動できる正しい知識をもって
もらうため、授業を通してエネルギー問題の大切さを教えることを目的としています。
　

・2021年5月2日　東京★
・2021年7月3日　札幌
・2021年8月28日　広島　
・2021年10月2日　福井

●SDGs 教育セミナー
持続可能な社会の実現を目指すSDGs
（Sustainable Development Goals 持続可能な開発目標）を
どのように子供たちに教えるのかを目的としたセミナーです。

・2021年6月27日　大阪

●最新環境・産業教育セミナー
「最新環境教育（CO2等）研究会」、「産業教育研究会」による、
小学校・中学校の先生方の環境教育、
産業教育（金融／流通・貿易）をサポートするセミナーです。

最新環境教育セミナー
・2021年11月7日　名古屋
・2021年12月4日　大阪★

●郵便教育推進セミナー
TOSSと日本郵便が協力して「手紙の書き方体験授業」に取り組んでいます。
手紙・はがきの良さを子供たちに伝えていくことを目的としたセミナーです。

日程：未定　　※全国７カ所の開催を予定

◆2021年度 TOSS社会貢献セミナー開催一覧◆◆2021年度 TOSS社会貢献セミナー開催一覧◆
2021年度も、オンライン・対面・ハイブリッド型のセミナーを開催いたします。

いずれも参加費無料ですので、ご参加お待ちしています！
※★は対面・配信両対応のハイブリッド型開催を予定しています。   
※内容・日程は変更になる場合がございます。予めご了承ください。

・2021年10月30日　長野
・2021年11月6日　熊本
・2021年12月11日　松山
・2022年1月22日　全国大会★

産業・金融教育シンポジウム
・2021年10月9日　盛岡
・2021年11月28日　岡山
・2022年2月12日　静岡

＜掲載セミナーのお申し込み先＞
TOSSセミナー情報HP
https://seminar.toss-online.com/

関
連
HP

2021年度 手紙の書き方体験授業
https://www.schoolpost.jp/

関
連
HP

エネルギー教育全国協議会
http://eneducation.jp/

関
連
HP

最新環境教育（CO2等）研究会
産業教育研究会
http://www.eco-san.jp/

NPO  TOSS
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